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    序章


    



    　――歓喜と落らく胆たん。


    　試験管の中で生まれた私は、瞼まぶたが開く前にその感情を知った。光学情報よりも信頼に足る先天的に備わった感覚器官が魔術師たちの情動をつぶさに捉え、私は自分が〝失敗作〟だということを自覚した。


    　――驚きよう愕がくと打算。


    　次に覚えたのはその感情。私の能力を知った魔術師たちは失敗作の私に利用価値を見み出いだした。名前と役割が与えられ、私は生きることを許された。


    　――畏い怖ふと侮ぶ蔑べつ。


    　役割を果たすほどに、私の周囲にはその感情が満ちていった。私は魔術師たちが群れる組織の規律であり、圧倒的なまでの戦力として恐れられた。


    　そう、私は……〝私たち〟は絶対だった。


    　与えられた名前に相応ふさわしい成果を出した。でも――。


    



    　恐怖。


    



    　私は初めて、これまで自分に向けられ続けた感情を、胸の内に抱いていた。


    　そこは山やま間あいにある小さな集落。だが実態はアジアにおける魔術師たちの拠点の一つであり、街中の支部には置けない施設を集めたプラント。数々の機密が集まる場所ゆえに、厳重な警備が敷かれ、〝私たち〟も多数配備されている。


    　ゆえにその場所の平穏が乱されることはないはずだった。何な故ぜなら〝私たち〟は最強の守護者だから。


    　けれどわずかに欠けた月が、雲間に姿を隠した夜。集落は紅ぐ蓮れんの炎に包まれていた。


    　地下研究施設のカモフラージュである木造の家か屋おくはことごとく焼け崩くずれ、黒煙を夜空へと吐き出している。辺りには人々の叫び声と銃声、爆音が響き、大地が衝撃に揺れる。


    　集落の中心には大穴が開き、地下の施設がむき出しになっていた。


    　そしてこの集落にある重火器は全てその穴へ向けられている。


    　銃口や砲塔ほど、分かりやすく敵を指し示すものはない。


    　しかし銃弾や砲弾が吐き出される先にいる〝敵〟はたった一人の華きや奢しやな少女だった。


    　年の頃は十五、六。肩までの黒髪と白い肌の少女は破壊の雨が降り注ぐ中、何も持たずに悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいる。少女が纏まとうどこかの民族衣装らしき服は炎に照らされて血のように赤いが、少女自身は傷一つ負っていない。


    　――少女はまるで、幻想に守護されているようだった。


    　少女の傍に浮遊する歯車とも車輪とも見える物体が盾たてとなり砲弾を受け止める。


    　少女の周囲を駆け回る炎の鬣たてがみを持つ巨馬が近づこうとする者たちをなぎ倒す。


    　車輪の盾たてを潜くぐり抜けた弾丸も、少女に触れる前に蒸発する。


    　恐らく少女は膨ぼう大だいな熱量を持った見えない壁に包まれているのだろう。


    　そう分析しながら、私は煙で曇くもった夜空を仰ぐ。吸い込む空気は焦げ臭く、熱い。


    　体は動かない。動かせない。何な故ぜなら四し肢しは既に炭へと変わっているから。


    　今も私の体は燃え続けていて、生命活動は間もなく停止するだろう。


    　私は戦闘の続行を諦あきらめると、視覚以外の感覚を遮しや断だんして戦場を観察する。私が倒れている穴の縁からなら、全てが見渡せた。


    　銃声も砲撃の爆音も、次第に少なくなっていく。


    　少女が一ひと睨にらみするだけで、武器は炎に包まれ、歪ゆがんだ鉄てつ屑くずへと変へん貌ぼうした。無力化された人々は次々と逃走し、辺りは次第に静けさを取り戻す。


    　もはや勝敗は決していた。


    　それは〝私たち〟が敗北した瞬間に分かっていたこと。〝私たち〟が勝てない相手に他の者が抗あらがえるはずもない。


    　この場における絶対者は、間違いなく彼女だった。


    　感覚は切ったはずなのに、体が震える。


    　怖い。


    　魔術師たちの組織で《死神》とも《悪魔》とも呼ばれた〝私たち〟を容た易やすく蹂じゆう躙りんする少女が。


    　私の心に彼女を形容するに相応ふさわしい単語が浮かぶ。


    　――魔王。


    　悪魔さえも力でねじ伏せ、町を灰かい燼じんと帰する暴君。少女はその名に相応しい。


    　私は胸中で呟つぶやく。それが――自嘲と呼ばれる感情によるものだと自覚しながら。


    　とうとう限界が来たのか、視界も闇に閉ざされる。


    　私はここまでだと判断し――《接続》を断った。


    



    
      ＊

    


    



    　目を開くと、そこは薄暗い部屋の中だった。私は横たわっていたベッドから身を起こす。


    「――どうだったかね？」


    　重々しい声。視線を移すと月明かりが差し込む窓際に白髪しらが交じりの男性が立っていた。恰かつ幅ぷくのいい体に灰色のスーツを纏まとい、私を見下ろしている。私は記憶を辿たどり、彼のことを思い出す。


    　……八や朔さく連れん大だい。現在、私を使用している男。


    　接続による記憶の混乱がないことを確認した私は、彼に返答する。


    「申し訳ありません。端末は全て焼失。《巣ネスト》も制圧されました」


    　私の報告に彼は顔を顰しかめる。


    「ふん――散々なものだな。これ以降、分散した戦力で迎え撃っても結果は同じだ。残りの端末は全てここへ集めろ。私が指揮を執とる」


    「それでは他の《巣ネスト》が――」


    　私は彼の失望と蔑さげすみを感じ取りながら反論する。


    「黙れ。中途半端な数では番犬にも劣ることは思い知っただろう。しかし私の能力ちからならば貴き様さま以上に大量の端末を扱える。だからこそ貴様らは私に貸たい与よされたのだ」


    「はい……」


    　有無を言わせぬ彼の口調に私は頷うなずくしかない。


    　けれどその時、彼とは反対方向から若い男の声が響いた。


    「――あまり派手に動いてもらうと困りますよ。コレがあなたを守れる範囲は限られている。ここにいる限りは安全。それでは不満ですか？」


    　部屋の入り口付近――窓から最も遠い場所に立つ声の主の姿は闇に紛まぎれてほとんど見えない。


    　私は声の主のことも記憶から呼び起こす。


    　……八や朔さく連れん大だいと私を匿かくまってくれた《群れクラウド》の協力者。詳細不明。


    「不満だと？　当たり前だ！　私はいつまでもこんな窮きゆう屈くつな場所に隠れているつもりはない。友とも月づき未み由ゆを排除――いや、掌しよう握あくすれば全ては取り戻せる。それにこの場所が安全などと、とても信じることはできん」


    「やれやれ……コレがいる以上、ここの安全は絶対だ。あなたは見つからない。それがこの場所の法則ルールだから」


    「訳の分からぬことを……」


    　苛いら立だったように呟つぶやく連大。


    「まあいいです。あなたがリスクを承知の上で動くなら、コレは止やめない。好きにしてください」


    　協力者はそう言い残して部屋を出ていった。


    「何者かは知らないが偉そうに……。私を誰だと――」


    　連大は彼が出ていった扉を睨にらみながら吐き捨てる。その胸中に荒れ狂うのは、高い自尊心から生じる怒りと苛立ち。彼はその感情を隠そうともせずに私を睨む。


    「貴様も早く出ていけ。報告がある時以外は、ここへ立ち入るな」


    　汚けがらわしいものを見るような目で、連大は私に命じる。私の能力を知っている彼は〝見透かされた〟ことに気付いたのだろう。当然の反応だ。


    「はい」


    　だから私は素直に返事をすると、足早に部屋を出た。


    　けれど廊ろう下かに出た途端、足がふらつく。見れば膝ひざがガクガクと震えていた。


    「…………？」


    　私は首を傾かしげて、震える足を見下ろす。


    　――ああ、まだ恐怖がこんなところに残っていた。


    　脳裏に焼きついた赤い着物の少女――友とも月づき未み由ゆ。


    　彼女は《群れクラウド》にとって過去最悪の敵対者だろう。既に十以上の支部――《巣ネスト》が〝経済的に〟掌しよう握あくされ、一つが武力で制圧された。ここまでの被害を出して、どうして《群れクラウド》が八や朔さく連れん大だいを匿かくまうのかは分からない。しかも奥の手である自分たちを貸し出し、安全な隠れ場所を与え、好きにさせている。


    　理由は知らない。知らされることもない。道具である自分は考える必要もない。


    　けれど私はこれまでの経験から学んでいる。軽く扱われるモノは価値がなくなった廃はい棄き物ぶつに等しいのだと。


    　私たちは……いや、《群れクラウド》でさえ、もしかしたら――。


    　無駄なことを考えていることに気付き、私は首を振る。


    　役割をこなせ。それだけが私の存在意義。そうでなくては名前を失なくしてしまう。


    　自分の在り方を確かめて、私は歩き出す。幾度かよろめいて壁に手を突きながら。


    　足の震えは――まだ止やんでいなかった。
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    第一章　選べぬ腕、逃した月


    



    
      １

    


    



    　わずかに潮の匂においを孕はらんだ空気と、朝あさ靄もやに覆おおわれた奈な波なみの町並み。高台にある奈波駅前から見下ろせる故郷の風景。


    　これからしばらくは記憶の中の存在となるそれらを僕は丁てい寧ねいに心へ仕舞い込む。


    　荷物で膨ふくらんだスポーツバッグを肩に掛けた僕の隣となりには、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小こ柄がらな少女――アリッサ。小さなリュックを背負い、腕には狼姿の由ゆ衣いとペンギンのぬいぐるみを抱えている。


    　そして僕らの前には三人の、家族。


    「――啓けいちゃん、体に気をつけるんだぞ？　秋になれば朝方は冷え込む。ちゃんと布ふ団とんを厚くして寝なきゃダメだからな」


    　カチューシャで前髪を纏まとめ、活発そうな鋭い眼をした従姉いとこ――咲さきねえが僕に詰め寄り念を押す。


    「分かってるよ。もう一年以上、向こうで暮らしてるんだから心配しなくて大丈夫だって」


    　苦笑いをしながら返すと、僕の横に立つアリッサが胸を張る。


    「サキ、任せておいて！　ケースケの面倒はあたしがちゃんと見てあげるから」


    　自信満々の様子で勝手に請け合うアリッサ。


    　連続焼死体事件が終息し、友とも月づきが一人で美み傘かさ市に帰ってから二週間。少し様子がおかしかったアリッサも普段の調子を取り戻していた。


    「アリッサちゃん。ぜひ来年も啓くんと一緒に来てちょうだいね。今年は賑にぎやかで本当に楽しかったから」


    　そんなアリッサに僕の叔お母ば――茜あかねさんが告げる。その言葉にアリッサは意表を突かれたような表情を見せたが、すぐに笑顔で「ええ、もちろんよ」と頷うなずいた。


    「おい啓けい介すけ。これ、持ってけ」


    　最後に甚じん平べい姿すがたの僕の叔お父じ――忠ただ志しさんが僕の前に進み出て、なにやら小さな四角い物体を差し出す。


    　僕はそれを受け取り、まじまじと眺ながめた。


    「……ケータイ？」


    　観察して導いた結論を口に出す。すると忠志さんは大きく頷いた。


    「ああ。勝手に契約しといた。ないとさすがに不便だと思ってな」


    　忠志さんの言葉に僕は慌あわてる。


    「そ、そんな悪いですよ！　これまでもそれほど必要じゃなかったし――」


    「はぁ？　勘違いするなよ啓介。不便って言ったのは、俺たちが、だ。お前の寮、部屋に直通電話ないだろ。そうと分かってれば入学するときに持たせていたさ。今のままじゃこっちが気軽に電話しづらい。特に咲さきなんて、何度も寮に電話したはいいが取り次いでもらうときに尻込みして……ごあっ!?」


    　言葉の途中で忠ただ志しさんは奇声を上げ、向こう脛ずねを押さえてしゃがみこんだ。


    「口が軽いぞ、バカ親おや父じ！」


    　鋭いローキックを繰り出した咲ねえは、頬ほおを赤くして叫ぶ。


    「く……け、啓けい介すけ……だから暇ひまなときにでも……この面倒くさい娘に電話してやれ……。まあ今の様子なら……咲の方から――げふっ!?」


    　それでも息も絶え絶えに言葉を続けようとする忠志さんに踵かかと落おとしで止とどめを刺すと、咲ねえは僕から視線を外しながら告げる。


    「ま、まあ家と私の番号は登録しといた。いつでも掛けてきて……いいからな」


    「うん……分かったよ、咲ねえ」


    　僕が奈な波なみに帰ってくる前から、咲ねえは歩み寄ろうとしてくれていたことを知り、こちらまで照れ臭くなる。


    　その時、静かな早朝の駅構内にアナウンスが響く。もう時間のようだ。


    「――それじゃあ、そろそろ行きます。お世話になりました」


    　僕は忠志さんたちに頭を下げる。すると何な故ぜか三人は笑い出す。


    「おいおい、それは違うだろ啓介」
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    　よろよろと立ち上がった忠ただ志しさんが呆あきれたように言う。


    「そうねぇ、お世話になりましたなんて、他た人にん行ぎよう儀ぎすぎるわよ」


    　茜あかねさんが温かい眼まな差ざしを僕に向けながらたしなめる。


    「え……？」


    　どういうことか分からず疑問を浮かべる僕を、咲さきねえが今度は真正面から見つめてきて、こう告げた。


    「――啓けいちゃん、いってらっしゃい」


    　ああ、そういうことか。


    　確かに間違っていたのは僕だった。目の前にいるのは今の僕の家族で、ここは自分の故郷なのだ。


    　だから僕は言い直す。出発の挨あい拶さつと、帰還の約束を込めた言葉で。


    「咲ねえ、忠志さん、茜さん――いってきます」


    　その挨拶に、皆は手を振って応えてくれた。


    



    「何だか、こうしてみるとあっという間だったわねー」


    　奈な波なみから遠ざかっていく列車に揺られながら、隣となりに座るアリッサが呟つぶやく。


    「そうだな……。一か月近くいたはずだけど、色んな出来事があったから体感的にはすごく短かったよ」


    　両親の墓参り、咲ねえとの和解、未み由ゆの異変、八や朔さく家の陰いん謀ぼう、菜な津つたちとの戦い。特に奈波に到着してからの一週間は嵐のようだった。事件が終わってからも、お盆の行事があったり、由ゆ衣いを連れて町を回ったり、アリッサに美み澄すみさんへ出す手紙を書くのを手伝わされたり、僕の成績があまり振るわないことを知った咲ねえが強引に勉強を教えにきたり……休む暇ひまのない毎日だった。


    「――ケースケ。帰ってみて、よかった？」


    「ああ」


    　その問いには迷いなく頷うなずける。


    「そう。だったらユイのおかげね」


    　アリッサは膝ひざに置いたリュックの中に隠れて眠っている由衣を覗のぞき込みながら笑った。帰りは咲ねえたちが見送りにきたので、由衣は人間形態で改札を通るわけにはいかなかったのだ。


    「確かにな……。由衣がいなかったら、今年の夏もきっと何も変わらなかった」


    　僕の言葉を聞いて、アリッサは少し考え込む。


    「……ねえケースケ、アカネがあたしに来年の夏も来たらいいって言ってくれたじゃない？　すごく当たり前のことみたいに。それって普通のことなの？　今年あったことは、来年もまた訪れるものなのかしら」


    　真面目な顔で僕に問いかけてくるアリッサ。


    「どうだろ……訪れることもあるし訪れない場合もあると思う。けど、ほとんどの人は今日と似たような明日が来ることを何となく信じていて、同じように今年と似たような来年を疑っていない気がするな……」


    　心ここ地ちよい電車の振動に眠気を感じながら、僕は答える。


    「ふぅん……一年も、一日と変わらない日常なのね。あたしはまだ、それを知らないわ」


    　アリッサはどこか羨うらやましそうに呟つぶやく。


    「でもアリッサのいた《方はこ舟ぶね》にだって日常はあっただろ？」


    「まあ……たぶんね」


    「たぶん？」


    「時間の流れが遅い《方舟》から空を見上げると……雲も、太陽も、月も、星も、すごく急いでいるの。あたしが目覚めて、眠くなるまでに、日の出と日没は何度も訪れた。だから一日とか一年とかいう区別をしたことがなかったのよ……」


    　電車の窓から空を気けだるげに見上げるアリッサ。山や田畑はあっという間に流れ去っていく景色の中で、空に浮かぶ雲だけはゆっくりと動いていた。


    「――あたしは外界に出て、一日って長さを初めて知った。この街で繰り返す日々を知った。だからケースケと出会ってからが……あたしの日常なのよ」


    「そう言えば……アリッサと出会ってまだ半年も経ってなかったな」


    「もう……とても長い間ケースケと一緒にいる気がするけど、一年の半分にも満たないのね……途方もないわ……」


    「そのうち分かるさ。結局は一日の積み重ねなんだから」


    「そうね……あたしは来年も……ケースケと一緒に……またアカネの……豚の生姜しようが焼き、食べたいな――」


    　言葉の途中でコテンと肩に寄りかかってくるアリッサ。眠気が襲ってきていたのは僕だけはなかったらしい。


    　来年、か……。


    　アリッサはまるで眩まぶしい宝石の名を告げるかのようにその言葉を口にしていた。本当に想像もできないほど未来の話なのだろう。そして現実に、僕やアリッサを取り巻く状況は危うい。


    　僕らと敵対する魔術結社《群れクラウド》は依然として存在している。世界に魔術という名の奇跡を取り戻そうとしている彼らは、いつ手を出してくるか分からない。さらに奈な波なみで起こった事件の黒幕であり、未み由ゆの両親の仇かたきであることが判明した八や朔さく連れん大だいも逃亡中。加えて美み傘かさ市の外れに出現したクレーターなど不安を抱いだく要素が多すぎる。


    　それにもしかしたら、現れたときと同じく、アリッサは唐突に僕の目の前から去ってしまうかもしれない。


    　嫌だな……。


    　すぐ傍そばで感じるアリッサの寝息と体温を感じながら思う。肩にかかるこの重みを失いたくない。


    　それは自然に湧き上がってきた気持ちだったが、同時に〝彼の声〟が脳裏で弾ける。


    『君とは違う。かけがえのない一人がおらず、大事なものにはいくらでも代わりがある君とはね――』


    　僕の心に突き刺さって抜けない棘とげ――八や朔さく則のり秋あきの言葉。


    　彼は奈な波なみの町で愛する人――菜な津つを守るため未み由ゆを陥おとしいれ、命を奪おうとした……紛まぎれもない僕らの敵。しかし全てを懸かけて僕らと戦い、最期は菜津と共に白い炎に焼かれ、灰となった彼の生き様はとても眩まぶしかった。


    　大事なものに代わりがあるという部分だけは、認められない。けれど彼のようにたった一人のために他を切り捨てることができないのも事実。


    　こうして並んで列車に揺られていると、アリッサが傍にいることはとても当たり前で、いつまでも続いて欲しいことなんだと素直に感じる。


    　でも、リュックの中で眠っている由ゆ衣いとどちらが大切かなどと問われても、答えることはできないだろう。ここにはいない未由のことも、いつだって頭の片隅で心配している。他人の血を必要とする混血者となり、親の仇かたきを知ってしまった未由がどうしているのかは、ずっと気になっていた。


    　……アリッサや未由に抱いだいている気持ちのどちらかは、突き詰めれば〝好き〟という思いなのかもしれない。奈波で咲さきねえや茜あかねさんにどちらが本命なんだと尋ねられるたびに、そんな考えが過よぎった。


    　しかしそれについて深く考えることは、できていない。


    　答えを出して、自分が変わってしまうのが怖かった。


    　もし僕が八朔則秋のようになってしまえば、愛する人のために由衣さえも切り捨ててしまうかもしれない。そんな自分は許せないし、認められない。


    　だから思し索さくは行き止まり、結局僕は今のままを望む。けれどそうすると、彼が言った別の言葉をまた思い出す。


    『――あやふやな君の目には何も映らない。そしてとても大切なものをいつか見逃す』


    　背筋が震え、つばを飲み込む。


    　この台詞せりふが頭を過ぎるたびに、後悔の予感が僕を焦あせらせる。


    　何かが既に手遅れとなっている気がして――仕方ない。


    「――ケースケぇ……」


    　そんな時、アリッサの寝言が耳に届き、僕は我に返る。どんな夢を見ているのか……幸せそうな顔をしているアリッサを見ていると、暗い思考が消えていく。


    　僕は小さく笑って眼を閉じる。


    　今ならアリッサの見ている幸せな夢を共有できるかもしれないと期待して――。


    



    
      ２

    


    



    　約一ひと月つきぶりの美み傘かさ市の風は、奈な波なみより少し涼しく、乾いていた。


    　まだ夏休みが数日残っていることもあり、駅ビルや駅前の繁華街は人で溢あふれている。


    　電車が傘さん陽よう駅に到着したのは夕方で、赤い日差しがビルの隙すき間まから照りつけてきていた。


    「んー……何だか落ち着くわ」


    　腕に由ゆ衣いを抱いたアリッサが道を歩きながら呟つぶやく。由衣はぐっすり眠ってしまっていて、まだ起きる様子がなかった。奈波では色々と制約があったので緊張の糸が切れてしまったのかもしれない。


    　僕らは友とも月づき家の屋敷へと向かっていた。アリッサを送っていきがてら、未み由ゆやウルトさんのことを聞きたかったのだ。それに茜あかねさんから大量に持たされたお土産みやげも少し減らしておきたい。


    　鞄かばんの重みを感じながら、僕はアリッサに答える。


    「確かにほっとするな。帰ってきたって感じだ」


    　するとアリッサは不思議そうな顔をする。


    「何言ってるのよ。啓けい介すけの故郷はナナミでしょ？　朝に〝いってきます〟をしたところじゃない」


    「いや……そうなんだけどさ。こっちに戻ってきても何か〝ただいま〟って気分なんだよ」


    「変なの」


    　首を傾かしげるアリッサ。


    「あのな、アリッサだって本当の故郷は《方はこ舟ぶね》だろ？　それなのにここへ帰ってきて落ち着くってことは、僕と同じじゃないか」


    「あ、確かにそうね……。じゃあもしかしたら故郷って一つじゃないのかしら？」


    　その問いに僕はしばらく考えて返答する。


    「……故郷って言葉はピンとこないな。なんて言うか〝自分の町〟って気がする」


    　すると何な故ぜかアリッサは笑顔になった。


    「そっか、じゃあここは〝私たちの町〟なのね！」


    「どうしてそんなに嬉うれしそうなんだ？」


    　夕日に照らされた楽しげなアリッサの横顔に見み蕩とれながら訊ねる。


    「え？　だってケースケとおそろいじゃない！」


    「…………」


    　僕はそれ以上言葉を返すことができず、視線を前に向けた。


    　――不意打ちすぎる。


    　僕は夕日が赤いことに感謝しながら無言で足を進めた。


    　アリッサは変わったと思う。特に、体を取り戻してから。アリッサ自身も精神体じゃ分からないことがあるのだと言っていた。僕に触れながら――体がないと胸がドキドキしないのだと……。


    　僕が黙ってしまってもアリッサは気にした風もなく、気分よさそうに歩いている。


    　私たちの町……自分の町、か。


    　それは日常が繰り返される場所だ。けれど今の僕らにはいつ非日常が襲いかかってきてもおかしくない。加えて社会との接点を持たない異い邦ほう人じんであるアリッサと、僕の日常は完全に重なることはないだろう。


    　もし同じ日常の中を過ごせたら、アリッサはもっといい顔で笑うだろうか。


    　さっきの言葉のせいで、僕はそんなことを考えてしまっていた。


    



    　しばらくぶりの未み由ゆの家。高級住宅街の中でひときわ広い土地を占有する屋敷。


    　アリッサが慣れた様子で通用口のインターフォンを押して、しばらく待つと内側からガチャリと音がして扉が開かれた。


    　だが内側から現れたメイド服姿の女性に僕らは硬直する。かっちりと切り揃そろえられた髪に眼め鏡がねを掛けた彼女の顔には、全く見覚えがなかったから。


    「……どちら様ですか？」


    　それはインターフォンを押した側が言う言葉ではなかっただろう。けれど僕はそう訊かざるを得なかった。この屋敷に住み込みで働いているのは九く棚だなさんだけだったはず……。


    　だが台詞せりふを奪った僕に動じることもなく、彼女は頭を下げる。


    「おかえりなさいませ。私は先日より、お屋敷の管理を任されました九棚香か織おりと申します。お二人の事は伺うかがっております。アリッサさまと遠とお見みさまですね？　どうぞお入りください」


    　クダナ……苗みよう字じが同じだということは九棚さんの親類だろうか。見たところ年齢は九棚さんより若く、二十代前半ぐらいに思える。


    　僕は長い前庭を先導されながら彼女を観察した。


    「クダナやミユは、今いないの？」


    　初対面の香織さんに少し戸惑った様子を見せながらも、アリッサが尋ねる。


    「はい。未由様は九月までお戻りにならないそうです。夫の方は急に仕事が増えたために、あちこち飛び回っておりますよ。それで屋敷の管理ができなくなったため、私が呼び寄せられたわけです」


    「え……オット？」


    　ポカンと口を開けて聞き返すアリッサ。


    「ああ、すみません。苗みよう字じで伝わるかと思ったのですが……私、九く棚だな裕ゆう也やの妻です。九棚では区別がつきませんので、私のことは香か織おりとお呼びください」


    　九棚さん、結婚してたのか……。


    　正直、驚きを隠せずに香織さんを眺ながめる。九棚さんからは一度もそんな話は聞いておらず、ずっと住み込みで働いていたので、てっきり独身かと思い込んでいた。


    「――そんなに意外ですか？」


    　屋敷の入り口に辿たどり着き、扉を開けてくれた香織さんが僕の表情に気付いて問いかけてくる。


    「い、いえ、別に……」


    　慌あわてて首を横に振るが、香織さんは「やっぱり……」と溜ため息いきを吐つく。


    「きっと夫は既婚であるとは口にしていなかったんでしょう。仕方ありません、あの人は自分が結婚したとは考えていませんからね」


    「どういうことです？」


    　僕が気になって質問すると、いきなりゾワッと香織さんから暗いオーラが立ち昇った。


    「ふ、ふふふふふ……夫はですね、幼い頃から本家の年増女に入れ込んでいまして、生まれたときからの許婚いいなずけである私のことなど見向きもしなかったのです。そしてようやく邪魔者がいなくなったかと思えば、今度はその娘にご執心。挙あげ句く、その娘が立派に成人するまでは所帯を持つつもりはないと言う始末。とっくに籍せきは入れたと言うのに、私のことは妻として見ていないのですよ」


    　恨めしげに早口で告げる香織さんに、僕は気け圧おされる。


    　本家の年増とは恐らく未み由ゆの母親である未み世よさんのことだろう。


    「け、ケースケ……この人、怖いわよ……」


    　アリッサが得体の知れない女の妄もう念ねんに恐れを抱き、僕の後ろに隠れた。それを見た香織さんはハッとして、負の感情が満ちた表情を一瞬で消し去る。


    「お、おほほほほ、そんなに引かないでくださいませ。今口にしたのは過去の恨うらみ言ごと。もう私は気にしておりません。ずっと私から逃げ回っていた夫ですが、一番大切な場所であるこの屋敷を私に任せてくれたのです。それは私のことを信頼してくれていた証拠。私は今、とても満足しています」


    　その笑顔には一片の曇りもなくて、僕は安あん堵どする。


    「――それに同じ屋敷で暮らしていれば、夫を籠ろう絡らくする機会はいくらでもありますから」


    　……香織さんが最後に小さくつけ足した台詞せりふは聞かなかったことにしたが。


    「あの、ウルトさんもまだ帰ってないんですか？」


    　客間に通された僕はソファへ座り、奈な波なみの銘めい菓かである城跡饅まん頭じゆうを手渡しながら尋ねる。


    　アリッサの伯お母ば、ウルト＝クラノ＝ストーリング。アリッサと同じく《方はこ舟ぶね》からやってきた魔術師である彼女は、僕らが奈波へ行っている間に姿を消してしまっていた。


    「はい、八月七日から、一度も屋敷にはお帰りになっていないそうです。アリッサ様が警察には連絡しなくて良いと仰おつしやったらしいので、捜索願いは出していませんが……」


    　僕の隣となりに座ったアリッサへ確認するように目線を向ける香か織おりさん。


    「ええ、それでいいわ。伯母様は心配が必要な人じゃないから。きっと何かやることがあるのよ」


    　確かに魔術師としてはアリッサ以上であるウルトさんが、簡単にどうこうなるとは思えない。自分の意思で姿を隠したと考えるのが妥当だろう。


    　恐らく警察では見つけられないだろうし、通報しても面倒なことになるだけだ。


    「分かりました。ではウルトさまについては引き続きお帰りをお待ちするだけにいたしましょう」


    　香織さんは深く説明を求めることなく頷うなずいた。アリッサは「ありがと」と礼を言うが、その表情は少し曇っていた。あんなことを言っても、全くウルトさんのことを心配していないわけではないのだ。ウルトさんの失しつ踪そうと前後して生じたクレーターのこともある。関連がないとも限らない。街外れの森に突如現れたクレーターには、断面が綺き麗れいすぎること、土砂の行方ゆくえが不明なことなど、不可解な点がテレビ番組に多く取り上げられていた。


    「香織さん、未み由ゆは九月まで帰らないって言ってましたけど、今どうしているんですか？」


    　クレーターに関しては今度直接確かめるとして、僕は最後に一番気になっていることを訊ねる。まだ次の満月には遠いが血の衝動に苛さいなまれていないか心配だった。


    　未由は濃い《高次存在ヴイナー》の因子を発現させた混血になってしまい、バランスを取るために他者の血液を必要とする。月が満ちるほどに強くなるその衝動を抑えるために、僕は自分の血を与えると約束していた。


    「それが……未由様がどこにおられるかは私も把は握あくしていないのです。恐らく知っていると思われる夫もこちらからは連絡が取れない状況で……」


    「そうですか……」


    　僕は落らく胆たんして肩を落とす。こうなると九月に顔を合わせるまで、様子を知ることはできそうにない。未由の携帯には奈波からも何度か電話したが、一度も繋つながらなかったのだ。


    「ならもし九く棚だなさんから連絡があったときは、未由のこと聞いておいてもらえますか？」


    「分かりました。お約束します」


    「――ありがとうございます」


    　頷いてくれた香織さんに礼を言って僕は立ち上がる。お土産みやげも渡したし、聞きたいことも聞いた。


    「それじゃあ僕はそろそろ帰ります。アリッサ、由ゆ衣いを――」


    「あ、お待ちください遠とお見み様！」


    　アリッサから眠っている由衣を預かろうとした僕だったが、香か織おりさんの制止に動きを止める。


    「え、何ですか？」


    「もう少しごゆっくりしていってください。夕食はこちらで用意いたします。実はアリッサ様について夫が夏休み前から進めていた話があるのですが、遠見様にもご意見というか……ご協力をお願いしたいのです。途中で引き継いだ私だけでは不備があるかもしれませんので」


    　突然話の中心に据えられたアリッサがポカンとした顔で香織さんを見上げる。


    「あたし？　いったい何のこと？」


    「僕も話がさっぱりなんですが……」


    　戸惑う僕らを見て香織さんはパンと手を叩く。


    「口で説明するよりも、サイズ確認を兼ねて直接見てもらいましょう。アリッサ様、こちらへ。遠見様はここでお待ちになっていて下さい」


    「きゃっ、ちょ、ちょっとどこへ連れて行くのよ～!?」


    　半ば強引に引き摺ずられて行くアリッサを呆ぼう然ぜんと見送る。


    　夏休み前から進めていた話？　全然見当もつかない。寝耳に水だ。


    　落ち着かない気分で僕はソファに座りなおし、アリッサたちが戻ってくるのを待つ。


    　客間の大きな窓から見える中庭は、もう夜の帳とばりに包まれようとしていた。


    　コンコン。


    　しばらくして部屋の扉がノックされ、僕は「どうぞ」と告げた。


    「遠見様、お待たせしました。どうぞご覧になってください」


    　扉を開けた香織さんが、部屋の外へ向けて手招きをする。


    「ねえケースケ、この服って……」


    　そう言いながら入ってきたアリッサは、しきりに自分の纏まとった服を気にしながら僕を上目遣いに見た。


    「あ――」


    　僕は驚きに息を呑のむ。


    　アリッサの服装が変わっていた。初めて見る格好ではない。けれどアリッサが精神体でなくなった以上、もう二度と見ることはないと思っていた姿だった。


    「こうして実際に着てみると、感じが違うのね……。ケースケ、変じゃないかしら？」


    　不安そうに訊ねるアリッサは――傘さん陽よう学園の制服を身につけていたのだ。
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    　九月一日、木曜日。長い夏休みが終わり、再び学園生活が開始される日。


    　一時間目を丸々使った朝礼を終えて教室へ戻る途中の僕は、重い溜ため息いきを吐ついた。その理由は学園長の長い話にうんざりしたためだけではなく、あと二つある。


    　一つは未み由ゆの姿が見えないこと。九月には戻るという話だったはずだが、どうも今日は休みのようだ。学園に来れば会えると思っていただけに心配が募つのる。


    　そして二つ目はこれから起こる出来事についてだった――。


    「おい遠とお見み、里帰りはどうだったんだ？　当然お土産みやげはあるんだろうな？」


    　刻々と〝その時〟が近づいてくることに胃の痛みを感じていると、背中から声を掛けられる。


    「山やま崎ざきか……田舎いなかには帰ってよかったよ。お土産もある。近いうちに寮部屋へ持ってくさ。帰ってきてから忙しくて渡しに行く暇ひまがなかったんだ」


    　僕は眼め鏡がねを掛けた細身の悪友、山崎勉つとむに答えた。


    　そう、他のことをしている時間など皆無だった。昨夜は最後の詰めをしていて、おかげで今け朝さは遅刻しそうになってしまったほどだ。


    「何だ？　お前やけに疲れた顔してないか？」


    　すると今度は横から小太りの生徒――宮みや島じま通とおるに顔を覗のぞき込まれた。


    「昨日あんまり寝てないんだよ……。色々準備があったからな」


    　僕の答えに哀れな者を見る眼まな差ざしになった二人は声を揃そろえて言う。


    「「遠見、宿題はギリギリにやるもんじゃないぞ」」


    「……間違いなく昨日徹夜で片付けた山崎たちに言われたくないな。目の下、隈くまができてることに気付いてるか？　と言うか僕は里帰りしてる間に終わらせたさ。疲れたのは別の理由だけど……まあ、しばらくすれば分かるよ」


    　あくびをしながら返答する僕に二人は疑問の表情を浮かべるが、ちょうどそこで教室に到着した。僕はそれ以上の追及を逃れるために素早く自分の席へ向かう。教きよう壇だんの上には二時間目のロングホームルームのために担任の先生がもう立っていた。「早く席に着けー」という言葉に従って、山崎たちも自分の席へ座る。


    　クラスメイト全員が着席しても教室にはちらほらと空席が目立っていた。だがそのほとんどは五月の事件の際に転校した奴らのもので、実際に休みなのは窓際一番後ろ――未由の席だけだ。


    　それを確認した際に、二人の同級生と目が合う。一人は長い黒髪を掻かき上げながら、横目でこちらを睨にらんでいる冬ふゆ上がみ雪ゆき絵え。その目は未由が欠席している理由を僕に対して問いかけているようだった。


    　もう一人は下へ手たをすれば小学生に見えてしまうほど小こ柄がらな少女、朝あさノの宮みや陽ひ名な。彼女は僕がそちらを向くことが分かっていたように目を合わせ、にっこりと微ほほ笑えんで見せた。


    　冬上には友とも月づきのことは分からないと伝わるように首を振り、陽名ちゃんには小さく仕草で挨あい拶さつをしてから前に向き直る。


    　先生はお決まりの訓示を告げ、夏休みの反省を各自に求めた後、自分が担当する教科の宿題を回収し――そしてとうとう〝それ〟を切り出した。


    「えー、今日は皆に重大なお知らせがある」


    　教室にざわめきの波が走る。この時点で多くの者が同じ予感を抱いただろう。何な故ぜならそれはもう今年二度目の出来事だから。


    　少し待っているようにと先生は教室を出ていき、一人の少女を連れて戻ってきた。


    　先生が場を離れたことで大きくなっていた喧けん騒そうが、その瞬間さらに高まる。


    　現れたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。長い髪を黒いリボンで二つに括くくり、傘さん陽よう学園の制服を身に着けている。


    「えー、彼女はアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトさん。アメリカからの留学生だ。今日からこのクラスの一員になることになった。日本語は堪たん能のうだが、それでも不慣れな事は多いだろう。みんな、困っているのを見かけたら協力してあげるように」


    　先生は紹介と説明を終えると、アリッサへ挨あい拶さつするように促す。


    　そう――アリッサだ。学園生活という僕の日常とは交わることがないはずだったアリッサが、教きよう壇だんの上に立っている。僕にとってはとても現実感が薄い光景。


    　友とも月づき家の屋敷でアリッサを制服に着替えさせた後、香か織おりさんはアリッサが〝本当の〟留学生になったのだと言った。


    　九く棚だなさんはいつの間にか、建たて前まえでしかなかった留学生というアリッサの肩書きを現実にし、傘陽学園への転入準備まで進めていたらしい。本当はアリッサに事情を話した後、手続きを進めるつもりだったそうだが、急に街を離れなければならなくなったため仕方なく全てのお膳ぜん立だてを済ませたのだという。アリッサがアメリカ出身だというのも、九棚さんが用意した設定だ。


    　どうしてそこまでと思わなくもなかったが、香織さん曰いわく『友月家の屋敷にお迎えするならば当然のこと』らしい。


    　初めて会った頃、アリッサは学校の授業のことを、退屈で自分なら五分も我慢できないと言っていた。だからこの突然の申し出を迷惑がるだろうなと僕は思ったが……アリッサが見せたのは正反対の反応だった。


    『ほんと!?　あたし、ケースケと同じ学校に通えるの!?』


    　香織さんに聞き返すアリッサの顔は輝いていた。


    　どうしてあの時アリッサが喜んだのか、僕には分からない。


    　けれど昔なら厄やつ介かいごとが増えるだけだと嘆いたはずの僕も、何故か胸が躍っていた。


    　そしてその日から僕は泊まり込み、朝から晩までアリッサが学校生活を送れるよう手伝うことになった。


    　その成果は上々だ。あとはアリッサ次第。


    　僕はまるで自分が教きよう壇だんに立っているかのように緊張しながら、アリッサを見守る。


    「皆さん、はじめまして。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトです。趣味、特技は、歌と武術。暖かい地域で生まれたので、寒いのは少し苦手です。得意な教科は英語……って当たり前ですね」


    　アリッサがそう言っておどけると、温かな笑いが起こる。


    「この国で好きな歌手は珠す洲ず里りユヤ、料理は豚の生姜しようが焼きです。呼び方はアリッサで構わないので、気軽に話し掛けてください。よろしくお願いします！」


    　そう言ってペコリと頭を下げるアリッサ。


    　よし！


    　僕は机の下で拳こぶしを握り締め、密かにガッツポーズを取る。昨夜の練習通りの挨あい拶さつだ。遅くまで付き合った甲か斐いがあった。


    　見渡せばクラスメイトはアリッサへ好意的な視線を向けている。ただ、アリッサを知っている山やま崎ざきや宮みや島じまは口をあんぐりと開き、冬ふゆ上がみも驚きを顔に表わしていたが……。


    　まあこれで最初の印象は大分良くなっただろう。安あん堵どの息を吐くが、顔を上げたアリッサの視線が真っ直ぐ僕を捉えた瞬間、嫌な予感が走る。


    「えー、それではアリッサさんの席は――」


    　たっ！　ててててて――。


    　先生の言葉を無視し、教壇から飛び下りて僕の方へ駆け寄ってくるアリッサ。


    「ねえねえケースケ！　どうだった？　あたし上う手まくできたわよね！」


    「って台無しだろうがっ!?」


    　ぐいっと顔を寄せてくるアリッサの額ひたいに、僕はチョップでカウンターを入れる。


    「きゃぅ!?　ちょっと何するのよケースケ！　痛いじゃない！」


    　僕は立ち上がり、仰のけ反ぞるアリッサの肩を掴つかむ。


    「昨日費ついやした睡眠時間を返せよ！　アリッサは何でいつも――」


    　そこまで勢いで言葉を紡つむいでから、僕は周囲の視線に気付く。皆、驚きと呆あきれが混じった目で僕らを見ていた。


    「ああ……また遠とお見みか」


    　誰かがボソッと呟つぶやくと、何な故ぜか皆納得したように溜ため息いきを吐ついて視線を外した。


    「ほう、アリッサさんは遠見と面識があるようだね。では少し席順を変えて、遠見の隣となりに座ってもらおう。遠見、きちんと面倒を見てあげるんだぞ？」


    　制止した空気の中、担任のマイペースな声が響く。


    　僕は影が薄いと評判のこの担任が実は大物ではないのかと、その時初めて思ったのだった。


    



    　ロングホームルームが終わった後は、二時間使っての大おお掃そう除じ。そして九月初日の授業は午前中で終了となる。だがアリッサが購買でパンを買って食べたいとごねたので、僕は山やま崎ざき、宮みや島じま、冬ふゆ上がみ、陽ひ名なちゃんと共に中庭で昼食を摂とっていた。近くの渡り廊ろう下かを通り過ぎる生徒たちが、金髪のアリッサを物珍しげに眺ながめている。


    「まさかアリッサさんが、うちのクラスに来るなんて思ってなかったぜ。遠とお見み、知ってたんならもっと早く教えろよな！」


    　そう山崎に肘ひじで小突かれた僕は肩を竦すくめる。


    「僕も知ったのはついこの間だ。それからずっとアリッサの転入準備を手伝ってたから、言う暇ひまなんてなかったんだよ」


    　僕の答えに今度は冬上が視線を向けてきた。


    「遠見くん、これも友とも月づきさんの差し金なのかしら？」


    「いや……九く棚だなさんの計らいだよ。あの屋敷に住むことになったから、色々と考えてくれたんだってさ」


    「ふーん、どんな裏技を使ったのかしらね。全く、あの家の方がよっぽど魔術師だわ」


    　呆あきれたように呟つぶやいた冬上の言葉に、深い事情を知らない宮島が疑問を浮かべる。


    「裏技？　魔術師？」


    「あ、別にただの喩たとえよ。同じクラスに転入するなんて魔法みたいねって話」


    　冬上は少しバツの悪そうな顔して言い訳した。何度か魔術を巡る事件の渦か中ちゆうにいた冬上はだいたいの事情を知っている。国籍もないはずのアリッサがどうして転入してこられたのか不思議に思ったのだろう。


    「いえ、あのクラスは他より人数が少ないですし、そこまですごい偶然ではないと思うです。わたくしがこうして皆さんと昼食を囲んでいるのも、それが理由ですから」


    　陽名ちゃんのフォローに「確かにそうだなー」と頷うなずく宮島。


    「それにしてもアリッサさん――楽しそうですね」


    　僕らは陽名ちゃんの言葉で、ずっと夢中でパンを食べているアリッサを見る。陽名ちゃんが言う通り、アリッサの顔はとても満足そうな笑顔だった。


    「そんなにパンが美お味いしいのか？」


    　僕が訊ねると、アリッサは食事を止めて僕を不思議そうに見る。


    「え、別に？　このカレーパンっていうのはちょっと微妙ね。あたし、辛からいものあまり好きじゃないのよ」


    「いや、でも旨うまそうに食べてただろ？」


    「それはこうやってケースケたちと学園で食事しているっていうのが嬉うれしいからよ。あたしずっと、この場所では〝外側〟にいるしかないんだって思ってたから。あと、すごくいいこともあったしね」


    「いいこと？」


    「ケースケの隣となりの席になれたじゃない。ケースケは嬉うれしくないの？」


    「え……あ――」


    　その問いかけは想定外で僕は言葉に詰まる。


    　だが何と返事すればいいか迷っている僕の足に、突然するどい痛みが走った。


    「っ!?」


    　痛みの発生点である左太ももに目をやると、そこには笑顔で僕を見上げる陽ひ名なちゃんの顔。


    「――啓けい介すけさん。しばらく見ない間に、アリッサさんがずいぶん可か愛わいくなりましたですね？　夏休みに何があったのか、とても気になるです」


    「べ、別に何も……」


    　僕は痛みを顔に出さないようにしながら答える。アリッサや未み由ゆと一緒に里帰りしたことは、少なくとも山やま崎ざきたちは知らないはずだ。ここで不用意に答えることはできない。


    「……仕方ありません。今はそういうことにしておいてあげますです。ただし今度じっくりとお土産みやげ話ばなしを聞かせてくださいね？」


    　陽名ちゃんは表情を一切変えないままそう言うと、ようやく太ももを抓つねるのをやめてくれた。だがホッとしたのも束つかの間ま、次は冬ふゆ上がみが僕を射るように見る。


    「遠とお見みくん、じゃあ友とも月づきさんの方はどうなのかしら？　今日は休みのようだけど、アリッサさんと屋敷にいたのなら何か聞いていないの？」


    　たぶん朝のアイコンタクトによる返事では納得していなかったのだろう。冬上はどこか僕を責めるような口調で問いかけてきた。


    「いや、本当に知らないんだって。こっちに帰ってきてから屋敷の人に居所は調べてもらってるんだ。でも九月には戻るってことしか分からなかった」


    「九月には、か……。来週はもうテスト一週間前だから、さすがに何日も休んだりはしないだろうけど――気に入らないわね」


    「え？」


    「遠見くんはおかしいと思わなかったの？　アリッサさんを学園に容た易やすく転入させたあの家の人たちが、友月さんに連絡の一つも取れないなんてこと……あるのかしらね」


    　僕の頭に香か織おりさんの顔が浮かぶ。


    「僕が騙だまされてるって言いたいのか？」


    「別にそこまで断言はしないわ。ただ私はそう思っただけ。そしてこの程度の疑問も抱いだかなかった遠見くんに呆あきれてるだけよ」


    　その言葉に心臓が大きく跳ねる。


    『――とても大切なものをいつか見逃す』


    　頭を過よぎる八や朔さく則のり秋あきの声。


    　まさか僕はもう見逃したのか？　そして何かが手遅れに……。


    「まあ、アリッサさんのことで頭が一杯だったのよね。私としてはわざわざ友とも月づきさんを心配する義理なんてないから、別に構わないんだけど」


    　そんなつもりはなかった。アリッサに学校生活について教えている間も、未み由ゆのことは気にしていた。けれど――それ以上のことはしなかった。


    　一瞬ひどい焦あせりが迫せり上がってきたが、僕はそれを飲み込む。


    　僕には香か織おりさんが嘘うそを吐ついているようには見えなかった。未由とは連絡が取れなかったが、九月に戻ってくるとは言われたのだ。こうして待つのが最善だったはず。


    「やっぱり――今日もう一度きちんと聞きにいってみる」


    　だが僕の口からは自信のない返事が漏れた。


    「そ、ならよろしくね」


    　頷うなずく冬ふゆ上がみ。つまり報告はしろということだろう。


    「何だよ、やっぱり心配してるんじゃないか」


    　苦笑いする僕に冬上は心外だというように首を横に振る。


    「違うわよ。あたしはただ、友月さんに本気なだけ」


    　――本気。


    　僕は自分の心が揺れるのを感じた。


    　冬上は本気で――一番に未由のことを考えている。だからこそ僕に見えないものが見えていた。それに気づいてしまった。


    「どうしたの、ケースケ？」


    　呆ぼう然ぜんとしていた僕を横からアリッサが覗のぞき込んでくる。


    「いや、何でもない」


    　僕は慌あわてて笑顔を作って答えた。


    　大丈夫だ。まだ大きな失敗をしたわけじゃない。


    　今度は見逃さないように気をつければいい。〝選んでいない〟僕にはそれができるはず。


    　そうすれば何も手放さずに済むはずだと、僕は心の中で言い聞かせていた。


    



    「なあ、みんな。今日はアリッサさんの歓迎会も兼ねて遊びにいかないか？」


    　食事を終え、揃そろって下校する僕ら。しかし校門が近づいてきたとき、山やま崎ざきがそんなことを言い出した。


    「そうだなー……」


    　僕は考えながら、パンの袋についていたシールを指で弄もてあそんでいたアリッサへ目を向ける。


    「あ……ごめん。すごく嬉うれしいんだけど、今日は用事があるの。ね、ケースケ？」


    　けれど僕の視線を受け止めたアリッサは、山やま崎ざきの提案を断った。


    　用事？


    　正直僕は事前に何も聞いていなかったが、アリッサの視線に促されてとりあえず頷うなずいておく。


    「わ、忘れてた。ちょっとアリッサと行く場所があるんだった」


    　それを聞いて山崎は肩を落とす。


    「そっかー。まあ今日は友とも月づきも休みだしな。別の日にしとくか」


    「うん、誘ってくれてありがと。また皆で行きましょ」


    　申し訳なさそうにするアリッサだったが、ふと前を向いた時「あっ」と声を上げる。


    「きゃあっー！　ユイちゃん！」


    　僕が何事かと確かめる前に、今度は冬ふゆ上がみの歓声が響いた。見れば校門の傍そばに黒い子犬の姿がある。その瞬間アリッサは冬上に警戒の眼まな差ざしを向け、ダッと地面を蹴けった。


    「しまった!?」


    　冬上が慌あわてて後を追うが、先行したアリッサは素早く由ゆ衣いを抱き上げる。


    「ふふふ、もうユキエにユイは渡さないわよ！」


    　ぎゅっと腕に由衣を抱え込みながら勝ち誇るアリッサ。


    「ケチね……いいじゃないの、少しぐらい抱かせてくれたって」


    「だーめ！　それじゃケースケ、ぼやぼやしてるとユキエに狙われるから早く行くわよ！　ヒナと、あと……名前なんだったけ？　まあいいわ、バイバイ！」


    　そう言って、校門を右に曲がって走り去って行くアリッサ。


    「おい待てって！　あ、じゃあまた明日な！」


    　僕は皆に別れを告げてアリッサを追いかける。


    「はいです、また明日ー」


    「俺たち、名前覚えられてなかったのか……」


    　背中越しに陽ひ名なちゃんと山崎たちの声を聞きながら、僕は振り返らずに手を振った。


    　十メートルほど先を短いスカートを危なっかしくヒラヒラさせて駆けるアリッサは、ちらりと僕を振り返り、少しだけスピードを緩ゆるめてくれた。


    



    
      ４

    


    



    　時刻は午後一時過ぎ、太陽がまだ真上から照りつける中を僕とアリッサは歩く。


    　学園の前を流れる川沿いの道は車の通りがほとんどなく、熱されたアスファルトに足を降ろす度、乾いた靴くつ音おとがやけに高く響いた。


    「――たぶんユイは寂しかったのよね？　今日は一人で留守番だったから」


    　僕を先導し、川の下流――男子寮がある方向へ進むアリッサが、腕の中にいる由ゆ衣いへ問いかける。


    「くぅ～ん……」


    　情けなさそうな様子で尻尾しつぽを垂れる由衣。


    「そう言えば、これまで僕が学校に行っている間はずっとアリッサが一緒だったからな……」


    　僕は手を伸ばして由衣の頭を撫なでながら呟つぶやく。


    　今け朝さは遅刻寸前だったこともあり、いつもの調子で残してきてしまった。自律型魔術である由衣は基本的に食事を必要としないが、心の方は人間と変わらない。遠とお見み由衣という僕の妹のまま。一人が寂しいのは当たり前。


    　――これもたぶん、僕が見逃してしまったことの一つ。


    「ユイもあたしみたいに学校へ通えればいいのに……」


    　アリッサはそう言うが、たとえ九く棚だなさんでもそれは不可能に近いだろう。


    　由衣は既に死んだとされた人間であり、獣耳と尻尾を隠すことも難しい。それに長く社会の中で過ごせば、年を取らないことがバレてしまう。


    　せめて事情を知る人間に預かってもらえれば由衣も退屈しないだろうが、その唯一の候補であるウルトさんはまだ行方ゆくえ不明のままだ。


    「事情を話すわけにはいかないけど、今は香か織おりさんに頼むしかないかもな」


    「えー、あたし、カオリ苦手なのよね。いきなりブツブツと独ひとり言ごとを呟きだしたりして怖いわ。まあ悪い人じゃない気がするけど……ユイと二人きりにして大丈夫かしら？」


    　僕は何度か見た香織さんの暗黒面を思い出す。


    「う……確かに不安だな。まあ他に何も手がなかったらにしよう。それでアリッサ、お前いったいどこに向かってるんだ？」


    　つい先ほど男子寮の前を通り過ぎ、自然公園へ向かう道からも外れたアリッサに訊ねる。


    「え、ここまで来たら分からない？」


    　アリッサが意外そうな顔で問い返してきたので、僕は自分の記憶を探る。つまり僕が行ったことがある場所なのだろう。あ、そういえば……。


    「――教会か」


    　一度しか訪れたことはないのですぐに思い出せなかったが、この道は児童養護施設を兼ねた教会へと続くものだ。


    　鈴りんという盲もう目もくの少女と、大おお戸ど都みやこさんというシスターに出会った場所。そこでアリッサは珠す洲ず里りユヤの歌を披ひ露ろうしたのだ。


    「当たり。あたし、絶対また来るって約束したのよ。でもしばらく街を離れていたし、帰ってきてからも時間がなかったから……。今日は何を差し置いても行こうって決めてたの」


    「そっか……」


    　正直すっかり忘れていた僕は、微妙に気まずい思いをしながら頷うなずく。


    　そういうことなら付き合うのも悪くないな……。


    　うろ覚えの僕とは違い、完かん璧ぺきに道を覚えているらしきアリッサの一歩後ろをついて行く。


    　九月に入ったばかりの日差しはまだ真夏のものと大差なく、僕は額ひたいに浮いた汗を手の甲で拭ぬぐった。しばらく歩くと長い鉄てつ柵さくに囲われた施設の前に出る。柵の向こうには木々が植えられ、その向こうには高い鐘しよう楼ろうのある教会と、学校の校舎に似た棟とうが見えた。


    「ケースケ、オルガンの音が聞こえるわ」


    　アリッサが教会の方を指差して告げる。耳を澄ますと風に乗ってかすかに音楽が僕の耳にも流れ込んできた。


    　僕らはその曲に導かれるようにして開け放たれていた施設の門を通り、礼拝堂の前に立つ。


    「この曲……聴いたことないのに何となく歌詞が浮かぶから、たぶんユヤの歌ね」


    　人間は普通、己の記憶以外を持つはずがない。だがアリッサは別。かつて《群れクラウド》の手により世界の守護者《代界存在ロウラー》の因子を持つ者が殺され、器であるアリッサの元へ魂たましいが集つどった。ユヤも犠ぎ牲せいになった一人。だからふとしたきっかけで、アリッサの中で眠っているユヤの魂の欠片かけらが呼び起こされることがある。


    「弾いているのってあの子かしら」


    　アリッサはそう呟つぶやくと、ギイッと扉を開く。


    　その途端、演奏が停まった。オルガンの前に座っているのは小学校低学年ぐらいの小さな女の子。彼女は鍵けん盤ばんから指を離すと、こちらを向く。だがその目が僕らの姿を映していないことを僕は知っていた。


    「だれ？」


    　女の子が僕らに問いかける。


    「久しぶりね、リン！　少し遅れちゃったけど、約束通り来たわよ！」


    　アリッサが大きな声で答えると、無表情だった女の子――鈴りんちゃんの顔に喜びが浮かんだ。


    「その声――アリッサさん!?　わたし、ずっと待ってたんだよ！」


    「あ、そのままでいいわ！　待たせた分、今日はリンのリクエスト何でも歌っちゃうから」


    　オルガンの隣となりに立て掛けられていた白い杖つえを取り、席を立とうとする鈴ちゃんをアリッサは止める。鈴ちゃんの元へ駆け寄っていくアリッサに続いて僕も教会へ足を踏み入れた。すると、見えてはいないはずなのに鈴ちゃんが僕の方を真っ直ぐに向く。


    「もう一人、だれかいるの？」


    「ああ、それはケースケよ。この前も一緒に来てたでしょ？　ほらケースケ、きちんと挨あい拶さつしなさい」


    　どことなく咲さきねえを真似たような口調のアリッサに急かされて僕は口を開く。


    「鈴ちゃん、こんにちは。それにしてもよく分かったな」


    「足音が聞こえたから……。えと、この前は――ゆいちゃんだっけ？　……も一緒だったよね？　今日はいないの？」


    「ワン！」


    　鈴りんちゃんの問いかけにアリッサに抱かれた由ゆ衣いが吠えて答える。


    「きゃっ!?　い、犬？」


    　突然の鳴き声に身を竦すくめる鈴ちゃん。


    「あ、リン。驚かせちゃったかしら？　今あたしが抱いているのよ。絶対に噛かんだりなんかはしないから、心配しなくていいわ」


    　アリッサの説明に鈴ちゃんは安心したように胸を撫なで下ろした。


    「よかった……」


    「ねえリン、今日は他に誰もいないの？　シスターのミヤコとか、他の子供たちとか、前はたくさんいたのに」


    「この前は、お休みの日だったから……。今日はほとんど学校だよ。シスターは残ってる子に、お勉強教えてる」


    　それを聞いてアリッサは感心した顔をする。


    「勉強？　へえー広いと思ったけど、学校もやってたのね」


    「ううん、そうじゃないよ。この施設、いろんな人がいて……どうしても学校に行きたくない子もいるから……シスターが先生の代わりをしてるの。わたしも、そうなんだ。でもいっしょの授業じゃ分からないこと多いから、わたしはいつも夜からシスターとお勉強。だからお昼はここでオルガン弾いてるの」


    「ずっと一人で？」


    　アリッサは薄暗く静かな礼拝堂の中を見回して訊ねた。


    「たまにシスター来てくれるけど、ほとんど一人だよ。オルガン弾いてると、時間があっという間にすぎちゃって、いつのまにか夕方なの」


    　当たり前のことのように頷うなずく鈴を見て、アリッサは何やら考え込む。


    「――リン、もし昼間、誰かがここへ居座っていたら迷惑かしら？」


    「どうして？　そんなことないよ。わたし、演奏を聞いてもらうのも、おしゃべりするのも好きだもん」


    　その返事を聞いたアリッサは僕に目配せをした。


    　ん？　なんだ？


    　僕がいまいち意図を汲み取れずにいると、アリッサはじれったそうに今度は由衣を目線で指し示す。


    　由衣……？　あ――！


    　アリッサがどこに話を持っていきたいのかを、僕はようやく悟る。そういえばついさっき〝そのこと〟について相談したばかりだった。僕はどう訊いたものか考えながら口を開く。


    「……あのさ、鈴りんちゃん」


    「うん、何？」


    「さっき言ってた僕の妹の由ゆ衣いについてなんだけど、この前会ったときどう思った？」


    　言葉を選びながら、問いかける僕。


    　突然話題が変わり鈴ちゃんは少し戸惑ったようだが、真剣な顔で考えてくれた後、こう答えた。


    「すごく……優しい子って気がしたよ。わたし、声を聞いたら、だいたい分かるの」


    「そうか、だったらもし今度由衣が来たら、友達になれそうか？」


    　僕らが学園に行っている間、由衣はここで過ごせるかもしれないと期待して僕は訊ねた。


    「それは分かんない……。でもわたしは、お友達になりたいな」


    　それを聞いて、僕はアリッサに抱かれた狼姿の由衣へ視線を向ける。


    「――だってさ」


    「ウォン……」


    　少しばかり尖とがった視線で僕を睨にらみながら、由衣は吠えた。


    　出すぎた真似だったかもしれない。でも鈴ちゃんの気持ちを知ることはできた。


    　これからどうするかは、由衣に任せよう。


    「鈴ちゃん、ありがとな」


    　礼を言う僕に、鈴ちゃんはきょとんとした顔を見せた。


    「あたしからも、ありがとね、リン。それじゃあお礼も兼ねて、そろそろ歌いましょうか。リン、オルガンを弾いてくれる？　たぶんユヤの曲なら、あたし何でも大丈夫よ」


    　アリッサは鈴ちゃんに近づいてその頭にポンと手を置き、告げる。鈴ちゃんはまだ何な故ぜお礼を言われるのか分からない様子だったが、アリッサが歌うと聞いて顔を輝かせた。


    「ほんと!?　じゃあ――あ、ちょっと待って」


    　鍵けん盤ばんに向き直ってすぐに弾き始めようとした鈴ちゃんは、何かを思い出した様子で指を止める。


    「どうしたの？」


    　アリッサが訊ねると、鈴ちゃんはおずおずとこう切り出した。


    「えっとね……もしできるなら、呼んできてほしい人がいるの」


    「誰？」


    「あの……ツグミさんって人。ついこの前、外国から帰ってきた院長さんが連れてきたんだ。中学生みたいなんだけど、ずっと学校に行かないで一人なの。だからその子にもアリッサさんの歌、聞かせたいんだけど……」


    　躊躇ためらいがちに自分の望みを告げる鈴ちゃん。もちろん断る理由など僕らにはなかった。


    「分かったわ、じゃあ連れてきてあげる。どこにいるの？」


    　アリッサが問うと鈴りんちゃんは自分の頭上を指差す。


    「この上にある鐘しよう楼ろうへいつも昇っていって、夜まで下りてこないの。今もたぶんいると思う」


    「鐘楼か……」


    　僕は呟つぶやく。鐘を鳴らすための小さな尖せん塔とうだ。外からも見えていた。


    　アリッサと僕は由ゆ衣いを鈴ちゃんの傍そばに残し、礼拝堂の奥にある扉を開けて中に入る。見た限り他に扉はなかったので、ここから鐘楼へ昇れるはずだ。部屋は物置のようになっていて、よく分からない箱や壊れた椅い子すなどが乱雑に置かれていた。辛かろうじて通り道は確保されているようで、荷物の隙すき間まを進んでいくと上へ続く階段に辿たどり着く。二階は窓がないのか、やけに暗い。


    　足元に気をつけて昇ってみると、そこは部屋とも呼べない円柱状の狭い空間で、上階へ続く階段もない。代わりにやたら天井が高く、壁に梯子はしごが用意されていた。この形状から見て、ここは鐘楼の真下と見ていいだろう。つまり梯子を昇っていけということだ。


    「……ケースケ、先に昇りなさい」


    「何でだよ？」


    　いきなり命令してきたアリッサに僕は問い返す。


    「決まってるでしょ！　あたし今、こんなに短いスカート穿はいてるのよ。先に昇ったら見えちゃうじゃないの！」


    　制服のスカートをヒラヒラと摘つまんでみせるアリッサ。


    「そ、そうだな……まあこの分だと上も狭そうだし、アリッサはここで待っててくれ」


    　聞き返した僕が馬鹿だったと赤面しながら、梯子に手をかける。梯子は鉄製だが少し錆さびていて、足を掛けるとわずかに軋きしみ、肝きもが冷える。恐る恐る体重を掛け、壊れる様子がないことを確認すると僕は昇りだした。


    　下からだと薄暗くて分からなかったが、梯子を昇っていくと天井に上げ戸が取り付けられているのが見えた。あそこから外へ出るのだろう。


    　僕は戸に手が届く場所まで来ると右手を伸ばして、押し上げる。


    　ぎぃっと思ったより重かった戸を開くと風と光が顔に当たり、僕は目を細めた。


    「よっと……」


    　そして暗い穴から這はい出た僕は、狭い鐘楼に立つ修道服姿の女の子を見つける。背中を向けていて顔は分からない。


    　円錐形の屋根と金色の大きな鐘の下、風に吹かれながら景色を眺ながめている少女に僕は声を掛ける。


    「ツグミ……ちゃん、かな？」


    　僕の声に少女はゆっくりと振り向く。次第に明るい場所に目が慣れてきたことで、僕は少女の髪が白いことに気がついた。


    「…………」


    　僕を無表情で見つめる少女。その肌は褐色で、瞳ひとみは赤茶色。ツグミという名前で先入観を持っていたが、日本人ではないのかもしれない。そういえば鈴りんちゃんが「外国から帰ってきた院長が連れてきた」と言っていた。


    　いくら待っても少女は返事をしなかったが、この場所にいるのだ、人違いではないだろう。そう僕は判断し、ここに来た用件を切り出す。


    「えっとさ、今から礼拝堂でちょっとしたコンサートをやるんだ。よかったら聴きにこないか？」


    「…………」


    　しかし少女は何も答えない。無言の圧力が苦しくて、僕は言い訳するように口を開いた。


    「じ、実は鈴ちゃんからのお誘いなんだよ。鈴ちゃんっていうのはたぶん分かると思うけど、この下でいつもオルガンを弾いてる子だ。ここからでも少しは聞こえてるだろ？」


    「…………」


    　僕は何か反応を返してくれるのを辛しん抱ぼう強く待つ。だが少女は感情が読めない瞳で真っ直ぐに見つめてくるだけ。もしかしたら言葉が通じないのかもしれないと思い始めた頃、少女の口から小さく言葉が漏れた。


    「――行きません」
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    　思わず聞き逃のがすところだったが、それは間違いなく僕の言葉への返事だった。


    　どうやら断られてしまったようだが、むしろ口を開いてくれたことにホッとする。


    「そ、そっか……残念だな。今日は鈴りんちゃんのオルガンに合わせてアリッサ――僕の友達が歌うんだけど、そういうの嫌いか？」


    「…………」


    　僕はもう少し粘ねばってみようとするが、少女は再び口を噤つぐんでしまった。けれど、さっきはちゃんと答えてくれたんだと思い、大人しく待つことにする。


    「……………………………………………普通です。でも、行きません」


    　少なくとも一分以上は経過した後に、ぼそりと答える少女。さすがにこれ以上食い下がっても仕方ないだろう。僕はそう判断して、引き下がることにした。


    「――分かった。じゃあ残念だけど戻るよ。でも歌が嫌いじゃないなら、扉を開けておいてもいいか？　そうすればここにいても大きく聞こえるだろうからさ」


    「…………」


    　三度目ともなれば慣れたもので、僕は少女の目を見て返事を待つ。すると無表情だった少女の顔に、初めて呆あきれの色が混ざった。


    「――好きにしてください」


    　少女はそう言うと視線を逸そらして背中を向けてしまう。


    　なら、好きにしよう。


    　僕は言葉どおり、扉を開けたままにして梯子はしごを下った。


    　待っていたアリッサに結果を報告すると何やってるんだと怒られたが、アリッサが行っても同じだと諭さとし、鈴ちゃんの元へ戻る。


    「ごめん鈴ちゃん、無理だったよ」


    「まったく、ケースケが何か変なことを言って怒らせたんじゃないの？」


    　謝る僕に横からアリッサが文句を言うが、鈴ちゃんは首を横に振った。


    「あ、ちがうよ。けーすけさんは悪くないよ。わたしも……たぶん断られるだろうって思ってたの。でもツグミさん、いつも無口だけど、けーすけさんにはちゃんと返事してくれたんだね！　それだけでもすごいよ」


    「ん？　あの子、そんなに喋しやべらないのか？」


    「うん……。だからみんな、怖がって近づかないんだ……」


    　怖い……その理由はあの無言の圧力と、少女の容姿にもあるだろう。


    　白い髪と褐色の肌を思い出す。人は自分と違うものを恐れて排はい斥せきしようとするものだ。僕はそれをよく知っている。


    「せめてもう少し愛想が良かったら、違うんだろうけどな……」


    　コミュニケーションを取って分かり合えば、未知への恐怖もいずれ消える。けれどさっき見たツグミちゃんの様子では、それは難しいだろう。


    「だからあの、けーすけさん。よかったら、ツグミさんにたまに会いにきて！　わたしがゆいちゃんと友達になりたいって思ってたみたいに、ツグミさんもけーすけさんと仲良くしたいって思ったから、喋しやべったんだと思うんだ」


    「うーん……」


    　正直、その意見は的外れのような気がしたが、鈴りんちゃんの真しん摯しな眼まな差ざしに負けて頷うなずく。


    「――分かったよ。まあ学校帰りとか、時間のあるときはここへ寄り道してみる」


    　それに僕がよく通うようになれば、由ゆ衣いも来やすくなるだろう。


    「やった！　ありがとう！」


    　まるで自分のことのように喜ぶ鈴ちゃん。


    　ツグミちゃんはこんなにも想われていることを知っているのだろうか。僕がまた彼女へ会いにいくのなら、まずそのことを伝えるべきだ。


    　僕は鈴ちゃんの笑顔を見ながらそう思うのだった。


    



    　礼拝堂のステンドグラスから差し込む虹色の彩光を浴びながら、アリッサが歌う。


    　鈴ちゃんが奏でるオルガンの調べは歌と綺き麗れいに重なり合い、教会の空気を震わせた。


    　僕は二列に並んだ長なが椅い子すの最前列に座り、彼女たちのコンサートに耳を傾ける。子狼姿の由衣は僕の隣となりで丸くなり、耳だけをぴょこんと立てて音楽を聴いていた。


    　そうやってしばらく音だけが支配する時間が続く。礼拝堂奥の扉は開けておいた。ツグミちゃんへ、歌がしっかり届くように。


    　そしてもう何曲目かも分からなくなった頃、鈴ちゃんは鍵けん盤ばんを叩くのを止やめた。アリッサもそれに合わせて口を閉じる。


    　――パチパチパチ。


    　僕は拍手をしていた。それが当たり前のように思えたから。言葉で上う手まかったとか、よかったとか褒ほめるのでは足りないし、届かない気がした。


    　アリッサも僕の目を見つめて笑顔だけで応える。


    　――パチパチパチ。


    　だが僕はふと違和感を覚えて、拍手を止めた。


    　――パチパチパチ。


    　それでも拍手は鳴っていた。礼拝堂の入り口の方からだ。見ると観かん音のん開きの扉に少し隙すき間まができていて、そこから光が差し込んでいた。


    「誰？」


    　アリッサが呼びかけると扉が軋きしみながら開かれ、何者かが入ってくる。


    「……すまない、思わず入り口の前で聞き惚ほれてしまっていた。オレがこれまで聞いたどんな聖歌よりも、透明で清らかな歌だったんでね」


    　張りのある声と高い靴くつ音おとを響かせて現れたのは、金髪に青い瞳ひとみの少年。年は僕とそう変わらないように見え、縁取りが入った少し立派な修道服を纏まとっている。施設の関係者だろうか。


    「その声、院長さんだよね。こんにちは！」


    　だが僕の疑問は鈴りんちゃんの声で解ける。


    　この人が最近外国から戻ってきたという院長？


    　僕はその若さに戸惑う。どう見ても二十代ですらない。


    「こんにちは、鈴。キミも澄んだ音色を奏でていた。とてもよかったよ」


    「ありがとう！　あ、院長さん、この人たちは前に話したアリッサさんとけーすけさんだよ」


    「そうか、キミらが……。オレは一応ここの院長という立場にいるエノク＝ケテルだ。よろしく」


    　エノクと名乗った少年は挨あい拶さつをすると真っ直ぐにアリッサへ近づき、その手を取った。


    「歌も素晴らしかったが、キミはそれ以上に美しいな。どうだい？　オレの伴はん侶りよにならないか？」


    「――へ？　う、美しいって……」


    　突然のプロポーズに唖あ然ぜんとしながらも、頬ほおを赤くするアリッサ。それを見て、僕の胸中に苛いら立だちが生まれる。


    　――なに照れてるんだよ。


    　ほとんど衝動的に僕は二人の間へ割って入り、アリッサからエノクの手を振り払う。


    「おい、いきなり口く説どきだすとかどういうつもりだ。あんた、神父じゃないのか？」


    　するとエノクは露骨に迷惑そうな眼まな差ざしを僕へ向けて肩を竦すくめる。


    「啓けい介すけ……といったか？　オレは一応こんな服を着て、昔は神学校にも通っていたが、あいにく聖職者じゃないんだよ」


    「聖職者じゃない？　でもここの院長なんだろ？」


    「ああ、それは世界のあちこちで施設を運営していたオレの父が、一年ほど前に亡くなったからだ。オレは施設を相続しただけ。それからは掛け持ちの院長として世界中を飛び回っている。そういう訳で一か所にはそう長く留まることはなくて、運命の出会いは大切にしなきゃいけない。だからオレの邪魔をしないでくれ」


    　つまりこいつは好色エセ神父というわけか。


    　僕はそう判断すると、アリッサの腕を掴つかむ。もう用事は済んだんだ。ここに長居する理由はない。


    「帰るぞ、アリッサ。こんな軽薄そうなヤツの言うことは真に受けるな。あ、鈴ちゃんまた来るよ」


    「う、うん！　今日はありがとう！」


    　鈴りんちゃんの返事に手を振ると僕は由ゆ衣いも促して、礼拝堂を出ようとする。


    「ちょ、ちょっとケースケ、引っ張らないでよ！　あたしまだ――ああもう、リンまたね！」


    　腕を引っ張られながらアリッサは文句を言うが、僕が止まらないのを見て諦あきらめたように別れを告げた。


    「――軽薄とは心外だな。オレはいつでも本気だよ」


    　後ろからエノクの声も聞こえた気がしたが、無視して僕は施設を後にした。


    　それからしばらく無言の行進が続く。


    　僕はアリッサを送り届けるために未み由ゆの屋敷への道を辿たどっていた。


    「ケースケ……そろそろ腕が痛いんだけど」


    「――え？　あ、悪い」


    　僕はずっとアリッサの腕を握っていたことに気付き、慌あわてて離す。


    「もう、突然どうしたのよ？　早足で歩くからユイも遅れてるじゃない」


    　アリッサに指摘されて振り返ると狼姿の由衣は駆け足で僕についてきていた。


    「……ごめん」


    　返す言葉もなく、僕は謝る。また周りのことが見えなくなっていた。


    　ダメだな……いつの間にか熱くなって……。


    　けれど、どうしてもエノクの近くにアリッサを置いておきたくなかったのだ。


    　真正面からアリッサを口く説どいていたエノクを思い出すだけで、何な故ぜか胸がムカムカしてくる。


    「ねえケースケ、あたしって〝美しい〟の？」


    　そんなとき、アリッサがエノクとの会話を持ち出してきて一段と苛いら立だちが増す。


    「……言っただろ、あんな口説き文句を本気にするなって」


    「そっか……やっぱりそうよね……」


    　だがアリッサの声が思いのほか沈んでいて、僕は慌てる。


    「え、あ、いや、アリッサが美しいとかどうかについてじゃなくて、僕はあいつ――エノクの台詞せりふを信用するなって言ったんだよ」


    「だけど、それって結局あたしが美しくないってことじゃないの？」


    　首を傾かしげるアリッサの大きな瞳ひとみと整った顔立ちを見ながら、僕は首を横に振る。


    「そんなことない――アリッサは綺き麗れいだし可か愛わいい……」


    　口にしてから我われに返る。僕は何を言って――。


    　顔が熱くなっていくのを自覚する。そしてアリッサも頬ほおを赤くしていた。


    「ほ、ほんと!?　嘘うそ吐ついてないわよね？」


    　詰め寄ってくるアリッサだが、まさか同じ言葉を繰り返せるわけもなく、僕は「まあ……」と小さく頷うなずくだけに留める。


    　するとアリッサはさらに顔を赤くしたが、同時にふにゃっと笑顔になる。


    「そっかー、あたし、ケースケに可か愛わいいって思われてたんだ」


    「ちょ……止やめろよ、口に出すな！　さっきのは客観的に考えてというか――」


    「客観的でも何でもいいわよ。あたしはケースケが〝綺き麗れいで可愛い〟って思ってくれてるのが嬉うれしいんだから」


    「…………」


    　近頃、いつもこうだ。そんなに恥ずかしい台詞せりふを言われたら、何と返せばいいか分からなくなる。


    　これ以上ボロを出すまいと僕は黙るが、アリッサは屋敷に帰りつくまで、ずっと楽しそうに笑っていたのだった。
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    　アリッサが教会で歌っていたのは思っていた以上に長い時間だったようだ。僕らが友とも月づき家の屋敷に辿たどり着く頃には太陽が山の向こうへ隠れようとしており、赤い日差しが長い影を作り出していた。


    「ケースケ、門の前に誰かいるわよ」


    　角を曲がり、屋敷が見える場所まで来た時、アリッサが指を差す。


    「本当だ。あれは……間違いなく香か織おりさんだな」


    　カチューシャにフリルのついたメイド服。住宅街であんな服装の女性はそういない。香織さんは手に箒ほうきを持って、家の前を掃そう除じしているようだった。


    　冬ふゆ上がみに言われた言葉を思い出す。


    　騙だまされているとは思わないけど、もう一度未み由ゆについてきちんと訊かないと……。


    「ただいま、カオリ！」


    「ワン！」


    　アリッサと由ゆ衣いが小走りで近づき挨あい拶さつをする。


    「香織さん、こんにちは。お掃除ですか？」


    　僕も彼女たちに続いて話しかけた。


    「あら皆さん、おかえりなさいませ。実は未由様をお見送りに外へ出たら、落ち葉が多いのが気になったので、片付けているんですよ」


    「そうなんですか――って、え？　未由、帰ってきたんですか!?」


    　今まさにそのことを切り出そうとしていたせいで、理解が数秒遅れてしまった。


    　聞き間違えじゃないことを祈りながら詰め寄ると、香織さんは思い出したように手を叩く。


    「あ！　そうでした。すみません、啓けい介すけ様には真っ先にお伝えしなければいけないことだったのに……。実は未み由ゆ様は一時間ほど前に夫の運転する車でお戻りになったのです」


    「ほ、本当に？」


    「はい、夫の方はそのまますぐに出かけてしまいましたけど……まったく、ずっと家を守っていた私に『ごくろうだったね』の一言もなしです！　信じられません！」


    「えっと、あの、九く棚だなさんのことはいいんで、今は未由のことを……」


    　脱線しそうになる話を僕は慌あわてて元に戻す。


    「お、おほほ……申し訳ありません。未由様でしたら屋敷で少し休きゆう憩けいされて、つい先ほど女子寮へ向かわれましたよ」


    　ついさっきなら、まだ追いつけるかもしれない。


    「香か織おりさん、ありがとうございます。じゃあ僕はこれで」


    「ちょっとケースケ、どこ行くのよ！」


    　急いで踵きびすを返そうとした僕をアリッサが呼び止めた。


    「未由を追いかける」


    「帰ってきたのなら明日学校で会えるじゃない。そんなに急がなくても……。今日は一緒にこっちで晩御飯を食べましょうよ。あたしの入学祝いで香織が豪華なお料理を用意してくれるって言ってたの」


    　アリッサは僕の制服を少し摘つまむと、じっと見上げてくる。


    「――ごめん、できるだけ早く未由の様子を確かめたいんだ」


    　アリッサの請うような表情には抗あらがいがたいものを感じたが、僕は一歩進んで指から制服を引き抜く。


    「あ……」


    　その瞬間、アリッサは寂しそうな顔を見せた。


    　胸の奥に鋭い痛み。わずかな後悔。


    　だが積もりに積もった焦あせりが僕を駆り立てる。


    　何かを見逃しているかもしれないという焦しよう燥そう。既に何かが手遅れになっているかもしれないという恐怖。


    　ずっと連絡も取れず、会えなかった未由はそれらの象徴だった。


    　――僕はまだ、誰の手も離していないはず。


    　それを確かめたくて、居ても立ってもいられなかった。


    「由ゆ衣いは今日、アリッサが預かっていてくれ」


    　僕はそう言い残すと、アリッサへ背中を向けて走り出す。


    　この選択は間違っていないはずだ。未由の事情を知っているアリッサなら分かってくれるだろう。むしろ我わが儘ままを言っているのはアリッサの方――。


    　心の中で呟つぶやく僕だったが、渦うず巻まく感情は苦く、後味が悪い。


    　雑念を振り切るように僕は女子寮への道を全速力で走った。けれどそんなオーバーペースが長く続くはずもなく、僕は息を切らして暗い道の途中で立ち止まる。


    「はぁ……はぁ……はぁ……」


    　いつの間にか太陽は沈んでいたようだ。まだ山の際きわはわずかに赤いが、空には星が輝きだしている。


    　ここまで未み由ゆの姿はなかった。屋敷から女子寮までの道のりは二十分ほど。ルートも一本に絞しぼれるわけではない。もしかしたら追い越してしまっている可能性もある。


    　だけど最悪、未由より先に女子寮へ着けば、そこで会えるだろう。


    　門限間近の女子寮の前で張り込むのは気が進まなかったが、仕方ない。


    　ようやく息が整ってきたので、今度は速度を抑えて走り出す。


    　景色を見る余裕ができたので辺りを見回すと、そこは住宅と背の低いビルが多く立ち並んでいる区画のようだった。小さな工場もいくつかある。再開発が進んでいるのか、工事中の建物が目についた。


    　――ォォォォッ！


    　そんな時、犬の遠吠えに似た音がかすかに耳へ届く。


    「何だ？」


    　足を止めて周囲を見回す。住宅が少ないせいか人通りはなく、声の出所も分からない。


    　だが一瞬、視界の隅――建設途中のビルを覆おおうシート越しに、赤い輝きが揺れる。


    　中で作業をしている誰かが、少しだけ電気をつけたのかもしれない。けれど胸騒ぎがして、僕はそのビルへ近づく。


    「……ん？」


    　部外者が立ち入らないように設置されたフェンスが倒れている。中からは物音がせず、工事をしている様子はない。入り口付近のシートは引き裂かれたかのように破れていて、内側の闇を晒さらしていた。


    　その奥で、再び赤い光が瞬またたく。それを目にした途端、ビリッと右腕に痺しびれが走った。


    　僕は《魔狼フエンリル》を宿した右手を見つめる。それは由ゆ衣いが《魔狼フエンリル》を縛しばる鎖として具ぐ現げん化してから、久しく途絶えていた感覚。《魔狼フエンリル》が餌えさとなる魔術を求めるときに感じる脈動。


    「まさか――」


    　躊躇ためらいを捨て、僕はビルの中へ足を踏み入れる。


    　ウルトさんが行方ゆくえ不明の今、この街にいる魔術の使い手はアリッサの他に一人だけ……。しかも強く拘こう束そくされているはずの《魔狼フエンリル》が反応するほど、強い力を放っている。


    　まだ鉄骨が組まれただけのビルの中を進んでいく。赤い光はもう見えない。


    　ぴちゃっ。


    　水溜まりのようなものを踏んでしまう。いや――ここ最近、雨は降っていないはずだ。


    　僕は屈かがんで正体を確かめようとしたが、その時わずかに空気が動いたのを感じた。


    「――嘆きの炎剣ハラコースト」


    　小さな声が僕の耳に届く。右腕が大きく脈動し、全身に悪お寒かんが走った。


    「っ!?」


    《魔狼フエンリル》の餌えさを求める嗅きゆう覚かくに体を任せ、僕は振り向きながら右腕を伸ばす。視界に炎を纏まとった幅広の曲刀を振り下ろす少女の姿が入る。目と目が合い、少女の表情に驚きが浮かぶのを僕は見た。


    　本能が命じるままに翳かざした右手は剣の軌道を確実に捉えていたが、刃は手の平に触れる直前で止まる。


    「……啓けい介すけ、くん？」


    　僕の名を呼ぶ少女。そして僕も彼女の名前を知っていた。


    「未み由ゆ……」


    　炎の剣に照らされて浮かび上がるのは肩までの黒髪と白い肌。僕が探していた少女――友とも月づき未由。赤い着物を纏い、僕を漆しつ黒こくの瞳ひとみで見つめている。


    「――ごめんね。まだ、生き残りがいるかと思って……」


    　未由はそう呟つぶやくと、剣を引いた。


    「生き残り？　未由、いったいここで何を――」
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    　言葉の途中で僕は気付く。炎えん剣けんに照らされて、辺りの光景が浮かび上がっていた。


    　僕らの足元に広がるのは赤い……血溜まり。その上に転がる肉片――腕や胴体、頭。さらには黒焦げになった……何か。


    「未み由ゆが……やったのか？」


    「うん」


    　震える声で僕が問いかけると、事も無げに未由は頷うなずく。


    「――啓けい介すけくん、そんな顔しないで。あれは、人間じゃないから」


    　半ば放心していた僕に、未由が告げた。


    「え？」


    「最近よく、私の前に現れる怪物なの。まさかこんな街中で襲ってくるとは思わなくて、少し不意を突かれたな……」


    「あ……怪け我が、したのか？」


    　よく見れば未由の頬ほおに一筋の傷がある。


    「大丈夫だよ。これぐらいの傷」


    　未由は傷に指で触れると、血を拭ぬぐう。するとその下には傷口などなかった。


    　混血としての再生能力だ。奈な波なみでも何回か見た。


    「いったい、奈波から帰って何があったんだ？　それに怪物って……」


    　確かによく観察すれば黒焦げになっている物体には翼のようなものが生えていた。だがどうしてそんなものに襲われる羽目になっているのか……。


    「怪物の正体は、私にも分からないよ。でも、別に何かが起こったわけじゃないの。私は――〝起こして〟いる側」


    　薄く笑い、未由は言う。ひどい違和感。これは本当に未由なのか？　また誰かに操られているんじゃないか？


    「そうだ……痕こん跡せきは消しておかないと」


    　思い出したように呟つぶやくと、未由は血の海と怪物の死体に向かって炎剣を振るう。


    　炎に包まれ、嫌な匂においを残し焼失する血液と肉片。それを見ながらも未由の顔には何の感情も揺れてはいなかった。いくら人間ではないとしても、それは明らかに〝命〟であったはずのものなのに。


    「未由――もしかして血の衝動に呑のまれたんじゃないのか？　血なら僕がやる。だから……」


    「違うよ、啓介くん。満月にはあと一週間あるから、まだ平気。辛つらくなったら、ちゃんとお願いする。私は自分の意志で、やりたいことを……やるべきことをしているだけ」


    　未由の瞳ひとみには強い意志があった。血を欲して曇っている眼まな差ざしではない。


    「やるべき……こと？」


    「奈波での事件……裏で糸を引いていた、八や朔さく連れん大だいのことは、覚えてる？」


    「……ああ、もちろん」


    　未み由ゆの両親を事故で見せかけて亡き者にした奴だと、息子の八や朔さく則のり秋あきは言っていた。


    「私、彼を追っているの。けど厄やつ介かいなことに《群れクラウド》を頼って姿を隠してる。だからまず私は《群れクラウド》を消すことにしたんだ」


    「け、消すって……まさか一人で戦っていたのか？　どうして僕らに何も――」


    「啓けい介すけくんたちができることは、何もないよ。魔術はとても強力な武器になるけれど、組織を潰つぶすには足りない。必要なのはもっと大きな力。友とも月づき家にはそれがあるの」


    「そんな……相手は世界に跨またがる結社だろ？　いくら金や権力を持っていても通じるとは思えない。第一どうして友月家はそこまで動いてくれるんだよ？」


    「友月家は――ただの財ざい閥ばつじゃないの。千年を掛けて蓄えた力は《群れクラウド》にも劣らない。あと啓介くん、友月家が私のために動いてくれているんじゃないよ。私が、友月家を動かしてるの」


    「未由が？」


    　僕が問い返すと、何な故ぜか未由は首を横に振る。


    「未由じゃないよ」


    「え？」


    　僕は明らかに矛む盾じゆんする返答を聞いて戸惑った。


    「もう、その名前で呼ばなくていいよ。だってもうすぐ私は――」


    　赤い着物を纏まとった未由は背筋を伸ばし、炎の剣を携たずさえながら続ける。


    「友月家当主、友月未み永えいになるから」


    　とうしゅ？　みえい？


    　僕は……どの時点で見逃してしまったのだろう。いつ、間違ってしまったのだろう。


    　はっきりと〝自分の名前〟を否定した未由を前にして、僕は離したくないと思っていたものが、既に手から零こぼれ落ちていたことを悟る。


    　未由は呆ぼう然ぜんとする僕に少しだけ寂しげな笑みを向けると、炎の剣を虚空に返した。明かりが消え、ビルの中は再び闇に覆おおわれる。


    「それじゃ啓介くん、少し返り血を浴びちゃったから、私は屋敷に戻るよ。しばらく寮へは行かないことにする。もし寮でさっきの怪物に襲われたら相部屋の陽ひ名なさんに迷惑が掛かるもの」


    　僕の脇を通り過ぎ、工事中のビルから出て行こうとする未由。けれど僕は襲われるという言葉を聞いて我われに返る。


    「待ってくれ！　要するに怪物は《群れクラウド》の刺し客かくなんだろ？　またいつ襲われるか分からないなら僕も一緒に――」


    「来ないで！」


    　鋭い声で僕の言葉は遮さえぎられる。


    「私は一人で大丈夫。むしろ誰かが傍そばにいると、本気で力を使えなくて邪魔になるの。たとえ眠っているときでも、今の私は魔術で身を守れる。だから心配しないで。少なくてもあと二か月以内には、《群れクラウド》という組織はこの世から消えるから。そうしたら啓けい介すけくんやアリッサさんに危険が迫ることもなくなるよ。それまで……待っていて」


    　そう言い残し、月明かりの下へ消えていく赤い着物の後ろ姿。


    「――未み由ゆ!!」


    　我慢できずに僕は叫ぶ。


    　けれど――遠ざかって行く足音が止まることはなかった。
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    　最期に見たのは赤い炎。脳のう髄ずいにこびりつくのは体を貫き、切り裂く、熱さと痛み。


    　暗い建設中のビルで〝五度〟殺された私は、意識を本来の体へ戻す。


    　端末と《接続》を断つタイミングが遅かったせいで、フィードバックした痛みが全身に走った。


    「う……」


    　激痛に耐えながら私は目を開き、ベッドから体を起こす。またいつもの暗い室内だ。


    「――首尾はどうだ？」


    　そんな私に冷たい声が投げかけられる。顔を上げると窓際に立つ男――八や朔さく連れん大だいが私を見下ろしていた。


    「投入した五体の端末は全て死亡……。しかし奇襲により、友とも月づき未由へ一度だけ傷を負わせることには成功しました」


    　私の返事に八朔連大は眉まゆを動かす。


    「そうか……ようやく一太刀か。不意を突いてそれでは笑いものだ。しかし接触できたのなら最低限の目的は果たした。もちろん〝読めた〟な？」


    「はい。表層的にですが、十分な情報は得ました」


    　八朔連大は私が頷うなずくと満足そうに笑った。


    「ならば誰を狙うのか、もう分かるはずだ。使えそうなのは何人いる？」


    　私は読み取った情報を検索する。


    「八人……いえ、六人ほどです」


    「ふん、案外多いな。ならば上位二人に絞しぼれ」


    「分かりました」


    　八朔連大の指示を了りよう承しようして、私はベッドから立ち上がる。


    「事は慎重に運べ。私の目的は友月未由を殺すことではない。貴き様さまらがいくら怪物じみていても所しよ詮せん《鵺キメラ》の劣化品。力ではあの化け物に敵かなわぬのだから」


    　激励でありながらも蔑さげすみが込められた言葉を背中にぶつけられ、私は部屋を出た。


    　廊ろう下かを歩きながら頭の中で二人の標的を選抜する。


    　一人は少女。もう一人は少年。二人とも友とも月づき未み由ゆと同じ年頃。


    「…………」


    　片方の標的ターゲツトには見覚えがあった。ほんの少しだけ感情が揺れる。


    　だが役割を果たさなければ私は私でいられない。与えられた名を失ってしまう。


    　そうなれば私は誰でもなくなり、廃はい棄き物ぶつの一つとなる。


    　失敗は許されない。私情も、挟まない。


    　私は自己を証明する名前を守るため――ずっと戦ってきたのだから。
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    第二章　楼上の少女、月下の赤雪


    



    
      １

    


    



    　長い九月一日が明け、翌日の金曜日。僕は普段より三十分以上早く起きて、未み由ゆの屋敷へと向かった。朝方の空気は冷たく、秋が近いことを感じさせる。制服は夏服のままだが、少々肌寒い。


    　昨日、未由を追いかけることができなかった僕はそのまま寮へ帰り、眠くなるまでずっと床に寝転がって天井を見上げていた。何度か思い立って忠ただ志しさんに渡された携帯で未由の電話番号をプッシュするが、呼び出し音の後に留守録へ切り替わるばかり。残す言葉も――思いつかなかった。


    　そして今も僕は何を言ったらいいのか、何をすればいいのかが分からず、屋敷に着いたというのにインターフォンを押せずにいた。


    　このままでいいわけがない。確かなのはその思いだけ。


    　しばらくすると門の向こう側から足音が響いてくる。カチャリと鍵かぎが開けられる音。


    　とにかくもう一度話すことだ……。


    　手探りでぶつかっていくことしかできないと、僕は覚悟を決める。


    「――あれ、ケースケ？」


    　だが門を潜くぐって現れたのは、制服姿のアリッサ一人。僕を見て驚き、すぐにプイと顔を背そむける。どうやら昨日のことを根に持っているようだ。


    「何よ、こんなとこまで来て。どうせ昨日、ミユと会えなかったから待ってたんでしょ。知ってる？　あれからしばらくしてミユは戻ってきたのよ。あたしの言う通り、屋敷に残っていれば良かったのに。きっと天てん罰ばつね」


    「いや、未由には一応会えたんだけど……色々あってさ。もう一度ちゃんと話したくて待ってたんだ。それで――未由は？」


    　僕が訊ねるとますます拗すねたような表情をするアリッサだったが、ぶっきらぼうに答えてくれる。


    「今日は休むってカオリから聞いたわ。旅の疲れが出たんですって。昨日は帰ってすぐに北の棟とうに閉じ籠こもっちゃったから、実は直接会ってないのよ。今日も朝ご飯を呼びに行こうとしたんだけど、北棟の入り口には鍵が掛けられてたわ。だから今行っても無駄よ」


    「……そうか」


    　僕は息を吐く。残念だという気持ちの中に安あん堵どを感じていた。たぶん僕は昨日と同じような言葉をぶつけられることが怖かったのだろう。


    「どうしたのよケースケ、色々って……何があったの？」


    　僕の声こわ音ねに何かを感じたのか、アリッサは打って変わって心配するような表情で見上げてくる。


    　こいつはいつも僕の弱った部分を見逃さない。怒っていたことなど忘れて、優しさを向けてくれる。何も見えていない僕とは大違いだ。


    「――歩きながら話すよ。とりあえず一緒に学園へ行こう」


    　僕は左手を差し出して、告げる。


    　ただ縋すがりたかっただけかもしれない。けれどアリッサは少しびっくりした表情を浮かべた後、右手で僕の左手を掴つかんでくれた。


    「ねえケースケ。右手と左手って握手するにはむかないけど、並んで歩くにはちょうどいいわね」


    　面白いことを発見したとばかりに笑うアリッサの手は、とても温かかった。


    



    　休み明けでも二日目ともなれば六時間の平常授業が待っていた。未み由ゆだけが欠けた教室の中、僕はアリッサと席をくっつけて授業を受ける。別にアリッサが自分の教科書を持っていないという訳ではなく、しばらくはサポートが必要だろうという理由だ。


    「あ、ケースケ。あれは何て読むの？」


    　アリッサは板ばん書しよされた漢字を指差してよく訊ねてきた。基本的な日本語の読み書きはできるが、難しい漢字は知らないのだ。


    　だがそれ以外は特に問題なく真ま面じ目めに授業を受け、数学に至っては教師の間違いを指摘すらした。


    　これは入学前の準備で知ったことだが、アリッサは《方はこ舟ぶね》でかなり高度な書物を読み込んでいたらしい。理数系の科目に関しては最初から豊富な知識を有していて、僕が教えることはほとんどなかった。反面、社会や国語など、一から覚えなければならない科目は、そのあまりの量に音ねを上げていたが。


    「…………」


    　僕は隣となりで板書をノートに書き写しているアリッサを横目で見る。


    　最初の挨あい拶さつを除けば、アリッサは順調に学校生活をこなしていた。授業中は分からないことだけを訊いてきて、私語は口にしない。


    　僕が教えたルールを、アリッサはきちんと守り続けていた。出会った頃からアリッサはルールに拘こだわる。それは自分がルールを破ったことで《方舟》に危機をもたらしたことを悔いているからだ。


    　アリッサの芯しんは常に揺るがない。そのせいで衝突したこともあったが、今は羨うらやましく思う。今け朝さ、僕から未由のことを聞かされたときも、アリッサはすぐに自分のやることを見つけていた。


    『――つまり今、《群れクラウド》と友とも月づき家は戦争をしてるってわけね。指し揮きしているのがミユならそりゃ狙われるか……。うん、それならあたしは定期的に屋敷の周りを警戒しておくわ。ミユが邪魔になるから近づくな、手を出すなって言うなら、敵がミユを襲う前にやっつけちゃえばいいのよ』


    　そう笑いながら告げたアリッサはとても眩まぶしかった。


    　……僕にできることは何かないのだろうか。


    　屋敷に住んでいない僕には同じ方法で未み由ゆを守ることはできない。仮に僕が屋敷に泊まり込みたいと頼んでも、今の未由は許してくれないだろう。


    　機械的にノートを取りながら僕は思し索さくを続けたが、答えは出ぬまま気がつくと普段は長いと感じる六時間の授業は終わっていた。


    　アリッサはできるだけ未由の近くにいた方がいいからと足早に下校し、僕も一人で教室を出る。山やま崎ざきと宮みや島じまには週末だから自分たちだけでも遊びに行かないかと誘われたが、そんな気分ではなかった。


    　しかし校門を出てしばらく歩いたとき、後ろから呼び止められる。


    「遠とお見みくん、待ちなさい！」


    　振り返ると、長い髪を揺らして走ってくる少女の姿。


    「冬ふゆ上がみ？」


    　僕は彼女の名前を呼び、足を止めた。


    「ちょっとどういうつもり!?」


    「え……？　い、いきなり何だよ？」


    　目の前に立つなり詰め寄ってくる冬上に、僕は戸惑った。


    「とぼけないで欲しいわね。友月さんは今日も休みで、遠見くんは朝から上うわの空そら。昼休みは皆の前だから遠えん慮りよしてあげたけど、結局私に一言もなく帰るなんて信じられない！　友月さんのことで何かあったんでしょ？　報告しなさいって言ってなかったかしら？」


    「あ、ああ、確かにそうだったな……」


    「――すっかり忘れてたって顔ね。まあいいわ、とにかく話を聞かせてもらいましょうか」


    　僕の腕を掴つかむと、冬上は僕を睨にらみつけた。帰宅途中の生徒たちが何事かと僕らを眺ながめながら追い越していく。


    　どうするべきか、僕は考える。


    　下へ手たに事情を話せば冬上はどのような行動に出るか予測がつかない。危険に巻き込まれることも有り得る。ここは……ごまかすべきだろう。


    「えっと、ごめん。伝え忘れてたけど、未由は昨日帰ってきたんだよ。今日休んでいるのは旅疲れのせいなんだってさ。それで大丈夫かなって心配していたんだ」


    　しかし僕の説明を冬上は一笑に付す。


    「遠とお見みくん、私を馬鹿にしているの？　そんな嘘うそは通用しないわ。遠見くんは心配っていうより、悩んでいる様子だったもの。言っておくけど、ちゃんと話してくれるまで、この手は離さないわよ？」


    　腕を掴つかんだ冬ふゆ上がみの指に力が籠こもる。


    「嘘じゃないって。あ、それに今日は用事があるんだ。早く行かないと……」


    「程度の低い言い訳はやめなさい」


    　正にその通り。勢いで口から出た逃げ口上だ。しかしふと、それを真実にできることに気がつく。


    「――本当なんだよ。これから教会に行かなきゃいけない。約束があるんだ」


    　そう、僕は鈴りんちゃんと約束をした。ツグミという少女にまた会いに行くと。正直今日は心に余裕がなく、訪問は後日にしようと思っていたのだが……これなら嘘にはならない。


    「教会……？」


    「ああ」


    　きっぱりと言い切る僕を疑わしそうに見る冬上。


    「本当？」


    「本当」


    「もしも嘘だったらタダじゃ済ませないわよ？」


    「嘘じゃないからタダで済むな」


    　冬上はじっと僕の目を見ていたが、溜ため息いきを吐ついて腕を掴む力を緩めてくれた。


    「……じゃあ仕方ないわね」


    　残念そうに呟つぶやく冬上。ようやく分かってくれたかと僕はほっと息を吐く。だが冬上の言葉はそれで終わりではなかった。


    「私も一緒に行くわ。遠見くんの用事が終わるまで付き合ってあげる」


    「へ……？」


    　呆ぼう然ぜんとする僕へ冬上は意地悪げな笑みを向けたのだった。


    



    
      ２

    


    



    「いい加減、離してくれてもいいと思うんだけど」


    　教会へ向かう道を歩きながら、僕は握られた腕を振る。通学路を外れ、人通りは少なくなったが、何だか妙な誤解を受けそうな状況だ。


    「ダメよ。遠見くんが逃げるかもしれないもの。だから教会に着くまではこのまま」


    　けれど冬上は平然と首を横に振る。


    「今更逃げやしないって。第一、逃げたら後が怖い」


    「あら、分かってるじゃない。でも私は万全を期するタイプなの。観念して状況を受け入れなさい。それとも、恥ずかしいの？　今け朝さアリッサさんと校門に入る直前まで手を握り合っていた遠とお見みくんなら、どうということはないと思ったんだけど」


    「……見てたのか」


    「目に入ったのよ。何？　遠見くんはアリッサさんと付き合うことにしたの？　友とも月づきさんのこと、いつの間にか〝未み由ゆ〟なんて呼ぶようになってたくせに」


    「……気付いてたのか」


    「当然」


    　やはり冬ふゆ上がみは油断ならない。


    「二人のことは、冬上が考えてるようなことじゃない」


    　未由を名前で呼ぶようになったのは直接そう頼まれたからだ。アリッサについては……自分でも分からない。ただ、付き合っていないのは確か。


    「ふふ、私の考えていることが遠見くんに分かるの？」


    「……そういえば、分からないな」


    　冬上の意地の悪い切り返しは軽く受け流す。


    「あら残念。私は遠見くんが考えていること、だいたい分かるのに」


    「そりゃ不公平すぎて泣けてくる。でもそれなら僕に何も訊く必要なんてないよな？」


    　僕は肩を竦すくめて告げた。


    「む、揚げ足を取るなんて、遠見くんのくせに生意気だわ」


    「先に取ろうとしてきたのはどっちなんだか。やられたらやり返されることを、いい加減学べよ」


    　呆あきれながら僕は言う。すると冬上は何な故ぜか感心したような顔で僕を見上げた。


    「――普通に二人きりで話すことなんてあまりなかったけど、遠見くんって意外と口が悪いのね。面白いわ」


    「それは貶けなしてるのか？　褒ほめてるのか？」


    「褒めてるのよ」


    「まあまあ嬉うれしいよ。ありがと」


    　僕がぶっきらぼうに答えると、冬上は愉快そうに笑った。


    　冬上が言う通り、こんな雰ふん囲い気きで話すことは初めてな気がする。五月の頃からすれば考えられないことだ。元が大嫌いな奴だったから、何の気兼ねもなく嫌味を言えるんだなと思う。


    　そうして冬上と軽口を叩き合っていると、いつの間にか教会のすぐ傍そばまでやってきていた。会話に夢中になると道程は短く感じるものだと改めて感じる。


    「ほら冬上、あれが教会だ」


    　高い鉄てつ柵さくの向こうに見えてきた鐘しよう楼ろうを僕は指差す。


    「…………」


    　だが冬ふゆ上がみは答えない。見れば表情が少し曇っていた。


    「どうかしたか？」


    「――遠とお見みくん。ここ、ただの教会じゃないでしょ？」


    「え、ああ、もしかして敷地が広いから驚いてるのか？　実は児童養護施設を兼ねてるんだよ」


    「やっぱり……雰ふん囲い気きが似てると思ったわ」


    　溜ため息いきを吐つくと、冬上は僕の腕から手を離す。


    「似てる？」


    　僕が問い返すと、冬上はじっと施設を眺ながめながら呟つぶやく。


    「たぶん友とも月づきさんぐらいにしか言ってないと思うけど、私は昔こういう施設にいたの。七歳の時、冬上家に貰もらわれるまではね」


    「そう……なのか」


    　驚きつつも、なるべく平静を装って相あい槌づちを打つ。余計な言葉はつけ足さない。


    　冬上は別に同情が欲しくて、自分の生い立ちを口にしたわけじゃないと思うから。


    「気のない返事。せっかく私が過去の話を口にしたのに、詮せん索さくはしてくれないのかしら」


    　声こわ音ねは不満そうだが、口元には笑みを浮かべて僕へ問いかける冬上。


    「詮索されたいのか？　まあ、もちろん……そのことで何か悩みとかあるなら、相談には乗るけど」


    「ふふっ、ホント変な人ね。悩みならいくらでもあるけど、相談は遠えん慮りよしとくわ。全部自分の力で解決して行く予定だし」


    「……冬上ならそう言うと思ったよ。第一、詮索したとしても素直に話す気なんてなかっただろ？」


    「まあね。私や冬上家の事情なんて、将来私の旦だん那な様になる人以外は知る必要もないことよ。興味があるなら、立候補してみる？」


    「そんなのするわけ――ぐはっ!?」


    　即答しようとした僕の脇腹にドスッとめり込む冬上の肘ひじ。


    「遠見くん、そこは嘘うそでも動どう揺ようしてみせるシーンよ？」


    　笑顔のままドスの利いた声で告げる冬上の圧力に負け、僕は「すみません」と素直に謝る。


    「うん、それじゃあ気持ちも解ほぐれたし行きましょう。遠見くん、早く案内して」


    「いいのか？」


    「何が？　言っておくけど私は施設が苦手でも嫌いでもなかったわ。ただ心の準備をしていなかっただけ。突然過去が目の前に現れたら、誰だって少し足が止まってしまうものよ」


    「……そうだな」


    　確かに過去というものはそれだけ大きくて重い。僕も奈な波なみで実感している。


    　僕は冬ふゆ上がみを先導して施設の門を潜くぐり、礼拝堂の前までやってくる。中からは昨日とは違いオルガンの音は聞こえてこなかった。代わりに人の話し声と笑い声が耳に届く。恐らく一人は鈴りんちゃんだろう。少なくともあと一人はいるが、誰だ？


    　昨日会ったこの施設の院長――エノクなら嫌だなと思いながら、観かん音のん開きの扉を開く。


    「あ、お兄ちゃん！」


    　すると僕が中の人物を確かめるより早く、聞き間違えようのない妹の声が響いた。


    「けーすけさん？　来てくれたんだ！」


    　続いて鈴ちゃんも嬉うれしそうな声を上げる。二人は長なが椅い子すに並んで腰掛けていた。どうやらさっきまで楽しそうにお喋しやべりをしていたのは由ゆ衣いと鈴ちゃんだったようだ。


    　今の由衣は人間形態で、麦むぎ藁わら帽子とスカーフを使い狼の耳と首輪を隠していた。


    「けーすけさん、ありがとう！　昨日わたしが言ったこと、ゆいちゃんに伝えてくれたんだね。ゆいちゃん、わたしとお友達になりたいって来てくれたの」


    　鈴ちゃんの言葉に、由衣は気まずそうに麦藁帽子のツバで僕の視線を遮さえぎる。


    「べ、別にお兄ちゃんが言ったから来たんじゃないもん。何となく散歩してたら、近くを通りがかっただけで……」


    「まあ理由とかきっかけなんて、何でもいいさ。その様子じゃ、友達になれたんだろ？　よかったな、由衣」


    　昨日はお節せつ介かいがすぎた自覚はあったので、意地になっている由衣はからかわず、麦藁帽子の上から一度だけ頭を撫なでる。


    「むぅ……お兄ちゃんのバカ」


    　由衣は拗すねたようにそっぽを向いた。


    「あららー、むくれた顔も可か愛わいいわね由衣ちゃん」


    　そこに遅れて入ってきた冬上が声をかける。その声を聞いて、一瞬だけ由衣のスカートから黒い尻尾しつぽが飛び出した。


    「あ……ゆ、雪ゆき絵えお姉ちゃん――」


    　以前撫で回されたトラウマからか、妙に警戒を表わす由衣。犬好きの冬上は、特に狼形態の由衣に目がないのだ。


    「わ、嬉しい。私の名前ちゃんと覚えてくれていたのね。ホントお兄ちゃんに似ずに、賢くていい子だわ」


    「余計なお世話だ」


    　うっとりと由衣を見つめる冬上に僕は毒づくが、そこに鈴ちゃんの声が割って入る。


    「えっと、誰？　アリッサさんじゃないよね？」


    「あ、ごめんなさい。挨あい拶さつがまだだったわね。私は冬上雪絵。遠とお見みくんのクラスメイトよ」


    「そうなんだ。はじめまして鈴です、よろしくね！」


    　冬ふゆ上がみが立つ場所とは微妙にズレた方向へお辞じ儀ぎをする鈴りんちゃん。冬上はそれを見て眉まゆを動かし、僕へ確認するような視線を向ける。恐らく冬上も鈴ちゃんの目が光を映さないことに気付いたのだろう。僕が頷うなずいてみせると冬上は鈴ちゃんに近づき、その手を握る。


    「――はじめまして、よろしく鈴ちゃん」


    「うん！」


    　握手をして挨あい拶さつを返した冬上に、鈴ちゃんは笑顔で頷いた。


    「それで遠とお見みくん。約束した相手って、この子たちなの？」


    「いや、約束したのは鈴ちゃんだけど、会いにきたのは別の子なんだ」


    「どういうこと？」


    「まあ何て言うか……最近この施設に来た子がいるんだけど、ずっと一人みたいでさ。誰とも話そうとしないらしいんだ。けどこの前、僕には少しだけ言葉を返してくれて……だからまた会いにきてくれって鈴ちゃんに頼まれたんだよ」


    　話が飲み込めない様子の冬上に僕は事のあらましを説明する。


    「……遠見くん、あなたって筋金入りのお節せつ介かいなのね。そんなの放っておけばいいじゃない」


    　心底呆あきれた眼まな差ざしで告げる冬上。


    「ダメだよ！」


    　しかし否定の言葉は鈴ちゃんの口から放たれた。
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    「え？」


    「わたしは一人だったら寂しいもん。だれかとお話ししたら楽しいもん！　話しかけてくれたら嬉うれしいもん!!　だから放っておいたらダメなんだよ。わたし、いつもツグミさんがここを通るたびに声かけてるけど、梯子はしごが昇れないから鐘しよう楼ろうまで行けなくて……わたしじゃ一緒にいられないの。だから……」


    　鈴りんちゃんの涙声を聞いて、冬ふゆ上がみは複雑そうな表情を浮かべた。


    「――そうね、鈴ちゃんの言うことは正しいわ。優しいのね、すごく。これまで誰かがそんな風に接してくれたのかしら？」


    「わたしがここへ来てすぐのとき、ゆーちゃんが最初に友達になってくれて、一緒にいてくれたの！」


    　ゆーちゃんとは、この施設出身の歌姫、珠す洲ず里りユヤのことだ。鈴ちゃんがユヤを慕っていたのは、そういう理由だったのか……。


    　冬上は思い出を語る鈴ちゃんを、眩まぶしいものでも見るように目を細めて眺ながめる。


    「ここは……私がいた場所よりも、ずいぶん温かいのね。あーあ、何か負けた気分。仕方ないわ、私も協力してあげる。遠とお見みくん、その子のところへ案内しなさい」


    　髪をサラっと手で梳すくと、冬上は僕に命令した。


    「何だ、冬上もお節せつ介かいの仲間入りか」


    「……沈めるわよ」


    　さすがに「どこへ」と訊ねる勇気はなく、僕は「すみません」と謝り、冬上を連れて鐘楼へ向かった。


    



    　鐘楼の上へ出ると、地上では感じなかった風が頬ほおに当たる。


    　相変わらず狭い場所なので冬上は梯子の下に待機してもらい、僕はまず一人で再びここへやってきた。


    　目の前には白い髪と褐色の肌の少女。昨日と同じように背中を向けている。


    「――ツグミちゃん」


    　僕が昇ってきたことにはとっくに気づいていただろうが、呼びかけられて初めて彼女はこちらを向く。


    「…………また来たんですか」


    　迷惑そうな口ぶりで呟つぶやく彼女。


    「あれ、今日はすぐに返事してくれるんだ？」


    「……あなたは私が黙っていても立ち去らないから。時間の無駄だと判断しました」


    　たぶん嫌味なのだろうが、僕は聞き流す。ちゃんと会話してくれるなら、それだけで大きな進歩だ。


    「なあ、昨日の鈴りんちゃんとアリッサのコンサート。ここまで聞こえてたか？」


    「……聞こえてました」


    「どうだった？」


    「……質問が抽象的で、答えられません」


    　本気で分からないという様子の彼女に、僕は言いなおす。


    「良かったか悪かったか、好きか嫌いかってことだよ」


    「…………悪くはありませんでした。嫌いでもありません」


    　それを聞いて、僕は安心する。あの演奏が嫌いでないのなら、彼女は鈴ちゃんと仲良くなれると思う。


    「質問はそれだけですか？　なら帰ってもらえると嬉うれしいです」


    「いや、用事はまだあるんだ。えっとさ、ツグミちゃん――」


    「あと、その呼び方……止やめてください」


    「え？」


    　本題を切り出そうとした僕だったが、急に言葉を遮さえぎられる。


    「……気付いているでしょうが、私はこの国の生まれではありません。ツグミというのは本来の名前を訳したもの。私の名前を上う手まく発音できなかった鈴に院長がその意味を教え……以来勝手にそう呼ばれるようになっただけです」


    「あ、ごめん知らなかったよ。じゃあ今からはちゃんと本当の名前で呼ぶから教えてくれるか？」


    「………………よく考えると、本当の名前を言う間柄でもありません。止やめておきます」


    「あのさ、それじゃあツグミちゃんって呼ぶしかないんだけど……」


    「……ちゃん付けは、気味が悪いです。というか名前を呼ぶ必要のないところへ行ってもらえると助かります」


    　つまり早く帰れということだろう。けれど僕はまだ用件を済ませていない。


    「んー……だったら〝ちゃん〟付けは止めるから、あだ名ってことで勘弁してくれよ。話が進まない」


    「……あだ名？」


    　彼女は初めて聞く言葉のように首を傾かしげる。


    「本来の名前とは別に、友達同士とかで呼び合う名称みたいなものだよ。僕はできればツグミちゃん――じゃなくてツグミと友達になりたいから、ある意味ちょうどいい」


    「……どうしてあなたと友達にならないといけないんですか？　全く必然性がありません」


    　やっぱそうだよなぁと僕は頭を掻かく。ここは事情をきちんと説明したほうが良さそうだ。


    「まあ正直に言うと、鈴ちゃんに頼まれたんだよ。君がいつも一人だから話し相手になってくれってさ。ずっと君のことを心配してたみたいだ。だから僕と無理に友達になれとは言わないけど、鈴りんちゃんとは一度話してみてくれよ。きっと仲良くなれる」


    「……お断りします」


    「どうしてだ？」


    「……それが、必要なことだとは思えないからです。私は望んでここに一人でいます。話し相手も要りません。迷惑なだけです」


    　取りつく島もない。僕は明確な拒絶を示されて、困り果てる。


    「――ちょっとあなた、何様のつもり!!」


    　だがその時、開けっ放しにしていた上げ戸から怒鳴り声が響いた。


    「へ？」


    　扉から顔を出して鐘しよう楼ろうへと上がってくる冬ふゆ上がみ。こっそり梯子はしごを昇って聞き耳を立てていたらしい。二人でギリギリのスペースに三人目が現れたことで、鐘楼はぎゅうぎゅう詰めになった。


    「……ちょっと、押さないでください」


    「い、いや、だって冬上が――」


    　窮きゆう屈くつそうに身をよじるツグミに、僕は弁解する。


    　しかしその声を遮さえぎって、現れた冬上は大声で怒鳴った。


    「よく聞きなさい〝ツグミちゃん〟。望んで一人でいる？　話し相手は要らない？　ふざけないでよ！　あなたにそんなことを言う資格はないわ」


    「…………誰ですか？　少なくとも初対面のあなたに言われる筋合いもないと思うんですが」


    　ある意味正論で返すツグミだが冬上は不敵に笑う。


    「冬上雪ゆき絵えよ、覚えておきなさい。いい？　あなたは徹底していないのよ。一人でいたいのなら、誰にも見つからない場所で一人になりなさい。毎日毎日、鈴ちゃんのいる場所を通り過ぎているのに、あんな優しい子が心配しないわけないでしょう！」


    「……それは、向こうの勝手」


    「ええ、確かにね。でもそれはあなたが口にできる言葉じゃないんじゃないの？　ねえツグミちゃん、あなたがわざわざ鐘楼に来るのは理由があるんじゃないかしら。例えば……ここなら鈴ちゃんの演奏がよく聞こえるから、とか」


    「………………」


    　ツグミは黙り込む。それは冬上の言葉が正しいと答えているに等しかった。


    「図星みたいね。あらあら、演奏を聴かせてもらって対価も払わず、心配されたら迷惑だと突っぱねるなんて……鈴ちゃんに――失礼なんじゃないかしら」


    　冬上は凄すごみのある表情でツグミを睨にらみつける。


    「お、おい、そのぐらいにしとけよ」


    　ツグミが返す言葉を完全に失っているのを見て、僕は二人の間に入る。すると冬ふゆ上がみは感情を落ち着かせるように一度深呼吸をした。


    「まあいいわ、言いたいことは言ったし、じゃあ私はこれで。遠とお見みくん、先に下りてるわよ。ツグミちゃん、恩恵を受けているなら少しぐらい鈴りんちゃんに応えてあげなさい」


    　カンカンカンと梯子はしごを下っていく冬上。ようやく少しだけ広さに余裕ができた鐘しよう楼ろうの上で、僕は口を開く。


    「な、なんか嵐みたいだったな」


    　僕は乾いた笑いを浮かべるが、ツグミは反応しない。


    「……私、あの子のオルガンを聴くために、ここへ来てたんですね」


    　まるで他人事のように彼女は呟つぶやいた。


    「自覚、なかったのか？」


    「……はい。この施設で何となく一番居い心ごこ地ちがいいと思っていただけでした。自分の心は、分からないものです」


    「他人の心だって、分からないだろ？」


    「いいえ。私にとっては、そちらの方がずっと分かりやすいです」


    　きっぱりと彼女は言い切るが、すぐに表情を曇らせた。


    「……でもさっきの人だけは不思議でした。分かるのに、分からないから」


    「不思議？　冬上が？」


    「はい。彼女はどうして私を心配しているんですか？　鈴に頼まれたから、ここへ来たはずなのに」


    「――何だ、冬上の気持ちは分かってたのか。鋭いんだな」


    　僕も気付いていた。たぶん冬上はこの子のために怒っていたのだ。


    「……彼女は私が悪感情を抱いだくことを厭いとってはいませんでした。それなのに私を心配している……全然、分かりません。会ったのも初めてで、彼女にとって私は何の価値もないはずなのに――」


    「えっとさ、価値とかそんなの関係ないと思うな。さっきの冬上は深いことを考えてるように見えなかったし。どこか引っかかるとこがあったんだろ」


    「……引っかかる？」


    　ポカンと口を開けるツグミ。


    「冬上が〝ツグミちゃん〟って呼んでたのを覚えてるか？　だいぶ嫌味が込められてたけど、あいつわざと使ったんだと思うよ。だって、あだ名は友達同士で使うもう一つの名前って話を聞いていたはずだからさ」


    「……友達」


    　ツグミは呆ぼう然ぜんとその言葉を繰り返した。


    「信じられないなら直接訊いてみるか？」


    「……い、いいです。もう……あなた方の言いたいことは分かりましたから。鈴りんには何かしらの対価を払うべきことは理解しました。きちんと考えるので、そろそろ一人にしてください」


    　初めて慌あわてたような表情を見せ、ツグミは告げる。そろそろ退ひき時だろう。


    「そっか、分かった。じゃあツグミ、また来ていいかな？」


    　僕は最後にあえて〝あだ名〟を使ってみた。ツグミは僕の意図に気付いたようで眉まゆを寄せたが、しぶしぶ頷うなずく。


    「…………好きにしてください」


    　彼女は〝あだ名〟を拒絶せず、次の来訪も許してくれた。僕はそれに満足すると梯子はしごを下りる。


    「――遠とお見みくん、どうだった？　ちゃんとフォローしておいてくれたかしら」


    　待っていた冬ふゆ上がみは少し不安そうな顔で問いかけてきた。ツグミが冬上について話していたことは聞こえていなかったらしい。


    「まあ一応な。彼女、考えてくれるみたいだ。それにしても未み由ゆのこと以外であんなに熱くなる冬上は初めて見たよ」


    　鈴ちゃんと由ゆ衣いの待つ礼拝堂へ戻りながら僕は言う。


    「……引っかかる言い方をするわね。何だかあの子、昔の私に重なったのよ。だから言い負かしてやりたくなったの」


    「意外だな。冬上、ツグミみたいな子供だったのか？」


    「まあね。もう少し可か愛わいげはあったけど、似たようなものよ。変に冷めていて達たつ観かんしてるけど、当たり前のことは何も分かってない。ただの子供だったわ」


    　冬上は自じ嘲ちようを滲にじませて笑った。


    「――遠見くん、暇ひまだったらまめに通ってあげなさい。ああいう子は、実は寂しがりやだから」


    「分かった。ん……ってことは冬上も？」


    「さあ？　子供の頃はともかく、今の私はどうかしらね」


    　冬上は曖あい昧まいな表情で答えた。


    　自分のことはなかなか分からない。きっと冬上もそうなのだろう――。


    



    　鈴ちゃんに別れを告げ、由衣も一緒に施設を後にすると、真正面から真っ赤な夕日が照りつけてきた。川沿いに出るまで同じ道の僕らは三人で並んで歩く。


    「ふぅ、なんだか気が削そがれたわね」


    　眩まぶしそうに目を細めながら冬上が呟つぶやいた。


    「――遠見くん、友とも月づきさんについて問い詰めるのは後日にしてあげるわ」


    　どこかぼうっとした表情で冬ふゆ上がみは思いもかけないことを言ってくる。てっきりこれから詰きつ問もんが始まるとばかり考えていた僕は意表を突かれた。


    「え……いいのか？」


    「いいわよ、別に。どうせ遠とお見みくんは、今日どれだけ尋じん問もんしても本当のことは言いそうにないし。それならそれで嫌がらせをしてあげようかと思ってたけど、そんな気分じゃなくなったわ」


    「おいおい……」


    　僕は冬上の本音に引きつった笑みを浮かべる。


    「それに由ゆ衣いちゃんも一緒だしね。遠見くん、仲良く帰りなさいよ」


    　気がつくといつの間にか分かれ道まできていた。


    　冬上は女子寮の方向へ曲がりながら、後ろ歩きで手を振る。


    「えっと、雪ゆき絵えお姉ちゃん、またね！」


    　ずっと僕を盾たてにして冬上から距離を取っていた由衣だったが、最後はきちんと手を振り返した。


    「冬上も気をつけて帰れよ！」


    　まだ夕方だが、登下校の時間以外は人通りがほとんどないことを思い出して僕は叫ぶ。


    「はいはい、分かってるわ」


    　冬上はそう答えると前に向き直り、夕暮れの道を遠ざかっていった。真正面から照りつける夕日が逆光となり、冬上の姿を影に沈める。


    「――冬上！」


    　その光景に何な故ぜか胸がざわつき、僕は無意識のうちに彼女を呼び止めていた。


    「どうしたのよ、遠見くん」


    　足を止めて振り返り、訝いぶかしげな声で訊ねてくる冬上。影に覆おおわれてその表情は見えない。


    「えっと……よかったら、送っていくけど」


    　そう提案してみると、返ってきたのは笑い声だった。


    「ふふっ、今日はずっと冷たかったくせに何のつもりかしらね。ひょっとして遠見くんはツンデレなの？　最後に優しさを見せて、私を惚ほれさせる計画？」


    「い、いや、そんなつもりじゃ……」


    「だったら余計な気を回さなくていいわよ。遠見くんが今エスコートしなきゃいけないのは由衣ちゃんでしょう？　私は一人で寮に帰れるわ」


    　冬上は明るい口調で告げると身を翻ひるがえす。黒い少女のシルエットが赤い光に呑のまれるようにして小さくなっていく。


    「……お兄ちゃん？」


    　何となくその後ろ姿から目が離せないでいると、由衣に呼ばれた。


    「え、あ、悪い。何でもない。確かに……冬上相手に余計なお世話だったよな」


    　僕が由ゆ衣いに苦笑いを見せて謝る。そして視線を戻すと、もう冬ふゆ上がみの姿は見えなくなっていた。


    「――帰るか、由衣」


    「うん」


    　冬上とは正反対の方向へ歩き出す僕らの足元からは、黒い影が、長く、長く、伸びていた。
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    　その夜、僕は久しぶりに自分のベッドで横になっていた。奈な波なみから帰ってきてからはずっと未み由ゆの屋敷に泊まり込んでいたし、昨日も夜中アリッサが来るかもしれないと考えて床で寝ていたから約一か月ぶり。いや、夏休み以前からベッドはアリッサに占せん拠きよされていたし、もっとご無ぶ沙さ汰ただったかもしれない。


    　しかし今日は恐らくアリッサは来ないだろう。未由のことを守ってくれているはずだ。


    　まだ自分にできることは思いついていないが、昨日ほどの焦あせりはない。アリッサも目を光らせているなら、未由が危機に陥おちいる可能性は低いはず。


    「……でも、落ち着かないな」


    　小さく呟つぶやく。布ふ団とんに残ったアリッサの香りや、僕の右腕にしがみついて寝息を立てている由衣のこともあるが、それ以上に胸の内がざわついて仕方ない。


    　僕が奈波で賑にぎやかな毎日を過ごしている間に、手の届かない場所へ行ってしまった未由。


    　未由は《群れクラウド》を本当に滅ぼしてしまえるのだろうか。そして、もしも八や朔さく連れん大だいを捕らえたらどうするつもりだろう。


    　強く何かを決意したような瞳ひとみを、未由は見せていた。


    　八朔連大は未由の両親を亡き者にした仇かたきだ。もしかしたら未由は連大を――。


    　その先は考えたくなかった。だが仮にこの想像が当たっているなら、僕は未由を止めなくてはいけない。


    　一度手を離せば、どこまでも、どこまでも、深い闇の中に引きずり込まれて、見失う。


    　それは、海難事故で由衣を失ったときのイメージ。取り返しのつかない絶望。


    　今、由衣は隣となりで安らかな寝顔を見せているが、当時救うことができなかったことに変わりはない。


    　未由のことも手遅れなのだろうか。一度開いた距離は広がり続けるのか……。


    　そんなことはない。まだ間に合う。まだ――。


    　自分に言い聞かせる。するとようやく僕がやるべきことを一つだけ思いついた。


    　――未由に直接訊こう。連大に復ふく讐しゆうするつもりかどうかを。


    　全てはそれからだ。もしも復讐を考えているなら説得する。友とも月づき家を止める力はなくても、言葉なら未由の心へ届くはず。


    　脳裏に冬ふゆ上がみの姿が浮かんだ。


    　昔、未み由ゆを追い詰めていた時の冬上と、今日鈴りんちゃんの手を握って挨あい拶さつをし、ツグミちゃんへ怒鳴った冬上は、別人のようだが同じ人間。


    　僕の嫌味を聞いて愉快そうに笑った冬上の顔は、未由があの時復ふく讐しゆうを成し遂とげていたら見ることはできなかった。


    　そして、未由自身の笑顔もそう。


    　復讐で失うものは、あまりに多すぎる。


    　アリッサに比べればずいぶんと遅いが、やっと道を見み出いだした僕は目を閉じた。


    　まずは明日、土曜で学校はないから屋敷へ行こう。僕は予定を立てると睡すい魔まがやってくるのを待つ。


    　だがその時、瞼まぶたに強い光が当たるのを僕の眼球が感じ取った。


    「――何だ？」


    　目を開いたときには既に輝きは消えていたが、カーテンで覆おおわれたベランダの窓に人影が揺れる。その影はガララララと窓を開けて中へ入ってくると、切迫した声で叫んだ。


    「ケースケ、大変なの！」


    　それは白と黒を基調とした法ほう衣いを纏まとうアリッサだった。


    「どうしたんだよ、血相変えて」


    　驚いて僕は身を起こす。腕に抱きついていた由ゆ衣いも目覚めたようで、目をこすりながら「……何かあったの？」と呟つぶやいた。


    「ケースケ、いいから早く一緒に来て！　大変なのよ!!」


    　アリッサは由衣の言葉も聞こえていない様子で、僕の肩を掴つかんで揺さぶる。


    「だ、だから何が大変なんだよ？　ちゃんと説明してくれ！」


    　僕は混乱しながら訊ねる。するとアリッサは歯がゆそうな表情を浮かべると、焦しよう燥そうを滲にじませた声で告げた。


    「もう！　そんなに落ち着いていられる状況じゃないのよ！　だって――ユキエが誘ゆう拐かいされたんだもの!!」


    「なっ……」


    　いきなりのことに言葉をなくす。


    　冬上が？　いったいどうして？


    「嘘うそ……だろ？」


    「本当よ！　あたし、寝る前に屋根の上から屋敷の周辺を風の魔術で探っていたの。そしたらこんな夜遅くに車が屋敷へ入ってきて、しばらくしてまた出ていったの。何があったんだろと思って玄関に行ってみたら知らない黒服の男たちがいて、緊迫した様子で会話してた……」


    　アリッサは早口で説明する。僕の肩を掴む手に力が籠こもった。


    「でも、あたしがいくらどうしたのって聞いても教えてくれない。だから透明化魔術で尾行して、カオリと相談しているところを盗み聞きしたの。間違いないわ！」


    　アリッサの声は真剣で、とても冗談を言っているようには見えない。体が震える。今日の夕方、手を振って別れたばかりなのに……。まさかあの後――。


    「だ、誰が……なんで、冬ふゆ上がみを誘ゆう拐かいしたんだよ!?」


    　僕が詰め寄るとアリッサはそれを手で制する。


    「犯人はレンダイ……カオリたちはそう言っていたわ」


    「八や朔さく……連れん大だい、か」


    　苦々しくその名を吐き捨てる。


    　くそっ！　やっぱりあの時、寮まで送っていれば……。


    「あたしが知らない間に脅迫状が屋敷へ届いていたみたいなの。取引する場所と時間だけが書かれていたらしいわ。たぶん屋敷から出ていった車にミユは乗っていたのね」


    「どこに行ったのかは分かるのか？」


    「街外れのクレーターよ。指定の時刻は深夜零時ちょうどだったはず」


    　僕は部屋の壁に掛けられた時計を仰ぎ見る。時計の針は十一時五十分を回ったところだった。


    「――アリッサ、時間を取らせてごめん。すぐに支し度たくする！　魔術で移動すればまだ間に合うよな？」


    「ええ、でも急いで。あんまり余裕はないわ」


    　アリッサの返事を聞いて、僕は素早く身支度を調ととのえる。服は寝巻代わりのジャージで構わないが、靴くつは必要だった。


    「由ゆ衣い、そういうわけだ。留守番を頼む」


    　不安げな顔で僕らの会話を聞いていた由衣に告げる。


    「うん……お兄ちゃん、雪ゆき絵えお姉ちゃんを助けてあげて。あたし、本当はあの人に撫なでてもらうの、嫌いじゃないから――」


    「分かった。それ聞いたら、冬上も喜ぶよ」


    　由衣の頭に手を置いて約束すると、僕はアリッサとベランダに出る。


    「――彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　アリッサの《起動言語トリガー》が夜気を震わせ、発現した奇跡が僕らを空に舞い上げる。


    　あっという間に古びた男子寮の棟むね々むねが眼下の景色となり、僕はアリッサの腰に掴つかまりながら明かりが疎まばらに散らばる街を見下ろした。


    「アリッサ、転移魔術は使わないのか？」


    「あれは目立つのよ。どんな取引をするのかも分からないし、空から近づいてこっそり様子を窺うかがった方がいいわ」


    　確かにアリッサの《過ぎた輝きパストグロウ》は転移時に強い光を伴う。飛行魔術の方が無難だろう。


    「……ユキエ、無事かしら」


    　クレーターへと向かいながらアリッサが呟つぶやく。目的地は街の端――明かりが何もなく闇に沈んだ一角だ。夜、空から見るとクレーターは周辺の闇に同化して判別できない。


    「信じるしかないだろ。少なくとも取引が終わるまでは……無事のはずだ」


    　けれど相手は目的のためには手段を選ばない男だ。実の息子の八や朔さく則のり秋あきでさえも駒こまのように扱った相手に容よう赦しやがあるとは思えない。


    「じゃあここで決着をつけなくちゃね。急ぐわよ！」


    　そう言ってアリッサが飛行速度を上げようとしたとき、真上から突然衝撃が襲った。


    　ドンッと僕らを包む風の結界が揺れ、危うくバランスを崩くずして墜つい落らくしそうになる。


    「――っ!?　何!?」


    　アリッサは魔術を制せい御ぎよして落下を止め、空中に静止した。


    　僕は振り落とされないように強くアリッサへしがみつきながら状況を確かめる。


    「なんだ……こいつら？」


    　翼を生やした怪物。そうとしか表現できない生物が、羽ばたきながら何体も僕らの周囲を旋回し始めていた。どれも同じ姿をしていない。全身が鱗うろこで覆おおわれ、顔が鳥のような奴もいれば、毛むくじゃらで人狼のような姿の奴もいる。翼に関しても羽毛があるものや蝙蝠こうもりに似た皮の羽であったりして、共通項を見つけるのが難しい。


    「もしかしてこいつらがミユを襲った奴らかしら」


    　アリッサは怪物たちの出方を窺うかがいながら呟く。


    「……分からない。僕もちゃんと見たわけじゃないからな。でもこの状況なら――たぶんそうだろ」


    　八朔連れん大だいは《群れクラウド》に匿かくまわれているのだという。その刺し客かくが連大の取引に力を貸すというのもありえる話だ。


    「ギイィィィィィィ！」


    　鳥に似た容姿の怪物が鳴き、こちらに向かって体当たりをしてくる。僕らを包む風が怪物を弾き飛ばすが、それを皮切りに四方八方から攻撃が始まった。


    「――くっ、数が多いわ。ケースケ、一旦地上に降りるわよ。魔術の準備をしておいて！」


    　アリッサはそう告げると怪物の体当たりを避けるようにして急降下を始める。クレーターはもう少し先だが、真下は既に森だ。人目を避けて戦うには都合がいい。


    　僕は《姿の言葉シヤープワーズ》を早口で唱えながら、僕らを追いかけてくる怪物の群れを視界に捉えておく。


    「よし、いい感じで固まってくれたわね」


    　地面に激突する寸前で急制動をかけ、ふんわりと着地したアリッサは頭上を見上げて腕を翳かざした。


    「薙ぐ旋風クラツプワール！」


    　無む詠えい唱しようで《起動言語トリガー》を叫び、空へ向かって風の刃を放つアリッサ。僕らを高速で追ってきた怪物の群れの中を不可視の凶器が奔はしり抜け、その肉体を切断する。


    「グギィィィイッィ!?」


    　あるものは翼を裂かれ、あるものは上半身と下半身を切り離され、ボトボトと地上へ落下する。だが運良く風の刃をすり抜けた一匹が熊のような両腕を振りかぶって降下してきていた。さすがに無詠唱でもアリッサの迎げい撃げきは間に合いそうにない。だが僕の方は準備を終えていた。


    「貪れ魔狼デイバウアー！」


    　僕の《起動言語トリガー》と共に、右腕に陽炎かげろうのような黒影が纏まとわりつく。それと共に肥大する腕の感覚。


    　寸前にまで迫った怪物を真っ直ぐに見据え、手の指をカギヅメのように曲げる。今、僕の指は鋭い狼の牙きば、手の平は全てを飲み込む魔狼の口こう腔こう！


    　上空へ繰り出した右腕は、大した抵抗もなく怪物の右半身を噛かみ千ち切ぎり、残った左半身が勢い余ってゴロゴロと草むらを転がっていった。


    「何よ、思ったよりも弱いじゃない。これで全滅させたかしら」


    　まだ注意を払いながらもアリッサが言う。


    「そうだな。何しに現れたかは分からないけど、早く取引場所へ――」


    　しかし僕がアリッサに同意して先を急ごうとしたとき、倒れ伏した怪物たちが次々と起き上がるのを目にする。見れば傷は凄すさまじい速度で再生しており、失った部位も復元されつつあった。


    「……まるで前に戦ったキメラみたいな再生速度ね。中途半端な攻撃は効かないみたい」


    「キメラか……あんなのがゾロゾロ出てきたら堪たまらないな――」


    　乾いた笑いを浮かべながら僕は告げる。キメラは《天使王ミトロン》として顕けん現げんしたアリッサの剣で両断されたが、僕自身はあいつに負けたようなものだ。


    　じわじわと僕らを包囲する十数匹の怪物たちがキメラ並みの能力を持っているとは考えたくない。


    　あれ……？　こいつらこんなに数が多かったか？　最初は十匹以下に思えたのに――。


    「ねえケースケ。何だか……増えてない？」


    「はは……僕の気のせいじゃなかったか」


    　アリッサの質問に冷や汗を垂らしながら僕は答えた。よく観察してみれば森の奥から次々と新あら手ての怪物が現れている。頭上を見れば木の上や上空にも大きな影があった。


    「いったい何匹いるのかしら……。ケースケ、あたしの手を握っておいて。クレーターからは遠ざかるけど、いざとなったら一度転移魔術で森から離れるわ」


    　僕は差し出されたアリッサの右手を左手で握る。


    「分かった。でもこの様子だとクレーター周辺の森と上空はこいつらで一杯だ。結局倒さないことには先へ進めないぞ」


    「でしょうね……。あたしたちによほど取引を邪魔してほしくないのかしら」


    　もはや辺りは怪物に埋め尽くされていた。


    「ギルルルルルル……」


    「キィィィィィィ！」


    　気味の悪い声を響かせながら集つどう怪物たちと僕らは睨にらみ合う。


    　まるで森の闇から際限なく悪魔が湧いてくるようだ。


    「ブォォォォォォッ!!」


    　後ろから押し出されるようにして前列にいる怪物たちが襲い掛かってくる。


    「阻めぬ嵐デイザスター！」


    　アリッサが強風を巻き起こし纏まとめて吹き飛ばすが、すぐに次の一陣が向かってきた。


    「だあっ!!」


    　僕は《貪れ魔狼デイバウアー》が発現した右腕を真横に振るい、接近した怪物たちの胴体を一度に抉えぐり取る。衝撃に吹き飛んだ怪物たちは地面に倒れるが、傷が浅い数匹がすぐに起き上がった。アリッサは忌いま々いましげに舌打ちする。


    「……キメラほど強くはないみたいだけど、埒らちが明かないわね！」


    　次から次へと怪物たちは襲ってきて、僕らは強力な魔術を使う暇ひまがない。最初から全力で《三頭の獄牙ケルベロス》や《天使王ミトロン》の剣を具ぐ現げん化しておけばと後悔するが、後の祭りだ。


    「ケースケ、やっぱり態勢を立て直した方がいいわ！　転移するわよ！」


    　寄せては返す怪物たちの猛攻の合間に、アリッサは叫ぶ。


    　このままでは突破は叶わないと、アリッサも判断したのだろう。僕は了りよう承しようの意を伝える代わりにアリッサの手を強く握った。


    「――っ？」


    　だがその時、途切れることのなかった怪物たちの攻撃がピタリと止やむ。


    　ザァァァァァ――。


    　波が引くようにして僕らから距離を取る怪物たち。そしてそのまま暗闇に同化するようにして姿が見えなくなる。


    「何……？　いったいどうしたの？」


    　アリッサが戸惑ったように森を見回す。あれだけ唸うなり声に満ちていた大気は、不気味に静まり返っていた。


    「まさか、逃げたのか？」


    　僕は呆あつ気けに取られながら呟つぶやく。するとアリッサはハッとした顔で僕を見た。


    「ケースケ！　時間は!?」


    「――あっ！」


    　僕はアリッサが何を危き惧ぐしたのかに気がつき、服のポケットに入れてきた携帯を取り出し、時刻を確かめる。


    「零時……一分」


    　取引の時間は、過ぎていた。


    「あいつらの目的はただの時間稼ぎだったのね。とにかく……急ぐわよ」


    　アリッサは僕の手を握ったまま、飛行魔術を唱えて舞い上がる。その表情は硬い。


    　――手遅れになってしまったかもしれない。


    　僕が抱いだいているのと同じ不安を抱えているのだろう。


    《貪れ魔狼デイバウアー》を解除し再び上空から眼下を見渡すと、クレーターがある付近に小さな明かりが灯っていた。


    「たぶん、あそこだな……」


    　僕の呟つぶやきにアリッサは頷うなずいて、真っ直ぐそちらへ向かう。


    　近づいていくと、ようやくクレーターがしっかり判別できるようになる。麓ふもとの森から山の中腹にかけて、ぽっかりと抉えぐり取られた直径二百メートルほどの半球状の穴だ。改めて見ると異常な光景。僕らが《求めし愚者ホリイ＝ライト》との決着をつけた戦場跡は、すっかり様変わりしていた。


    　そういや、奈な波なみから帰った頃にはもう全然話題にならなくなっていたな……。


    　僕はふと思う。八月の下旬にはテレビで見ることもなかったし、昨日今日と学園でも騒いでいる奴らはいなかった。何となく違和感を覚える。いや、その違和感をこれまで抱かなかったことが、最大の違和感だった。


    「あ、ケースケ！　ミユよ！」


    　だが芽生えかけた疑念は、アリッサの一声で吹き散らされる。眠りから目覚めたときに夢は泡ほう沫まつへ還かえるように、生じた違和感も現実を意識した途端に消えてしまった。


    　僕は何か大事なことを忘れてしまった気がしながらも、アリッサの指差す先を見る。


    　赤い輝きに照らされて、クレーターの縁に佇たたずむ未み由ゆの姿が浮かび上がっていた。


    「――魔術を使ってる？」


    　遠くから見えた明かりは未由が手に持つ、炎を纏まとう刀剣だったようだ。傍そばには黒々とした塊かたまりがいくつも転がっている。僕らを襲ったのと同じ怪物の残ざん骸がいだろうか……。


    　目を凝こらすが、近くに冬ふゆ上がみの姿はない。不安が喉のど元もとに迫せりあがり、嫌な想像が膨ふくれ上がる。


    「どうするケースケ、傍に降りる？」


    「そうだな……取引の時間は過ぎているし、様子を見ながら近づこう」


    「分かったわ」


    　アリッサは頷いて、未由から十メートルほど離れた地面へ降り立った。着地の際に音を立てたが、未由はクレーターの方を向いたまま。どうやら気づかなかったらしい。服装はこの前と同じ赤い着物。炎に照らされ、より鮮明な朱色に染まっている。


    　未み由ゆの足元に散乱しているのは、やはり怪物の亡骸なきがらだ。再生などできないほどバラバラに切り裂かれ、真っ黒に炭化している。


    　僕は周囲に誰もいないことを確かめると、恐る恐る呼びかけた。


    「――未由？」


    　ビクンと肩を揺らし、鈍い動作で振り返る未由。その表情は、これまで僕が見たことのないものだった。


    　顔からは感情が抜け落ち、瞳ひとみは暗く沈んでいる。だがその目からは涙が溢あふれ、頬ほおを伝っていた。


    　僕の中で渦うずを巻いていた不安がさらに大きくなる。


    　いったい何があった？　どうしてそんな――絶望しているような表情なんだよ？


    「ミユ、泣いてるの？」


    　アリッサが躊躇ためらいがちに訊ねる。


    「何で、ここに啓けい介すけくんたちが……？」


    　涙を拭ぬぐうことなく、平坦な声で呟つぶやく未由。僕は口の中が渇いているのを感じながら答える。


    「冬ふゆ上がみが、誘ゆう拐かいされたって聞いて……」


    「――そう、知ってるんだ……」


    　未由は唇くちびるの端を不自然に吊り上げ、泣き笑いのような表情を作る。


    「うん……冬上さん、私のせいで人質にされちゃったの。首謀者は八や朔さく連れん大だい。彼は私に、ここへ来るよう指示したわ」


    「取引、したのか？　冬上は――」


    　僕は一番訊ねたいことを……だが一番怖くて口に出せない質問を未由にぶつけようとする。


    　しかし未由は僕の声を遮さえぎって、自分のペースで言葉を続けた。


    「私が言われた時間通りに来てみると、そこには翼を生やした毛むくじゃらの怪物が待っていたの。顔は猿みたいだった。その怪物は太い声で、こう言ったわ。冬上さんを返して欲しければ、八朔連大の血を飲み、《支配》されろって……」


    　支配……それは八朔家が保持してきた混血の能力。声だけでも若干の影響力を持つが、己の血液を媒ばい介かいとすることで真価を発揮する。直接飲ませれば肉体だけでなく精神も支配下に置けてしまう。かつて八朔家は血の力で菜な津つを道具や兵器として管理した。同じように連大は、未由を操り人形に変えようとしたのだ。


    　そんな条件、簡単に呑のめるわけがない。


    「私、すぐには答えられなかった。私が支配されてしまえば、きっと冬上さんは用済みで殺されてしまうと思ったし、それ以上に……あの男に支配されるなんて、我慢ならなかった。だから答えたの。先に冬上さんを解放してくれなきゃ、嫌だって」


    　それは決して間違った返答ではなかったと思う。けれど未み由ゆの声は震えていた。


    「そしたら……そしたら怪物は、すごく、すごく気味悪い顔で笑って、答えたの。なら、もういい、交渉は決裂だって。そしたら、そしたら、そしたら――」


    　未由は表情を歪ゆがませて僕を見た。


    「――落ちて、きたの」


    「え？」


    「落ちてきたの！　落ちてきたのよ!!　私の目の前に!!　一瞬だけ目が合って、そしてグシャって潰つぶれて！　ごろごろクレーターの下に落ちていって！　動かなくなった!!」


    「何……言ってるんだよ？」


    　未由の言うことが理解できない。リカイ、したくない。


    「私は、間違った！　間に合わなかった！　助けられなかった！　助けられなかったの!!　嫌いだった、大嫌いだったけど、もう死んで欲しくなんかなかったのに!!」


    　視線を未由の足元へ向ける。そこには大きく飛び散った血けつ痕こん。息が――詰まる。


    　僕は力の入らない足を動かして、ふらふらとクレーターの縁へ近づいていった。


    『――遠とお見みくん、友とも月づきさんについて問い詰めるのは後日にしてあげるわ』


    　冬ふゆ上がみとの別れ際の会話が、声が、耳の奥で再生される。


    　そんな馬鹿な……。次に会ったとき、あいつはまたしつこく訊いてくるはずなんだ。未由のことを。僕は危険なことに巻き込みたくないからごまかして……そうだ、ごまかしたんだ。だからあいつが危なくなることなんてないはずなのに……なのに！


    　未由の持つ炎の剣がクレーターの底を淡く照らし出す。


    　クレーターの縁から伸びる血の跡――その先にニンゲンがうつ伏せで倒れていた。首や手足が有り得ない方向へ捻ねじ曲がり、体の下からは血溜まりが広がっている。


    　分かるのは、長い髪の……傘さん陽よう学園の制服を纏まとった少女だということ。そしてもう二度とあのニンゲンは動き出さないということ。


    「冬上、なのか……？」


    　認めたくなくて、呟つぶやく。僕の隣となりに立って下を見たアリッサも、乾いた声で告げる。


    「か、顔が見えないじゃない……ゆ、ユキエじゃないのかも――」


    　しかし未由は首を横に振った。


    「私は、私は……目が合ったんだよ！　顔をちゃんと見たの！　死ぬ寸前の、冬上さんの表情を!!」


    　ついに決定的な言葉を未由は口にした。


    　逃げ込もうとした希望が打ち砕かれ、僕は膝ひざをつく。


    「冬上が……死んだ？」


    　眩暈めまいが襲い、視界が暗くなる。両手を地面について体を支えると、今度は吐き気が込み上げてきた。受け入れたくなかった。目の前の現実を全て拒絶したかった。


    「ケースケ、しっかりして！」


    　そんな僕をアリッサは支えてくれるが、その手は小刻みに震えていた。


    「――あは、あはははは……私、何もできなかったよ。目の前が真っ赤になって、怪物を八つ裂きにしたけど、そんなことで冬ふゆ上がみさんは生き返らなかった。じゃあ、どうすればいいの？　ねえ、アリッサさん。魔術なら奇跡を起こしてくれる？」


    　上うわ擦ずった声で訊ねる未み由ゆ。だがアリッサは目を伏せる。


    「無理よ……。私の回復魔術は傷の治りを早めるだけ。ミユが使う《嘆なげきし魔ま王おう》の魔術には、そもそも人を癒いやす術は存在しない」


    「そうだね……知ってる。私の魔術は、壊して、潰つぶして、殺して、蹂じゆう躙りんして、征服するだけの力。誰かを救える力なんか――持ってない！」


    　未由がそう叫んだ瞬間、熱風が吹き荒れた。


    「っ!?」


    　肌がチリチリと痛み、僕は腕で顔を庇かばう。未由の未定義魔術だ。右手の《魔狼フエンリル》が魔力を吸収し、ドクンと脈動した。


    「ケースケ、離れて！」


    　アリッサが強引に僕の腕を掴つかんで立たせると、未由から僕を引き離す。


    「未由、どうしたんだ!?」


    「――はは、あははははははははっ!!」


    　僕は呼びかけるが、未由は高らかに笑い声を上げるだけ。


    「ケースケ、まずいわ。ミユが《嘆きし魔王》に侵食されてる！」


    「侵食!?」


    　僕は意味が分からずに問い返す。


    「私たちは《高次存在ヴイナー》と精神を同調させて魔術を使っているわ。だけどその同調が過ぎれば《高次存在ヴイナー》の精神に呑のまれてしまうのよ！　今のミユは怒りと嘆きに支配されて、とても深く《嘆きし魔王》と繋つながってる。このままじゃ自我の境界を失うわ!!」


    　アリッサは熱風を避けるため、樹木の後ろに僕を連れて隠れながら告げる。


    「そんな――じゃあどうしたら……」


    「大丈夫よ。ちょっと荒っぽくなるけど、あたしがミユを気絶させるから！」


    　僕を木の陰に残し、アリッサは未由の元へ走りよっていく。


    「――輝く雷球ライトニング！」


    　手の平に野球ボールほどの電気の球を作り出したアリッサは、それを未由に向かって投げつける。


    　だがその一撃は未由の体へ届く前に、バチィッと弾け飛んだ。


    　真紅の炎が未み由ゆの体を包んでいる。あれでは攻撃も届かないし、近づくこともできない。


    　僕は歯を噛かみ締めて、両足に力を込める。


    　クレーターの中で倒れていた冬ふゆ上がみの姿が脳裏でフラッシュバックするたびに、崩くずれ落ちそうになるが、歯を噛み締めて立ち上がる。


    　隠れている場合じゃない。立ち止まっている間に、何かを失なくすのはもう嫌だ！


    「アリッサ、僕が未由の魔術を全部喰らい尽くす！　その隙すきにもう一度!!」


    　僕はそう叫ぶと、右手を前に構えて走り出した。


    　周囲の温度は異常に上昇しており、全身から汗が噴き出る。だが押し寄せる熱風は僕を止めることはできない。未由を取り巻く熱の渦うずは全て《魔狼フエンリル》へと吸い込まれ、道を開く。


    「未由！」


    　伸ばした指先が未由の肩に触れる。右腕が脈動し、未由が発動していた力を全て吸収した。


    「今だ、アリッサ！」


    「輝く雷球ライトニング!!」


    　僕の合図とほぼ同時に、アリッサは電撃の塊かたまりを未由へ放った。今度は防がれることなく腹部へ命中した雷球は、未由の体を一瞬痙けい攣れんさせる。


    「あ――」


    　ガクッと倒れそうになる未由を僕は支える。どうやら気を失ったようだ。けれど閉じた瞼まぶたからはまだ涙が伝い落ちていた。


    　未由……。


    「どうして……こうなったのかしら……」


    　アリッサがひどく疲れた声で呟つぶやく。思いは僕も同じだった。


    　――ガサッ！


    　その時、近くの茂みが揺れる。僕は未由を地面に寝かせてから身構えた。


    　まだあの怪物たちがいるのか？　冬上を――殺した奴らが！


    　頭の中が灼しやく熱ねつし、胸の奥からドロッとした感情が湧わきあがる。


    「……遠とお見み様、アリッサ様？」


    　けれど聞こえてきた声は覚えがあった。現れたのは眼め鏡がねを掛けた執事服姿の男性。手に持った懐中電灯の光を僕らに向けてくる。


    「九く棚だなさん……？」


    　僕は彼の名前を呼ぶ。


    「どうしてクダナがここにいるの？」


    　アリッサが問いかえると九棚さんは横たわる未由を見ながら答える。


    「この近くまで未由様をお送りしたのは私だからです。零時五分を過ぎるまでは近づくなとのご命令でした。未由様は……ご無事なのですか？」


    「ええ、気絶しているだけよ。けどユキエは……」


    　九く棚だなさんはアリッサの視線を追い、クレーターの縁に立つと下へ懐中電灯を向ける。


    「――分かりました」


    　感情を抑えた声で頷うなずき、九棚さんは僕らを見た。


    「アリッサ様方が何な故ぜここにいるかは問いません。今の私は八や朔さく家を併へい合ごうした関係で、あなた方がこれまで為なしてきた事も多少は存じています。また、未み由ゆ様のお力になってくれたのでしょう。ありがとうございます」


    「九棚さん、どうして本当に未由を一人で行かせたんですか？　こっそりと人を配置して最悪の事態を防ぐことぐらいできたんじゃ……」


    　もはや今更なことだとは分かっていたが、僕は言わずにはいられなかった。


    「私は……私たちは、未由様のご命令に異を唱えることはできません。絶対に」


    　返された言葉は重く、僕はそれ以上口を開けない。何もできなかったのは僕も同じ。八つ当たりと、分かっていた。


    「――お二人とも、未由様と……冬ふゆ上がみ様のことは私にお任せください。部下がお送りしますので、もうお帰りを」


    　九棚さんがそう言うと、草むらから黒服の男が現れ「こちらへ」と僕らを促す。


    「でも、まだ未由は――」


    　目覚めたとき、また暴走してしまうかもしれない。一人にするには不安だった。それにあんな状態の冬上をこのまま放っておけというのか？


    　だが九棚さんは僕を厳しい瞳ひとみで睨にらみ、鋭い声で告げる。


    「これは九棚家の仕事です。お引き取り下さい」


    　さらにもう一人黒服が現れ、僕らを挟み込む。


    　抵抗しようか迷い、握り締めていた拳こぶしをアリッサがそっと包み込む。


    　体から力が抜けた。また膝ひざを折りそうになるのを堪こらえ、僕は頷く。


    「――分かった。九棚さん……よろしくお願いします」


    　僕は黒服たちに従って歩き出しながら告げる。


    「はい。それとこれはまだ表おもて沙ざ汰たにはできない事件です。他言は無用に」


    　九棚さんの注意に返事をする気力は残っておらず、僕は小さく首しゆ肯こうしてアリッサに手を握られたまま黒い背中の後についていった。


    　しばらく森の中を歩くと電車の高こう架か下へと出る。舗ほ装そうもされていない砂利道に黒塗りの高級車が停まっていた。


    　車内でのことはほとんど覚えていない。気がつくと僕は男子寮にほど近い場所で下ろされていて、左手にあったアリッサの温ぬくもりは消えていた。


    　別れる間際にアリッサが何か言ってくれた気がするが思い出すことはできなかった。


    　とっくに門限を過ぎた男子寮の門は閉まっていたが、そういう時の抜け道はいくつもある。僕は裏手に回りこみ、植え込みの陰に隠れたフェンスの穴から中へ入った。


    　足音を立てないようにして階段を上り、部屋の前まで歩く。ちゃんとポケットに入れておいた鍵かぎで扉を開くと、ベッドに寄りかかって眠っている由ゆ衣いの姿が見えた。


    　きっと待ち疲れたのだろう。僕はそっと由衣を抱き起こすとベッドへ寝かせ、自分はさっきまでの由衣と同じようにベッドの縁に背中を預けた。


    　壁に掛かった時計を見上げると、時刻は午前一時を回っている。


    　カチコチと一秒を刻んで動く秒針を目で追った。


    　――一時間と少し前まで、冬ふゆ上がみは生きていた。


    　思考するのを止やめていた僕の脳が、そんな事実を認識する。


    　長針がたった一回りするだけの時間。しかしそれを巻き戻す術すべはない。


    　虫食いのように、心の中で広がる空洞の名は絶望。


    　両親と由衣を失った後、通つ夜やで呆ぼう然ぜんとしていた時の自分を思い出す。


    　あの頃も似たような気分だった。全てに現実感がなくて、世界が灰色に見えていた。


    　今見えている景色もひどく色あせている。けれど決して消えない色が一つだけあった。


    　――赤。


    　その色が、いつでも視界の端で揺れ動く。その度に、僕の心が大きく波打つ。


    「そっか……これが、怒りなんだな――」


    　呟つぶやく。自分の奥底で滾たぎる衝動を理解して。


    「復ふく讐しゆうは止めろ、か……」


    　ふとそんなことを未み由ゆに言おうとしていた自分が馬鹿に思えた。


    　こんな……こんな焼けつくような痛みを胸に抱え続けるなんて拷ごう問もんに等しい。


    　抑え込もうとすれば、それは誰彼構わず攻撃したくなる破壊衝動へと変わってしまいそうだ。


    　冬上のことは苦手だった。昔は嫌いだったし、憎んですらいた。けれどいつの間にか冬上は大切な日常の一部に――欠けてほしくないモノの一つになっていた。


    　僕にとって、今の冬上は紛まぎれもない〝友達〟だったんだ。


    　八や朔さく連れん大だい……！


    　拳こぶしを握り締め、胸の中でその名を吐き捨てた。


    　今なら未由の気持ちが分かる。連大に復讐するためなら僕はどんなことでも――。


    「――すぅ」


    　だがその時、静かな部屋に由衣の小さな寝息が響いた。赤一色に塗りつぶされそうになっていた景色が、元に戻る。


    「由衣……」


    　復讐のためならどんなことでも――――できない。


    　由ゆ衣いの寝顔を見て、僕は気付いてしまう。


    　何も失いたくない。一度掴つかんだ腕は離したくない。


    　それが僕の望み。自分が自分であるための、願い。


    　怒りに心を委ゆだねて、全ての痛みを忘れたかった。けれどそれは守りたかったはずのものまで見失う選択。


    　――くそっ!!


    　今の僕には逃げ込める場所なんてないらしい。


    　時計をじっと見上げながら胸を押さえる。


    　こんなにココが痛くては、僕はいつまでも眠れそうになかった。
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    「――痛い」


    　星空と大地の狭はざ間まに浮かびながら、あたしは胸を押さえた。


    　ケースケとあたし――アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトを繋つなぐ《道パス》を通じて、苦しみが伝わってくる。


    　ユキエを守れなかったケースケの気持ちはよく分かる。あたしだって、すごく怒っている。自分の無力を悔やんでいる。


    　でもあたしは感情と思考を切り離して、眼下の街並みに意識を向ける。


    　あたしの苦しみをケースケに伝えるわけにはいかない。もう既にケースケの心は抱えきれないほどの痛みで一杯なのだから。


    　それに、あたしはやらなければならないこともある。


    　あたしの真下にあるのは友とも月づき家の屋敷。冷静になれていないケースケは考える余裕がないだろうが、事件はまだ終わっていない。


    　ミユの話が本当なら、相手はまともな交渉をせずにユキエを殺したことになる。


    　だとすればミユに精神的ダメージを与えるのが目的だったのかもしれない。目覚めたミユがまた感情を暴走させてしまわないかも心配だったが、それ以上に弱ったミユを狙って先ほどの怪物が押し寄せてくる恐れがある。


    　あたしが……ケースケの代わりにミユを守らないと。


    　決意を固めて、五分ごとに繰り返している風の魔術による索さく敵てきを行おうとしたとき、何か光るものがこちらに向かって飛んでくるのが見えた。


    「……鳥？」


    　それは金色に輝く鳥の形をした光だった。あたしは警戒して距離を取ろうとするが、よく知った声が響く。


    『――アリッサ、久しぶりね』


    「伯お母ば様!?」


    　それは八月の半ばから行方ゆくえをくらましていたあたしの伯母――ウルト＝クラノ＝ストーリングの声だった。


    　鳥の形だった光がぼうっと広がり、薄うっすらと透けた伯母様の姿が現れる。


    「その姿……精神体？　今まで何してたのよ……あたし、心配してたんだから！」


    『ごめんなさいね、何も言わずにいなくなって。だけどあんたがケイスケの故郷に行ってからも、しばらくは見守っていたのよ。物騒な事件が起こったのも知ってる。でも干かん渉しようすることはできなかった。そして今回の事件にも手を貸せない』


    「どうして？　何か事情があるの？」


    『――理由は単純よ。今起きている出来事の行き着く先が、方はこ舟ぶねに必要な未来だから。私には止めることができない……』


    　伯母様は悔しそうな顔で答える。


    「必要な未来……だったらどうして伯母様はそんな表情をしてるの？」


    『それはね、その未来がアリッサやケイスケにとっては悲劇になるからよ。あんたたちは今以上に傷つくことになる』


    　その言葉にクレーターで見たユキエの姿を思い出し、震えが走る。


    「また……誰かがいなくなるの？」


    　だがその問いには伯母様は答えず、自分の手の平を夜空に翳かざした。よく見れば伯母様を包む光が弱くなり、体も薄くなっている。


    『――この体はちゃんとした精神体じゃなくて、私の思念を受信して実体化する、急場で作った未定義魔術なのよ。そろそろ限界みたいね』


    「待って伯母様！　ちゃんと教えて!!」


    　今にも闇に紛まぎれてしまいそうな伯母様へあたしは叫んだ。


    『そんな泣きそうな顔しちゃダメよ。本当にあんたは子供の頃から変わらないわね。私はあんたが泣くのを見るのが嫌だった』


    「伯母様……」


    『私はあんたを悲しませる未来が――こんな筋書きが気に入らない。方舟が必要とする未来への道筋は一つじゃないわ。だからアリッサ、あんたの思う通りにやりなさい。たとえこの先、どんな事が起きてもあんたは〝方舟〟って言葉を気にする必要はない。私みたいに縛しばられなくていい。私が伝えたかったのは――それだけよ』


    　その言葉を最後に、金色の光は風に吹き流されて夜に呑のみ込まれる。


    「あ――」


    　慌あわてて手を伸ばすがもうそこには何もない。


    　伯お母ば様……。


    　一ひと先まず無事だったことには安心した。けれど残された言葉は重い。


    　未来に待つのは――悲劇。だけど方はこ舟ぶねが必要とするもの。


    　どういうこと？　今起きている事件は何か方舟と関係があるの？


    　分からない。


    　でも、これ以上悲しいことが起きるのは……絶望に崩くずれ落ちるケースケを見るのは嫌だった。けれど何をすればそんな未来を避けられるのだろうか。


    　与えられたヒントは一つ。


    　方舟という言葉を気にするな……。


    　その言葉の意味は、今はまだいくら考えても分からなかった――。
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    　時計が刻む一秒一分一時間。その経過を示す三本の針を目で追い続けた夜は、とても長く感じた。けれどいつかは必ず朝が来る。


    　カーテンの隙すき間まから差し込む日差しが横顔に当たり、僕は夜が終わったことに気がついた。


    「うぅ～ん……」


    　ベッドの上で由ゆ衣いが身じろぎをする。もうすぐ目覚めるかもしれない。そうすれば訊ねてくるだろう。冬ふゆ上がみはどうなったのか、と。


    　まだ……平静に説明できる自信はなかった。


    　僕は数時間ぶりに立ち上がると机の上に置かれたノートを一枚破り、そこへペンを走らせる。


    　これが逃げなのは分かっていた。でも、由衣が冬上のことを知ればきっと泣くだろう。今の僕にはそれを受け止めることができない。必死で保っている心が崩くずれ落ちてしまう。


    　僕はジャージを脱いでジーパンとＴシャツに着替えると、書き置きを残して寮部屋を出た。


    　これで一度部屋に帰ってきたことは分かるはずだ。たぶん心配はするだろうけど……。


    　休日の朝ということもあり、寮からはジョギングに出ていく生徒の姿がちらほらあった。部活動の用意をして集団で登校していく生徒もいる。


    　彼らの後に続いて寮の門を出ると、学園の方向へ進んでいく。私服で登校しているような気分だ。


    　しばらく川沿いに真っ直ぐ行くと学園に辿たどり着くが、僕は校門を通らずにそのまま直進した。そうすると今度はこちらへ歩いてくる女生徒の一団と多くすれ違うようになる。この先には女子寮があるので当然だろう。


    　この短い距離の間に、冬上は攫さらわれた。


    　こんな十分程度の道のりを、僕は送っていかなかった……。


    　また終わりのない後悔に苛さいなまれそうになり、僕は女子寮へ辿り着く前に橋を渡って道を逸それる。


    　特に行く当てはない。僕は適当な道を選んで歩き続けた。


    　今はあまり人ごみの中にいない方がいいと思い、人通りの少ない道を選んで進む。


    　静かで車が通らないような細い路地には余計な雑音はなかったが、ひどく心細かった。


    　結局、楽になれる場所など見つからないまま三時間ほど放浪を続ける。足に疲労が蓄ちく積せきし、やけに重い。朝は何も食べていなかったので、空腹感も大きい。けれど何か腹に入れても今は戻してしまいそうな気がして、僕は足を止めずに彷徨さまよい続けた。


    　どこをどう歩いたのかも分からない。だからそれは偶然だったのだろうか。それとも無意識に足が知っている道を辿ったのか……ふと横を見ると、いつの間にか僕は教会の前に立っていた。


    　懺ざん悔げでもするつもりだったのか？


    　自じ嘲ちようしながら鐘しよう楼ろうを見上げる。あの場所には今日もツグミがいるのだろう。でも今日は会って普通に話はできそうにない。


    　僕は首を振って立ち去ろうとした。


    『――遠とお見みくん、暇ひまだったらまめに通ってあげなさい。ああいう子は、実は寂しがりやだから』


    　けれど冬ふゆ上がみの台詞せりふが頭を過よぎり、足を止める。


    「…………」


    　迷った挙あげ句く、僕は施設の門を潜くぐっていた。


    「――やあ」


    　その途端、声が掛けられる。驚いて視線を巡らせると、門柱の陰に金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年が立っていた。この施設の院長――エノク＝ケテルだ。


    「こんちは……お邪魔します」


    　頭を軽く下げて挨あい拶さつする。アリッサへ言い寄っていた彼には良い印象を持っていないが、来訪者は僕の方なので無視する訳にもいかない。


    「何の用だい、啓けい介すけ。ずいぶんひどい顔をしているな」


    　エノクは馴れ馴れしく名前を呼び捨てにして問うてくる。


    「――ツグミに会いに来たんだよ。顔がひどいのは元からだ」


    　あまりいい気分がしなかった僕はぶっきら棒に答えた。


    「ふうん、啓介は鐘楼の無口な小鳥を気に入っているのか？　なら君の連れ――アリッサをオレが口く説どくのも問題なかったと思うんだがな」


    「……そういう話じゃない。悪いけど今はあんたに付き合っている暇はないんだ。僕は約束を果たしに来たんだから」


    　湧わき上がりそうになる苛いら立だちを抑えて、僕はエノクの横を通り過ぎようとする。


    「――悪い、軽口が過ぎた」


    「え？」


    　意外なほど真しん摯しな響きの謝罪に、僕は足を止めた。


    「ひどい顔をしているのは、どうしようもなくひどい事があったからだろう。何ならオレが話を聞いてやろうか？」


    「……エセ神父に相談できることなんてないさ。それに話したところで……何の意味もない」


    　僕が突き放すと、エノクは軽く笑う。


    「はは、確かにそうだな。オレにできるのはせいぜい気休めの言葉を掛けることぐらいだ。誰に相談しようと、現実は変わらない。何をしようとも手遅れ。いくら祈っても神様は――救っちゃくれない」


    「教会にいる奴が言う台詞せりふかよ……」


    　僕は呆あきれて告げる。


    「エセ神父と言ったのは啓けい介すけだろう？　それに事実だから仕方ない。オレはこの世界に奇跡なんてないことを、よく知っている。ひどい現実は絶対に覆くつがえることがなくて、だから誰も彼もが啓介みたいな顔をする」


    「僕みたいな……？」


    「絶望の顔さ。まったく……オレたちも奇跡のある時代に生まれたかったものだな」


    　遠い目をしてエノクは空へ目を向けた。


    「どういう意味だ？」


    「……磔はりつけにされても生き返った聖人、海を割った指導者、悪魔を従えた古代の王――そんな奇跡が存在していた時代なら……それがたとえ万に一つ、億に一つの可能性だったとしても、オレたちは絶望せずにいられたんじゃないか？」


    　エノクは冗談めかした口調で僕に訊ねる。だがその表情は――彼が僕に言ったような〝ひどい顔〟に見えた。


    「…………」


    　僕が答えられずにいると、エノクはにこやかな笑顔を浮かべて首を振る。


    「いや――変なことを言ってしまったな。時間を取らせてすまない」
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    「あ、ああ……」


    　僕が頷うなずくと、エノクは背を向けた。見回りでもしていたのか、敷地の囲いに沿って歩き去っていく後ろ姿をしばし眺ながめる。


    　変な奴だな……。


    　ただの軽い男かと思っていたが、そういう訳でもないようだ。


    　エノクが建物の陰に隠れて見えなくなると、僕も止まっていた足を動かす。


    　絶望の顔……。


    　そんな表情のままでツグミに会うわけにはいかず、僕は礼拝堂へ向かいながら顔を手で擦こする。


    　今日は休日のためか、礼拝堂の扉を開けても鈴りんちゃんの姿はなかった。僕は奥の扉から物置を抜け、鐘しよう楼ろうへと上がる。


    　これまでと同じようにツグミはこちらへ背中を向け、空を見上げていた。白い髪が風に揺れている。ツグミの視線を追うようにして天を見渡した僕は、今日が雲ひとつない快晴であることに初めて気がついた。


    「いい、天気だな……」


    　他に何も言葉が思いつかず、ぽつりと告げる。するとツグミは振り向いて、赤茶色の瞳ひとみで僕を見た。


    「……今日は、どうして来たんですか？」


    「どうしてって……昨日、また来るって言っただろ？」


    「……はい、言いました。けれど、今のあなたは私と会話したいなんて思っていません。いえ……そう、見えません」


    　昨日、冬ふゆ上がみの真意を見抜いたツグミは、僕の本音もすぐに看かん破ぱしてしまう。表情はできるだけ繕つくろったつもりだったのだが、バレバレだったのだろう。


    「ごめん――何か今日は、ここに来なきゃいけない気がしただけなんだ。すぐに帰るよ」


    　そうだ、義務感だけで来てもツグミの方は楽しくなんかない……。


    「……待ってください。あなたは何がそんなに悲しいんですか？」


    　踵きびすを返しかけていた僕は、本当にお見通しなんだなと溜ため息いきを吐ついて答える。


    「大事な友達が一人……いなくなったんだよ」


    「……友達がいなくなると、悲しいんですか？」


    「当たり前だろ！」


    　思わず声が大きくなってしまい。驚いた表情のツグミに「悪い」と謝った。


    「やはり……失なくしたくないものなんですね」


    　だが何かを納得したように呟つぶやくツグミ。


    「どうしたんだ？」


    「……いえ、何でもありません」


    「そっか……じゃあ今度こそ帰るよ」


    　再び背中を向けようとする僕。けれどまたもや「待ってください」と呼び止められた。


    「何？」


    「……昨日、言われたことについて私なりに結論を出しました。その報告は必要ありませんか？」


    「あ……鈴りんちゃんのことか。どうすることにしたんだ？」


    「……無む償しようで恩恵を受けていたことは間違いありません。ですから対価を払うことにしました。けれど私は金銭の類たぐいを持っていないので、口頭で感謝を伝えることしかできませんでしたが」


    　何と言ったのだろう。ツグミのことだから「演奏を聞かせてくれて感謝します」とかぶっきらぼうに告げている図が容た易やすく思い浮かぶ。


    「鈴ちゃんの反応は、どうだった？」


    「……それが、何な故ぜか私の方がお礼を言われてしまいました。ツグミさんありがとう、と」


    　そちらもすぐに想像できる。ともかく上う手まくいったようだ。もしかしたら僕はもうお役やく御ご免めんかもしれない。


    「鈴ちゃんは嬉うれしかったからお礼を言ったんだよ。けど、お互いお礼を言ったのなら、差し引きゼロだな。またお礼しないと」


    「……それでは、終わりがありません」


    　心底困った表情のツグミに僕は笑う。今日初めて、笑ったかもしれない。


    「――終わりがなくていいんだって。そんで気がついたら友達になってるさ」


    「……友達」


    　不思議そうに呟つぶやくツグミ。


    「まあ、そのうち分かるよ。じゃあまた、経過を聞かせてくれ」


    　僕はそう告げて梯子はしごを下りようとする。けれど三み度たびツグミは僕を呼び止めた。


    「……待ってください。今日は私のことを〝あだ名〟で呼ばないんですか？」


    「え？」


    「……呼ばないんですか？」


    「あ――」


    　僕はあだ名を友達同士で呼び合う名称だと説明した。だというのに今日は一度も……。


    「ツグミ、また来る」


    　僕は改めて別れの挨あい拶さつをする。


    　それを聞くと、ツグミはかすかに笑ったようだった。けれど返ってきたのは意外な言葉。


    「……いいえ、あなたはもう、たぶんここへは来ません」


    「え？」


    「…………冗談です。さようなら」


    　呆あつ気けに取られた僕に、そう告げて背中を向けるツグミ。


    　あ……冗談、ね。


    　真ま面じ目めな口調だったので戸惑ってしまった。きっとあまり冗談の使い方も知らないのだろう。僕はそう考えながら梯子はしごを下った。


    　あだ名……か。


    　冬ふゆ上がみも彼女をツグミと呼んでいた。この前、表面的には喧けん嘩か別れで終わった二人が仲直りする機会はもうない。


    　それがどうしようもなく、僕は悔しかった。
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    　その視線に気がついたのは、施設を出てしばらくしてからのことだった。


    「誰か……ついてきてるな」


    　正午までには由ゆ衣いの元へ戻ろうと寮への道を辿たどっていた僕は、少しだけ歩調を速める。だが視線は背中に張りついたように離れない。


    　気配や殺気……そういったものを何となく感じるようになったのは初めての戦いから。以来、死と隣り合わせの戦闘に巻き込まれる度たびに、その感覚は少しずつ鋭敏になっていった。そしてその曖あい昧まいに思える直感を信じることが、生き残る上で一番大切だということを、経験で学んだ。


    　たぶん陽ひ名なちゃんに言わせれば自分自身の眠っている力を引き出す《内的魔術》に分類されるのだろう。けれど僕はまだそれを〝技術〟として使えるわけじゃない。よほど追い詰められた時以外は、明確に感じ取れることもない。


    　しかし何な故ぜか今は――異様なほどはっきりと視線の存在を確信できた。


    　一つじゃない。二つ……三つ。僕が歩くのに合わせてついてくる。


    　視線を意識すれば相手の気配もわずかに透ける。感じるのは獰どう猛もうな獣の息遣い。間違いない、昨日僕らを阻はばんだ怪物だ。


    「ああ……そういうことか」


    　僕はふと気付く。


    　つまり次は、僕の番ということだろう。


    　冬上は最初の見せしめ。もう一度同じように誰かを誘ゆう拐かいし、同じ要求を突きつける。未み由ゆに与えるプレッシャーは最初の比ではないはずだ。その対象が、僕。


    「はは――」


    　けど僕の口からは笑いが零こぼれた。自分の口元が歪ゆがんでいることを感じる。


    　いいさ、なら狩り場へ案内してやる。


    　僕は川に架かる橋を渡ると男子寮へは向かわず、自然公園への道を選んだ。


    　建物の屋上、細い路地、死角になるガードレールの下。僕を取り巻く視線は次第に増えていくが、まだ仕掛けてくる様子はない。冬ふゆ上がみが攫さらわれた時とは違い、この時間は人通りがあるからだろう。


    　僕は自然公園に入ると、かつてアリッサと魔術や体術の訓練をした丘へ向かい――通り過ぎる。そしてその先にある立入禁止の柵さくを乗り越え、大きな亀き裂れつが刻まれた荒れ野で立ち止まった。もはや周囲に人影はない。


    「ぐるるるるるるる……」


    　背後から唸うなり声と足音が響いた。隠れるのを止やめたのだろう。その数は五。


    　荒地の周囲に残った木々の陰からも、獅し子しの頭と黒い翼を持つ獣人や、全身が鱗うろこで覆おおわれた魚人など千差万別の怪物が姿を現す。こちらは見える範囲ですら十体以上おり、さらに数を増していた。


    　けど――それがどうした。


    　昨日あれだけ手こずったというのに、恐れは抱いだかない。助けを呼ぶつもりもない。


    〝邪魔〟をされたくはなかった。


    　未だ感覚は鋭敏なままで、視線を巡らせなくても死角にいる怪物たちの位置が分かる。手に取るように感じられる。


    　ここまで仕掛けるタイミングがなく痺しびれを切らしていたのだろう。僕を追ってきていた後方の怪物たちが先立って動き出していた。


    　獰どう猛もうな気配と、突き刺さるような殺気が視界の外から向かってくる。


    　待ちきれなかったのは、どっちだと思ってる……。


    　こいつらは分かっていない。本当に痺れを切らす寸前だったのは誰かを。狩る側が誰なのかを！


    　既に《姿の言葉シヤープワーズ》は唱え終えてある。あとは《起動言語トリガー》を告げるだけ。


    「――三頭の獄牙ケルベロス!!」


    　空に手を翳かざし、叫ぶ。右腕を黒い影が包み、巨大な陽炎かげろうの狼ろう首しゆを形作る。けれどそれで終わりではない。腕に纏まとわりつく影は膨張し、さらに二つの首を生み出した。それぞれの首は五メートルほどの長さとなり、僕の周囲をぐるっと取り巻く。


    　三みつ叉またの狼首は驚くほど体に馴な染じんだ。まるで欠けていた部位が戻ってきたかのよう。


    　そこで僕はようやく後ろを振り向く。


    　五体の怪物たちが目前に迫っていた。冬上を殺した――怪物たちが。


    　数は首の本数を超えている。けれどそいつらを屠ほふる方法など、瞬時に思いつく。


    　命じる必要はない。ただ思うだけで《三頭の獄牙ケルベロス》は自在に動いた。


    「潰つぶれろ」


    　数が多ければ纏まとめてしまえばいい。


    　二本の狼ろう首しゆが大きく牙きばを開き、左右から五体の怪物を挟みこむ。


    「ギィガァァァァア!!」


    　肉体を削られ、折りたたまれ、耳障りな悲鳴を上げながら、一つの肉にく塊かいへと変わる怪物。僕は残った狼首を奔はしらせ、その醜い塊かたまりをこの世から抉えぐり取った。


    「は――ははははっ！」


    　ほんの少しだけ気分が晴れた。


    　胸の中で濁り溜まった怒りを、やっと吐き出せた。


    　でも――足りない。


    　衝動が僕を突き動かす。まだだ……まだ全然〝喰い〟足りない。


    　僕の心に満ちているのは間違いなく〝飢え〟だった。失ったものを埋めるために、僕は〝喰らう〟相手を求めていた。


    「ゲギィィィィイィィッ!!」


    　仲間が喰われる様を見てか、威い嚇かくの声を上げて一斉に残りの怪物たちが襲い掛かってくる。


    　速い。まるで押し寄せる津波のような勢い。


    　けれど今の僕は全ての〝餌えさ〟の位置を見逃さない。正確にそれぞれの速度と動きを把は握あくし、近くの奴らから順に〝飢え〟の感情を解き放つ。


    　思考と同じ速度で三本の狼首は動いた。僕自身、目で捉えることはできない。


    　黒い軌跡だけを残して陽炎かげろうの牙が怪物の肉体を削り取る。


    　頭部を失った死体が僕の周囲に散乱し、血臭が大気を汚していった。さすがに脳を失っては再生もできないらしい。


    　もはや何体同時で襲ってこようが関係ない。僕の周囲五メートルに入ったが最後、その爪が僕に届く前に息絶える。荒れ狂う《三頭の獄牙ケルベロス》こそが僕自身であるかのように、一匹たりとも見逃さず喰らいつく。


    　そしてとうとう獲物は自分の立場を理解したのか、僕を取り囲みながらも間合いへ入ってこようとはしなくなった。それどころか怯おびえたように後退していく。


    　僕は笑う。この程度で〝捕食〟が終わると思っているのだろうか。


    　近づいてこないのなら、こちらから動けばいい。


    　僕は獰どう猛もうな感情に突き動かされるまま、足を踏み出そうとした。


    「――ケースケ！　もう止やめなさい!!」


    　だがその時、空から声が響く。


    　僕は狩りを中断して上を向いた。


    　金色の髪を靡なびかせて、空から白黒の法ほう衣いを纏う少女が降りてくる。


    　狼首が僕に伝える。あれも餌だと。


    　なら――喰っていいか。


    「っ……いいわけないだろっ!?」


    　僕は解き放とうとした《三頭の獄牙ケルベロス》を全力で制する。餌えさなわけがない。彼女は――あの少女はアリッサだ。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトだ。この右腕が喰らうべき相手とは違う。


    　今……どうして僕はアリッサが分からなかったんだ？


    　自分の思考に背筋が凍る。


    　そんな僕の前に着地したアリッサは、肩を強く掴つかむと、まっすぐに目を覗のぞきこんできた。


    「ケースケ、落ち着いて！　今のあんたは昨夜のミユと同じよ！　《高次存在ヴイナー》に精神が侵食されかかってるわ。ちゃんと自分を保ちなさい!!」


    「え……侵食？」


    　その言葉でようやく僕は自分の異常を自覚する。


    　直感という枠わくなど超えた知覚と、まるで自分の体のように馴な染じむ《三頭の獄牙ケルベロス》。そして心の中を荒れ狂う圧倒的な〝飢え〟。


    　いつの間にか僕は僕でないものに変わりつつあったことを知る。


    　だが――理解はしても衝動は消えない。


    　未だ怪物たちは僕らを取り囲んでいる。今はまだ僕を恐れて動けないようだが、このまま逃がすわけにはいかない。


    「アリッサ――ごめん、ダメなんだ。しばらく離れていてくれ。もうちょっとでこいつらを喰い尽くせるから……」


    　僕は左手でアリッサを引き離そうとするが、強い力で抵抗される。


    「イヤ！　これ以上、自我の境界が揺らいだらケースケは呑のみ込まれるわ。あたしはそんなの絶対に許さない。戻ってきなさいケースケ！　戻ってきてよ!!」


    「……まだ戦いは終わってない。こいつらの目的が僕の拉ら致ちだったとしたら、ケリをつけないと今度は他の誰かが狙われる。それにアリッサは未み由ゆを守ってくれていたはずだろ？　ここは僕一人で何とかなるからアリッサは戻ってくれ」


    「ミユならついさっき目を覚ましたわ。それで私はケースケを捜していたの！」


    「だとしてもまだ未由は――」


    「ふざけないで！　たとえミユが守れたとしてもケースケがいなくなっちゃったら、あたしにとっては何の意味もないわよ！　ケースケ、あの怪物たちを見ないで！　心を落ち着けて、あたしを見て!!」


    「今、敵のど真ん中にいるんだぞ？　そんなことできるわけ――」


    「いいからあたしを、あたしだけを見なさい!!」


    　アリッサはそう叫ぶと僕を抱き締め、唇くちびるを重ねてきた。


    「ん――」


    　柔らかな感触と、天地が引っ繰り返るほどの驚きが僕の脳のう髄ずいを打つ。


    　瞳を閉じたアリッサの顔が視界一杯に広がっていた。だがその顔は次第に赤くなり、とうとうプルプル震え始め、やがて限界に達したのか勢いよく唇くちびるを離す。


    「……ぷはっ」


    　ずっと息を止めていたのか、真っ赤な顔で息を荒らげるアリッサ。


    「お、おい……」


    　僕は呆ぼう然ぜんとしながら声をかける。


    「――どう？　少しはあたしが……見えた？」


    　その言葉に僕は、さっきまで鋭敏だった感覚が普段どおりになっていることに気付く。


    　胸を満たしていた〝飢え〟も強烈なショックに押し流されて、今は遠い。


    「ああ……なんか、戻った」


    　僕の表情を見てアリッサもそれが本当だと分かったようだ。紅こう潮ちようした顔に笑みを上乗せし、また強く抱きついてくる。


    「よかったぁ……」


    「っていうかアリッサ、お前キスを……。い、いやそれよりも。今の状況分かってるのか？」


    　僕の気配が変わったことを敏感に察知したのだろう。それまでじりじりと後退していた怪物たちが、再び距離を詰めてきている。
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    　とんでもない場所で……とんでもないことをされてしまった。


    　オウルとの一件で頬ほおに一度、《天使王ミトロン》の精神世界でニアミスがあったが、唇くちびる同士が触れたのは……初めてのこと。


    　まだ驚きは冷めず。心臓も早鐘を打ち続けている。


    「……下へ手たに私の魔術を使うと《三頭の獄牙ケルベロス》を刺激するから、《輝く雷球ライトニング》で気絶させられなかったのよ。他にケースケを我に返す方法を考えて……キスしか思い浮かばなかったんだもん……」


    　僕の服に顔を埋うずめてアリッサはくぐもった声で答える。


    「思い浮かばなかったって、ほ、他に何かあるだろうが」


    「もしかして――イヤだった？」


    「そ、そういう訳じゃないけど……ってちょっとそろそろ危ないぞ！」


    　見れば怪物たちが僕の間合いに踏み込もうとしている。正直先ほどのように《三頭の獄牙ケルベロス》を操る自信はない。でも迎え撃つしか――。


    「待って！　今のケースケは不安定だわ。もう戦わない方がいい。一旦距離を取るから、《天ミ使王トロン》の剣を顕けん現げんさせて。残りの敵はあたしが片付けるから」


    　アリッサは僕の左手を掴つかみ、そう告げる。


    「……分かった」


    　逡しゆん巡じゆんはしたが、僕は頷うなずく。怪物たちを相手に戦えば、また同じことの繰り返しになるのが目に見えていた。


    



    「――遠とお見みくん、どこ行くの？」


    



    　けれど次の瞬間、目め眩くらましに《三頭の獄牙ケルベロス》を地面に叩きつけようとしていた僕と、飛行魔術を唱えようとしていたアリッサは、全ての行動を忘れた。


    　ありえない声が聞こえたから。


    　望んでも二度と聞けないと思っていた声が響いたから。


    　怪物たちの群れが左右に割れ、その向こうに長い髪の少女が現れる。


    「ふゆ、がみ……？」


    　僕は信じられずにその名前を呟つぶやく。冬ふゆ上がみらしくない袖そでと丈たけが長い紺こん色のワンピースを着ているが、間違えようもない。近づいてくるのは死んだはずの――冬上雪ゆき絵え。


    「ユキエ……生きてたの？」


    　アリッサも呆ぼう然ぜんとしながらそう問いかける。


    「私、助けにきてくれるのを待ってたのよ？　どこかへ行くなら、私も連れていって欲しいわ」


    　冬ふゆ上がみは僕らに笑いかけると、怪物たちの傍そばを悠ゆう々ゆうと通り過ぎて目の前までやってくる。


    　ひどく不自然な光景。


    　だが冬上の登場に呆ほうけていた僕らは、危機感を覚えるのが遅れてしまう。


    「――ね？」


    　そう言って手を差し伸べる冬上。今、僕の右腕は《三頭の獄牙ケルベロス》になっていて、左手はアリッサと繋つないでいる。だから僕は、一旦左腕の方を離そうとした。


    「ダメ!!」


    　しかしアリッサが我に返ったように鋭く叫び、僕の左手を握り直す。


    　冬上が僕に伸ばしたのとは逆の腕――長い袖そでに隠れているが、そこに金属の輝きが見えた。


    「危ない！」


    　アリッサが左腕を強く引っ張る。僕はよろけながら後退し、代わりにアリッサが冬上の前に飛び出した。


    　――パスッ！


    　小さな乾いた音。アリッサの腕に細い針のようなものが突き刺さる。


    「……くぅっ!?」


    　途端に足をふらつかせ、崩くずれ落ちるアリッサ。


    「アリッサっ!?」


    　僕は後ろからアリッサを支え、笑顔を浮かべたままの冬上を睨にらむ。


    「遠とお見みくん、そんな怖い顔をしないでよ。今のはただの麻ま酔すい銃じゆう。かなり強力なタイプだけどね」


    　袖の中に隠していた銃を、冬上は軽く振ってみせる。


    「お前――誰だ!?」


    　僕は三本の狼ろう首しゆを冬上の眼前に突きつけて詰きつ問もんした。


    「いきなり別人扱い？　ひどいわね。普通に考えればいくつかの可能性が思いつくはずなんだけど」


    　だが全く動じずに冬上は肩を竦すくめる。


    「……可能性？」


    「そうよ。その一、私は冬上雪ゆき絵え本人で敵に寝返った。その二、誰かの変装。その三、死んだのは偽者で、冬上雪絵の体を誰かが操っている。その四、実は双ふた子ごの姉妹。どれがいい？」


    　心臓が跳ねる。示された可能性の半分は、冬上がまだ死んでいないというものだったから。でも――違う。


    「……ふざけたこと言うな。お前は冬上じゃない。少なくともその〝中身〟は！」


    「よくそんな自信を持てるわね。遠見くんは、そこまで私のことを知っているのかしら？　私が友とも月づきさんに復ふく讐しゆうするため、一ひと芝し居ばい打ったとは考えないの？」


    　確かに冬上のことを、僕は多く知らない。昔、児童養護施設にいたことも昨日初めて聞いたぐらいだ。けれど……。


    「冬ふゆ上がみなら、未み由ゆをあんな風に追い詰めようとはしない。あんな風に勝とうとはしない。意地悪だけど今のあいつは真っ直ぐに挑もうとする。だからお前は、偽物だ」


    　それを聞いて冬上は苦笑する。


    「ふぅん、その一は外れって確信してるのね。だけどその三――体は本物って可能性が残る以上、こうしたら遠とお見みくんは平静ではいられないでしょう？」


    　冬上は麻ま酔すい銃じゆうを持つ手とは反対の腕を振る。すると袖そでの中から拳銃がすべり出て、手の中に収まった。そしてその銃口を――自らのこめかみに押し当てる。


    「こっちの方は人を殺せる、本物の銃よ」


    「なっ!?」


    　全身に寒気が走った。血溜まりの上で動かなくなっていた冬上の姿が重なり、頭の中が真っ白になる。


    「……馬鹿ですね」


    　そんな僕を見て冬上は口調を変えて呟つぶやいた。


    　ガツンッと後頭部に衝撃。視界が揺れ、じんわりと鈍い痛みが広がる。ぐるんと世界が回転し、頬ほおに地面が擦こすれる感触。口の中に砂の味。


    　あ……。


    　殴なぐられた、のか？


    　後ろから迫る気配など、感じなかった。先ほどまであった鋭敏な感覚が消えていることを忘れ、気を取られた僕の油断……。後悔しても後の祭り。


    　僕の視界は闇に覆おおわれていく。


    「……正解は、その二です」


    　意識が途切れる寸前、そんな声を聞く。


    　それは冬上の声こわ音ねではなかった。だけど――聞いたことのある、声だった。
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    　う……。


    　闇の中を沈み続けていた僕は、息苦しさで自分という存在を思い出す。


    　あれ……僕は何で――。


    　後頭部がズキンと痛む。


    　何も思い出せなかったが、僕は苦しさから逃れるため、空気を求めるようにして暗い世界の中で光を探す。目印になりそうな眩まばゆい輝きは見つからない。けれど上の方がぼんやりと明るいことに気がついた。


    　僕はもがきながらそちらを目指す。すると古い木の香りが、鼻を衝つく。


    　あと少し……。


    　淡い光が目の前に広がり――僕は目を開いた。


    　染みだらけの天井が視界に映り、僕は仰あお向むけに倒れていることを自覚する。体の下は柔らかい布の感触がした。


    　僕はベッドで寝ていたのだろうか。でもこの天井は見覚えがない。ここは知らない場所だ。


    「……起きましたか」


    　聞き覚えのある声。僕は頭を動かして、声の主を視界へ収める。今いる場所もそれで大体把は握あくした。


    　僕がいるのは薄暗い室内。閉じたカーテンの隙すき間まから差し込む赤い光が唯一の光源。その明かりに横顔を照らされ、白い髪と褐色の肌の少女が僕を見下ろしている。


    （ツグ、ミ？）


    　僕はその少女の名前――いや、あだ名を呼ぼうとしたが声が出ないことに気がつく。口がガムテープのようなもので塞ふさがれている。息苦しかったのはこのせいか。起き上がろうしてみるが体も動かない。どうやら手足をベッドに縛しばりつけられているらしい。


    「……おはようございます。なかなか目を覚まさないので、殴なぐり所が悪かったのかと心配してしまいました。死んでしまっては……人質の価値がなくなりますから」


    　ツグミは僕の頭に触れながら告げた。


    （殴り所……？　人質？）


    　ずきっと後頭部が鈍痛を発して、その途端僕は全てを思い出す。


    　そうだ、怪物たちと戦っていた僕をアリッサが止めて……それから冬ふゆ上がみが現れて……アリッサは麻ま酔すい銃じゆうを撃たれて意識を失い、僕は――。


    （ツグミが何でここにいるんだ……？　僕は、たぶん気絶して攫さらわれたはずなのに……）


    「……まだ、気付かないんですか？」


    　呆あきれたように――だが少し寂しそうな顔でツグミは言い、片手で自分の顔を覆おおう。


    　すると真っ白だった髪が黒く染まり始め、肩までだった髪の長さも伸びていく。肌の色は逆に薄くなり白へ近づいていった。


    （何だよ……これ……）


    　映画の中のＣＧみたいに、生々しく外見を変化させていくツグミ。


    　急速な変容が終わるとツグミは顔を隠していた手を外し、伸びた前髪を懐ふところから取り出したリボンで纏まとめる。そこには――僕がよく知る少女の顔が現れた。


    （冬上……）


    「……こういうことです」


    　冬上の顔になったツグミは、口調はそのままで僕に告げる。


    （こういうことって……どういうことだよ？　何も、分からない。何でツグミが冬ふゆ上がみになるんだよ!!）


    　僕は渦うず巻まく疑問を心の中で叫ぶ。


    「……正解はその二だと、言ったでしょう？　私が冬上雪ゆき絵えに化けていた。それだけです」


    　まるで心の声が聞こえたかのようにツグミは答える。いや、そういえばこれまでも――。


    「……はい。直接触れていれば、私はあなたの思考を読むことができます。私の名前――本当の名前は、スラシュ＝ワン。精神感応能力に秀ひいでた《群れクラウド》の生体兵器です。あなたにとっては《鵺キメラ》の同類だと言った方が分かりやすいかもしれません。彼もこのような変身能力を有していたでしょう？」


    　リボンを解き、もう一度手で顔を隠すと、ツグミは元の顔に戻る。


    （《群れクラウド》……キメラ？　何……言ってるんだよ。じゃあまさかツグミは連れん大だいの……あの怪物たちの仲間だって言うのか!?）


    「……その通りです。あなたが怪物と呼ぶものは、私同様《鵺キメラ》の量産型。私たちは総称して《群鶫スラシユ＝クラウド》と呼ばれる兵器。この度、連大様に貸たい与よされ……その命令に従い行動していました」


    （そんな……嘘うそ、だろ？）


    「……こんな嘘を吐つく必要がありますか？」


    　分かってる。たとえこれが嘘だとしても、その嘘を吐ける時点で黒なのだ――。


    （あの怪物たちも……ツグミのように本当は人間だったのか？）


    　躊躇ためらいながら訊ねる。


    「いいえ。彼らは《鵺キメラ》になれなかった失敗作です。様々な《高次存在ヴイナー》の血と遺伝子を受け継ぐ私たちは、ほとんどが人として生まれることがありません。理性と呼べるものもなく……獰どう猛もうな獣と同じです。私はそんな中……《鵺キメラ》以降の世代で唯一、人型で生まれた実験体」


    （人の姿……。なら、ツグミは成功例ってわけか……）


    「……違います。私には《鵺キメラ》のような戦闘力はなく、変身能力も人間という枠わく内ないでしか使えない半端者でした」


    　ツグミは淡々と自分の生い立ちを語る。


    「しかし私の持つ強い精神感応能力――それが兄弟とも言える他の実験体には距離に関係なく作用することが発覚し……状況は変わりました。精神感応テレパスは、言いかえれば自分の精神を相手の心へ直接送り込む能力。制せい御ぎよが不可能な実験体を自分の手足――《端末》へと変え、統率することで私は価値を見み出いだされました。そして《一鶫スラシユ＝ワン》という名を得て……ここにいます」


    （つまり……昨日、僕らを足止めしたり、今日僕を襲ったのもツグミだったんだな？）


    　怒りを抱いだくべきなのだろう。ツグミは僕を騙だまし、冬上を攫さらった張ちよう本ほん人にんなのだから。でも何な故ぜか見上げるツグミの顔はとても透明で、僕が感情を向けようとしてもすり抜けてしまう。


    　命令のままに動く――道具。今のツグミはそんな風に見えた。


    「昨日、あなたの前に現れた端末は私が指し揮きしていました。けれど……今日は違います」


    　しかしツグミは少し予想とは違う返答をした。


    （どういうことだ？）


    「今日……あなたを攫さらうよう端末に指示を出したのは連れん大だい様です。あの方は私以外で唯一、端末を操れる能力をお持ちですから。ですが連大様はあなたの力を見誤っており……端末たちに多くの犠牲を出していました。それを感じ取った私が、あの場に駆けつけたのです」


    （支配の力か……）


    　八や朔さく家の持つ、血を媒ばい介かいとした異能。菜な津つを操ったように、血を飲ませればあの怪物も支配下におけるのだろう。


    「……しかし結果的には懸けん案あん事項だった魔術師も確保できました。端末の損そん耗もうが無駄にならなかったことは、唯一の救いです」


    （魔術師……？　そうだ、アリッサ――アリッサはどこにいるんだ!?）


    　頭だけを動かして見える範囲にはアリッサの姿は見えない。


    「別の部屋で眠っています。まだ薬は効いているので、目覚めるにはしばらくかかるでしょう」


    　その言葉に僕は安あん堵どしそうになるが、冬ふゆ上がみのことを思い出す。


    　人質が二人いれば、どちらかをまた見せしめに――。


    （どっちを先に、人質として使うつもりだ？）


    　僕はツグミの目を見据えて頭の中で訊ねる。


    「……順番としては、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトを先にするのが適当でしょう。友とも月づき未み由ゆが一番失いたくない人間はあなたですから、後に回した方が効果はあります」


    　その言葉に心が大きく揺さぶられるのを自覚する。


    （僕が……一番失いたくない人間？）


    　心が警鐘を鳴らしたが、僕はツグミに聞き返してしまった。


    「……友月未由が最も好意を抱いだいているのはあなたという意味です。私には――よく分からない感情ですが」


    （どうしてツグミに……そんなことが分かるんだよ？）


    「……彼女の心を読みましたから。間違いないことです」


    　こんな状況で――あまりに不意打ちだった。


    　そして恐らく、知ってはいけないことだった。


    　未由が僕のことを、好き？　未由にとっての、一番は僕？


    　これまでそんな想像をしなかったと言えば、嘘うそになる。期待したことさえある。


    　けれど、確かめようとは思わなかった。知ってしまえば、次は自分の気持ちに目を向けなければならなくなる。


    　僕にとっての一番が何か、見つけなければならなくなる。そしてその結果、何かを捨てることになるかもしれない。


    　それが怖くて――ずっと逃げてきた。


    「……あなたの心は、複雑ですね。私は、あなたのこともよく分かりません」


    　どこか羨うらやむような眼まな差ざしでツグミが呟つぶやく。


    　僕も……分からない。自分の心の形を見ようとしたことがないから。


    　未み由ゆへの気持ちもやはりすぐには見えない。考えるには時間が足りない。状況もそれを許さない。


    　だから今は心の奥へ仕舞い込む。


    　囚われてしまった僕は未由に何もしてやれない。それどころか未由を追い詰めるただの道具に成り下がってしまっている。


    　けれどそんな僕でもまだ守れるかもしれないものがある。無駄かもしれないけれど、それが今の僕がやるべきこと。


    （――なあツグミ。人質には、僕を先に使ってくれないか？　二人目も、三人目もそう変わらないだろ？）


    　僕は未由の気持ちを知った動どう揺ようを抑え込んで、心で呼びかけた。


    　このままではアリッサが冬ふゆ上がみの二の舞だった。それだけはなんとかしたい。


    　思い出すのは僕のために必死になり、怒り、喜び、笑うアリッサの顔と、唇くちびるの感触。


    　時間稼ぎにしかならないのは分かってる。事態の解決にもならないことも……。


    　でもあいつだけは、絶対――。


    「……いなくなって欲しくないんですね」


    （え？）


    　ツグミは僕の心を先読みするように告げた。


    「……安心してください。次の人質はあなたです。私は連れん大だい様に、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトを捕らえたとは報告していません」


    （報告してない？　どうして……）


    「特に指示のない事柄でしたから」


    　ツグミは事務的な口調で答えると、僕の頭に触れていた手を目の位置にずらした。視界がツグミの手の平で覆おおわれ、何も見えなくなる。


    （ツグミ？　何を――）


    「……取引の時間まで、もう一度眠ってもらいます。取引が成立しさえすれば、あなたとアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは無事に解放します。私が、保証します」


    　その声はとても真しん摯しに響いた。


    　彼女は僕が毎日鐘しよう楼ろうで会っていたあのツグミであるのだと、その瞬間理解する。


    （ツグ――）


    　心の中でもう一度名前を呼ぼうとしたが、とつぜん凄すさまじい睡すい魔まが襲ってきた。


    　僕の両目を覆おおう温かいツグミの手の平――その闇の中へ吸い込まれるように意識が渦うず巻まき、落ちていく。


    「……大丈夫、ですから」


    　最後、そんな声が耳に届いた気がした。
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    　う……。


    　次に僕の意識を浮上させたのは、三さん半はん規き管かんを乱す大きな揺れだった。


    　船酔いに似た気持ち悪さを感じて、僕は目を開ける。すると夜の街並みが目の前に広がった。昨日もアリッサと一緒に見下ろした景色。だが視線を動かして状況を確かめると、僕を抱えているのは鷲わし頭あたまの怪物だった。羽毛に包まれた腕に抱えられ、僕は空を飛んでいる。相変わらず口はガムテープで塞ふさがれており、手足もロープで縛しばられ動かせない。


    　周囲にはおびただしい数の怪物が並行して飛んでいた。


    　もう夜か。きっと部屋に残してきた由ゆ衣いはとても心配しているだろう。


    （どこに連れて行くつもりだ？）


    　心の中で問いかけるが、怪物は反応しない。こいつを操っているのはツグミではないということだろうか。


    　だがともかく、この状況……恐らく僕は取引のため運ばれているに違いない。


    　怪物たちは明かりの多い町の中心部から離れ、真っ暗な森の方を目指していた。この先にあるのは大地を削り取った直径約二百メートルのクレーター。


    　昨日と同じ場所で取引をするつもりなのか？


    　その疑問に答えるものはいなかったが、怪物たちは真っ直ぐにクレーターへと向かい、高度を落とし始める。


    　クレーターの淵ふちに明かりが見えた。距離が近づくと、それは燃え盛る一本の木だということが分かる。その木を挟むようにして二人の人間が相対していた。


    　一人は黒髪の少女――未み由ゆだ。もう一人は左右に二体の怪物を従えた背の高い白しら髪が交じりの男性。覚えている……あいつは八や朔さく連れん大だい。


    　怪物たちは僕を連れて連大の周囲に舞い降りる。


    　灰色のスーツを着た連大は、運ばれてきた僕をちらりと見てから、未由に向けて告げた。


    「さあ、これで遠とお見み啓けい介すけの無事は確認しただろう。では約束通り、私の血を飲んでもらおうか」


    　なっ……まさかもう未由は要求を受け入れてしまったのか？


    　ここまでどんなやり取りがあったのかは分からない。だが連れん大だいの背中越しに見る未み由ゆの表情はとても憔しよう悴すいしていて、揺れる眼まな差ざしで僕を真っ直ぐに見つめていた。


    『……友とも月づき未由が一番好意を抱いているのはあなた』


    　思い出したツグミの言葉が突き刺さる。


    　未由は連大への怒りと憎しみよりも、僕を選んだのだ。ツグミが言ったことは本当だった。未由はそこまで僕のことを想ってくれていた。


    　けれど、だからこそ耐えられない。僕のせいで、未由は連大の操り人形になってしまう。


    　かつて叔お父じである友月灘なだ世せに縛しばりつけられていた時以上の地獄に、未由を落としてしまう。


    　いっそ僕を気にせず仇かたきを討って欲しい。


    　今ならそう思う。恐らく連大は未由が条件を呑のんだので、血と命令を与えるために姿を現したのだ。こんな機会はもうないだろう。周囲には数え切れぬほどの怪物たちがいるが、未由ならば勝てるはず。僕はどうなるか分からないが、連大がいなくなれば少なくてもアリッサは助かる。


    　僕は目だけでその気持ちが伝わるようにと、未由の瞳ひとみを見返す。


    　けれど未由は泣きそうな表情を浮かべて首を横に振った。


    「――分かりました。でも、私が血を飲んだら啓けい介すけくんはすぐに解放して」


    「分かった。約束しよう」


    　こちらから表情は窺うかがえないが、連大の声には愉ゆ悦えつが満ちていた。約束など守られる保証はない。けれど未由はそれ以上抗弁しなかった。きっと少し口ごたえしただけで殺された冬ふゆ上がみのことを思い出したに違いない。


    　連大は手にグラスを持っており、そこには赤い液体が注がれていた。あれはたぶん、連大の血液だろう。連大はそのグラスを隣となりの怪物に持たせると、未由の元へ向かわせた。


    　未由は近づいてきた怪物からグラスを受け取ると、自分にとっての縛ばく鎖さとなる赤い液体をじっと覗のぞき込む。


    　やめろ！　飲むな！　飲まないでくれ!!


    　復ふく讐しゆうを遂とげて未由が変わってしまうとしても、人格全てを否定されるよりはずっとマシだ。連大を倒せば、未由とアリッサは必ず生き残れる。ただ一つ気になるのは由ゆ衣いのことだが、仮に僕が死んでもすぐに消えることはないだろう。《魔狼フエンリル》がまた違う誰かに移るとするならば、由衣はその鎖として存在できる可能性もある。


    　僕は心の中で未由に叫び続けた。その声が届いたわけはないだろうが、未由は顔を上げて僕を見る。


    「――ごめんね。啓介くんだけは絶対、死なせたくないの」


    　あ――。


    　未由はそう告げるとグラスに口をつけ、傾けた。赤黒い連大の血が、未由の唇くちびるから口内へ流れ込んでいく。


    　止まらない、止められない。少なくなっていくグラスの中身とは正反対に、僕の心には絶望が満ちる。


    　そして――未み由ゆは連れん大だいの血を、飲み干した。


    　カシャン！


    　空になったグラスを地面に叩きつけて、未由は連大を睨にらむ。


    「さあ、啓けい介すけくんを放して!!」


    「ふん――黙れ、心を閉じろ」


    　だが連大は鼻で笑い、未由に命じた。


    　その途端、未由は瞳ひとみからふっと光を消し、電池の切れたおもちゃのように停止する。


    　それは一番見たくなかった未由の表情。僕は己の無力さを心底呪った。


    「人形になったものが、主に意見するなどおこがましい。私の行動は私で決める。さて……どうするか」


    　連大は尊大な態度で呟つぶやくと、振り向いて僕を眺ながめる。


    「確かお前は《群れクラウド》にとっても重要人物だったな。取引材料になるかもしれんし、その力も利用できる。お前も私の人形にしてやろう」


    　髭ひげの下の口元をいやらしく歪ゆがめ、連大は近づいてくる。


    　やっぱり約束なんて守らないか……。


    　ツグミは取引が成功すれば無事に帰すと言っていたが、連大はそう甘くはないらしい。こうなってしまえば、ツグミがアリッサだけでも解放してくれるのを信じるしかない。


    　僕は視線だけで相手の息の根を止められたらと考えながら、連大を睨む。


    　こいつは誰よりも多くのものを僕から奪い、そしてさらに略奪しようとしている。


    　冬ふゆ上がみの命を、未由の心を奪ったこいつを許すことなどできなかった。


    「……反抗的な目だ。しかしそれもすぐ、従順な眼まな差ざしに変わる。私はその瞬間を見るのがとても好きなのだよ。どんな強固な意思を持とうと、私には逆らえない。全ての者が跪ひざまずく。もうすぐ友とも月づき家の実権は私に転がり込み、さらに《群れクラウド》の最大戦力《群鶫スラシユ＝クラウド》も私の傀かい儡らいだ。世界を裏から支配できる時も遠くない」


    　僕を抱えている怪物の体に触れると連大は笑った。だが何かを思い出したように腕を組む。


    「いや……その前に、こやつらの管理者であるあの少女は始末せねばな。私以外に《群鶫スラシユ＝クラウド》を操れるものがいては困る」


    　ツグミの……ことか？


    　僕は連大の底がない支配欲を前にして、背筋が凍った。


    「その際には貴き様さまを使ってやろう。《群鶫スラシユ＝クラウド》ではどちらの支配が優先されるか分からぬしな」


    　僕に、ツグミを殺させる気だ。ふざけるなと怒鳴りたいが何もできない。心の読めるツグミがこの企みを事前に察知していることを祈るしかないだろう。


    「さて、グラスは壊されてしまったので、直接飲ませることにしようか――」


    　連れん大だいはそう言ってスーツの内側に手を入れる。そして黒光りする拳銃を僕の前に曝さらした。


    「ん……？」


    　何故かそこで連大は不思議そうな表情を見せる。


    「妙だな……私は小刀を取り出そうとしたはずだが」


    



    『――殺せ』


    



    　その時、かすかだが声が聞こえた気がした。鈴すずを鳴らしたような高い女性の声だ。


    　すると次の瞬間、連大は手に持っていた銃を僕の額ひたいに押し当てる。


    　え……？


    　冷たい鉄の感触に、全身が震える。今更、凄すさまじい恐怖が腹の底から駆け上がってきた。


    　殺され、る？　どうして……連大は僕を操り人形にする気だったんじゃ――。


    　鈍い光こう沢たくを放つ銃の向こうにある連大の顔を呆ぼう然ぜんと見る。その瞳ひとみからは光が消えていた。まるで今の未み由ゆと同じだ。


    「そうだな――やはり殺そう……」
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    　連れん大だいは平坦な声で呟つぶやきながら引き金に指をかける。


    　事態は全く把は握あくできない。ただ確実なのは、僕はもうすぐ死ぬということだけ。


    　嫌だ、何で……!?


    　僕は連大の傀かい儡らいにされると聞いたとき、それでも安あん堵どしていたことを知る。


    　殺されるよりはいい。全てが終わるよりは。全ての可能性が断たれるよりは。


    　やめ……！


    　トリガーが引かれ、轟ごう音おんが響いた――気がした。


    　感じたのは大きな衝撃。痛みはほんの一瞬。額ひたいに触れていた銃口の冷たさの代わりに、猛烈な熱の塊かたまりが頭ず蓋がいにめり込む。


    　熱い熱い熱いあついあついあついアツイアツイアツイ――。


    　視界がぐちゃぐちゃに歪ゆがみ、ひび割れ、ノイズが走り……モノクロと極ごく彩さい色しきの映像が交互に現れ――記憶にある映像が順不同に点滅する。


    　デパートの屋上から風を纏まとって落ちてきたアリッサの姿。幼い頃、由ゆ衣いや咲さきねえと共に行った縁日の光景。僕に手品を見せてと頼む冬ふゆ上がみの顔。通つ夜やで見た遺影の中の親おや父じとお袋。暗い海で僕から木切れを奪った青い瞳。花畑でお墓に黙もく祷とうを捧げる陽ひ名なちゃんの小さな背中。調子よく振る舞う山やま崎ざきと宮みや島じま。娘を救うために立ちはだかったオウルの拳こぶし。スポットライトを浴びて歌う珠す洲ず里りユヤ。過去を偲しのぶ九く棚だなさんの瞳。僕に真相を伝えたとき見せたツグミの表情。


    　そして未み由ゆが見せた初めての微ほほ笑えみ。その姿は連大の後ろで無表情に立ち尽くす未由と重なり、交じり合う。


    　ごめん、僕は未由を助けられ――れ、れれれれ、れ……れ……れれ…………れ……。


    



    　――――ぷつん。
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    　私は目の前で起きた出来事を、まばたきもせずに見つめていた。


    　動くことはできなかった。叫ぶことはできなかった。


    　心と体が完全に別々のものみたいに、私の意志は外に伝わらなかった。


    　まるで映画。銀幕と客席ほどの距離感。どうあっても干かん渉しようすることが叶わない世界。


    　その中で、私が――友とも月づき未由が何としても命を守りたかった少年は、頭を撃ち抜かれた。


    　啓けい介すけ、くん……？　啓介くん!?　啓介くん!!


    　どれだけ心の中で呼びかけても声にはならず、怪物に抱えられた啓介くんも動かない。


    「少々勿もつ体たい無いが、構わんだろう。必要不可欠というわけでもない」


    　硝しよう煙えんが立ち昇る銃を構えたまま、八や朔さく連大は呟つぶやいた。そして地面に飛び散った血と脳のう漿しようを踏みにじる。


    　あ……あああああああああっ!!


    　もう取り返しがつかないことを悟り、私の心が赤い色で塗りつぶされる。


    　守るものがなくなった。縋すがるものがなくなった。両親のように、冬ふゆ上がみさんのように、奪われた！


    　何をしたらいい？　何をすればいい？


    　――許さない、許さない……許さない!!


    　だからどうする？　どうしたらいい？


    　――切り裂き、焼き焦がし、殺してやる！


    　でも、そんなことでは何も覆くつがえらない。現実は何も取り戻せない。


    　――分かってる。それでも、それしか、私にはできない！


    　奪われても、奪い返すことが叶わないものがある。復ふく讐しゆうは自分に何も還かえらない不毛な戦い。相手や自分の未来を閉ざす、闇へと続く道。


    　けれど、構わない。


    　どんなに愚かな行為だとしても、この怒りは理性も倫理も凌りよう駕がする！


    　祈る。体よ、動けと。


    　願う。この怒りと嘆きを、刃に変えろと。


    　しかし体は反応しない。連れん大だいはすぐ傍そばにいるのに、私からの距離はひどく遠い。


    　ダメなの？　私は、このままあいつの人形になるしかないの？


    　啓けい介すけくんを……私を支えて光を見せてくれた人を殺したあいつに、支配されて生きていくの？


    『そのようなことはない』


    　だが頭の中に声が響く。若い女の高い声。私はその声を知っていた。


    『そなたの中に流れるのは、始祖たるわらわの血。そなたの心と繋つながるのは、偉大なる王の意思。肉体も精神も、八や朔さくの血などに負けはせぬ』


    　朋とも月づき、未み永えい……千年もの間、生き続ける友とも月づき家を真に統すべる者。


    『ただ、怒れ。さすればそなたは、月げつ天てんの王となれる』


    　怒れ、か。


    　――それだけでいいんだ。


    　自制も、後悔も、憎しみですら、いらない。


    　私はただ真っ赤な怒りで、他の全てを焼き尽くす。


    　景色が歪ゆがむ。


    　連大の姿も溶け消え、ここではない情景が現れる。


    　赤い月が見えた。赤い大地が見えた。


    　そして獅し子しの鬣たてがみのごとき長髪を風に靡なびかせる男の背中が見えた。


    　その巨きよ躯くに私の意識は吸い込まれる。気がつくと私は太い二本の足で血塗られた地面に立っていた。


    　いったい、どうなって――。


    　私ではない私が、視線を空の紅こう月げつから下界へ移す。私の無ぶ骨こつで大きな右手には小さく白い左手が握られていた。


    　繋つないだ腕を辿たどると、赤い着物を纏まとった黒髪の少女の瞳にぶつかった。その顔を見て驚く。彼女は私とよく似ていた。髪が長いので印象が違うが、瓜うり二つと言っていいほど。年の頃も同じぐらいだ。私の口が勝手に動き、高い目線から彼女に話しかける。


    『ルナ……私は《天使王ミトロン》との戦いで、人の器を捨てるだろう。そこで我われらが勝利すれば、ヒースたちは時を渡る方はこ舟ぶねを作り出し、決戦の時に備えるはずだ。だがお前はこの大地に一人残ることになる』


    　喉から出たのは低い男の声だった。少女は私を黒い瞳で見上げると頷うなずく。


    『分かっております、父上。もう私にはこの国での名前があります。未み永えいという名が。種を蒔まき、仮に世界が蝕むしばまれても戦える基盤を作り上げてみせます。そして時が来たときは身の内に滾たぎるこの怒りで、父上を呼び戻して差し上げましょう』


    　少女は外見に似合わぬ大人びた口調で告げた。


    『すまぬな……ルナ』


    　私はごつごつした左手を伸ばして、少女の頭を撫なでる。


    　何だろう、これは。


    　私は、誰なの？　この場所はどこ？　私を見上げるあなたは誰？


    　自分の物ではない体と声に戸惑う。


    「それは、私の記憶だ」


    　また男の声が聞こえた。けれど今度は違う場所から。心のずっとずっと、奥の方から――。


    　誰？


    「聞かずとも分かるはずだ。既にそなたは私であり、私はそなたなのだから」


    　確かに――分かる。知っている。覚えている。


    　私の怒りと交じり合う、強い力。深い嘆きを湛たたえた心。


    「「そう、私は――」」


    　男の声と私の声が混じり合う。


    　赤い情景を突き抜けて、現実の景色が戻ってきた。


    　視界に映るのは怪物たちを従えて、近づいてくる八や朔さく連れん大だい。だがその表情が凍りつく。


    「貴き様さま……何な故ぜ、笑っている？　どうして、笑えるのだ？」


    　そうか、笑っているように見えるのか。残念ながら、それはハズレ。


    　私は、牙きばを剥むいているのだ。怒りの、牙を。


    　さあ、怒りと嘆きで理性を滅ぼし、私の仇きゆう敵てきを屠ほふろう。


    「笑うなっ！　私に従い、ただの道具として振る舞え!!」


    　焦あせったように連れん大だいが叫ぶが、私は笑うのを止やめない。


    　体と心の自由を奪おうとする八や朔さく連大の血など、もう効果はない。下げ克こく上じようの暴君など、国そのものを征服してしまえば、呆あつ気けなく城を明け渡す。この体に流れるのは王の愛まな娘むすめたる未み永えいの血。埋めようのない格の違いがそこにはある。


    「――命ずるのは、私だ」


    　私はそう呟つぶやくと、足を一歩踏み出した。


    　踏みしめた地面が赤熱し、溶け崩くずれる。蜘く蛛もの巣状の地割れが私を中心にして広がった。


    「貴き様さまっ!?」


    　連大は顔を蒼白にして後退すると、怪物たちを盾たてにして身を隠そうとした。


    　逃げられては、困るな。


    「止まれ、八朔連大」


    　だから私は命令した。すると連大は言葉の通りに足を止める。


    「ど、どうして動かんのだ!?　まさかこれはお前の支配か？　だがお前の血など私は浴びて――」


    　震える声で叫ぶ連大。


    「愚かな。その身が我が娘たる未永の血筋であることを忘れたか。血を浴びせる必要などない。そなた自身の血脈が私に服従する」


    「娘、だと……？　それにその口調――貴様、友とも月づき未み由ゆではないのか？」


    　それも愚かしい質問だった。私が友月未由でないのなら、連大にこれほどの怒りを覚えるわけがないだろう。


    「私は、友月未由だ。そして――嘆なげきし魔ま王おうと呼ばれる存在。その境界は、もはやない」


    　私はさらに歩を進める。大地のひび割れが連大の足元にまで広がった。


    「くっ!!　《群鶫スラシユ＝クラウド》よ！　もういい、あやつを葬ほうむれ!!」


    　空と地上から、私を取り囲んでいた怪物たちが一斉に突撃してくる。


    「大した軍勢だ。しかし――」


    　大地に走ったひび割れが赤く輝き、地鳴りを発する。地面が震えながら盛り上がり、赤熱していった。


    　これが、私の怒り。


    　八朔連大、その目で見て、思い知れ。


    　私はわずかに踵かかとを上げると、トンッとひび割れの中心を叩く。


    　大地の裂け目から閃せん光こうが迸ほとばしり、私を中心に地面が真紅に染まって融ゆう解かいする。


    　轟ごう音おんが――夜を揺らした。


    　天の星々をも焼き尽くすような黄昏たそがれ色の炎が、大地を砕いて噴き上がる。


    　私に近づこうとしていた怪物たちは、炎の柱に呑のまれて溶け消えた。


    　空高く舞い上がった岩石は燃えながら隕いん石せきのごとく降り注ぎ、生き残った怪物たちを蹂じゆう躙りんする。


    　八や朔さく連れん大だいはその光景を呆ぼう然ぜんと見上げていた。至近距離に岩弾が落下しても、微動だにしない。


    　私はゆっくりと、ゆっくりと、連大に近づいていく。固い拳こぶしを作っていた右手を解き、そこに炎を纏まとう曲刀を具ぐ現げんさせた。


    「……ここで、死ぬのか？」


    　目の前までやってきた私に訊ねる連大。


    　私はもう、答えない。


    　黙って炎えん剣けんを夜天に翳かざす。見れば空は眩まばゆい半月。こんな奴が命を散らすには勿もつ体たい無い夜だ。


    　夜空を見上げながら、私は最後に〝友とも月づき未み由ゆ〟として心の中で呟つぶやく。


    　――お父さん、お母さん、仇かたきを取るよ。


    　ぐっと柄つかを握る指に力を込める。


    　――冬ふゆ上がみさん、巻き込んで、ごめん。


    　八朔連大の顔を真っ直ぐに見つめる。


    　――啓けい介すけくん、私は……。


    　それ以上は言葉にしない。できない。


    　この怒りを解き放った時、私は完全に《嘆なげきし魔ま王おう》の一部になる。


    　そんな確信があった。


    　でも構わない。一番大切な人はもういない。


    　それに復ふく讐しゆうを果たしてしまえば、私も罪人。どこにも居場所なんてない。


    「さよなら」


    　それは連大への別れであり、自分に対しての決別だった。


    　掲げた刃を、振り下ろす。


    　赤い炎の軌跡が、暗い夜を――切り裂いた。
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    第四章　紅月の竜王、青輝の星狼
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    　銃声が、僕を終わらせた音が、耳の奥で反響していた。


    　――僕は、死んだ。連れん大だいに額ひたいを撃ち抜かれて。


    　脳が壊れ、自分が砕けていく感覚が生々しく残っていた。


    　けれど、何かおかしいことに気がつく。もしも死んだのなら、自分が死んだことを認識できるはずがない。


    　目の前に広がるのは闇だった。けれどその闇には温度があった。


    　温かい……。


    　この温度は覚えている。これはツグミの――手。


    「……接続を解除しました」


    　僕の予想は正しく、ツグミの声が聞こえた。僕の目を覆おおっていた手の平が離れていく。


    　闇が払われても、その向こうにあったのは薄暗い景色。窓から差し込む月明かりだけが光源の狭い部屋。


    　僕はまたベッドに寝かされているようだ。しかも拘こう束そくされているのも同じ。まるで先ほどまでの出来事が夢だったかのよう。


    　僕は視線を動かす。ベッドの横にはやはり、ツグミが立っていた。白い髪が月光を浴びて淡く輝いている。


    「どう……なってるんだ？」


    　そう呟つぶやいて、口は塞ふさがれていないことに気がつく。


    「……私を経由してあなたの意識を端末とリンクさせていました」


    　ツグミは僕を見下ろして告げた。


    「――リンク？」


    　全く理解できずに問い返す。


    「……つまり端末の一体をあなたそっくりに擬ぎ態たいさせ、精神を繋つないでいたという訳です。銃で撃たれ、生命活動を停止したのは端末の体。あなたはまだ……生きています」


    「ぼ、僕の身代わりを作ったってことか？　でも、何でそんなことを――」


    「……約束しましたから。取引が成功すれば……無事に解放すると」


    　とても真ま面じ目めな顔で、ツグミは答えた。


    「命令に逆らって……よかったのか？」


    「……私に課せられた役割は、連大様が目的を果たせる状況を作り上げること。ですから命令に逆らってはいません」


    「でも、端末ってツグミの手足みたいなものだって言ってたじゃないか。それを犠ぎ牲せいにしてまでどうして僕を……そもそも何で約束なんて、してくれたんだ？」


    　その問いにツグミは困った顔をする。


    「…………私を〝ツグミ〟と呼ぶ人間が、いなくなって欲しくなかっただけです」


    「――それって、あだ名のことか？」


    「はい……私にとって、名前は役割であり、自分が存在することを証明する唯一のもの。だから鈴りんが私を〝ツグミ〟と呼ぶのはとても不快でした。でもあなたは……それを容た易やすく私の〝もう一つの名前〟にしてしまった。とても、手放し難いものにしてしまった……」


    「ツグミ……」


    「たった、三人です。その三人だけに支えられる儚はかない名前。ですから私は……〝誰一人〟失いたくありませんでした」


    「三、人？」


    　鈴ちゃんと僕……あとは、誰だ？　まさか――。


    　僕の心を読んだのか、ツグミは頷うなずく。


    「……そうです。冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えは……生きています。あなたと同じように端末を身代わりにして、死んだように見せかけました」


    「ほ、本当なのか!?」


    　急には信じられず、だが何よりも信じたくて、僕は問い返す。


    「……本当です。ユキちゃんは、ずっと向かいの部屋にいましたよ」


    「そうか、生きてたのか……って、ユキちゃん？」


    　非常に違和感のある単語を耳にして、僕はポカンと口を開ける。するとツグミはわずかに顔を赤くした。


    「い、いえ……その、冬上雪絵とは捕らえてから何度か会話する機会があって……そこで私が〝あだ名〟の話をしたら、自分のこともあだ名で呼べと……それで紆う余よ曲きよく折せつの末、ユキちゃんに……」


    　恐らく冬上も、何な故ぜ自分を殺さなかったのか問い詰めたのだろう。しかしこんな状況で冬上らしいというか何というか……。


    「……ちなみに、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは右隣の部屋です。もう目覚めている頃ですから、ユキちゃんと一緒に連れて逃げてください。私は……そろそろ行きます」


    「行くって……どこにだ？　手足の拘こう束そくは解いてくれないのか？」


    「……声が出せるなら、拘束は魔術でどうとでもなるはずです。私が向かうのは、友とも月づき未み由ゆのところ。原因は分かりませんが、彼女は連れん大だい様の支配を脱しました」


    　それを聞いて、僕はようやく〝殺された〟直前の記憶を取り戻す。


    「未由が……？」


    「はい。あなたが撃たれた直後に別人のごとく豹ひよう変へんし……凄すさまじい力を発揮しています」


    　豹ひよう変へん……また侵食が起こったのか？　だとすると――。


    「もしかして……連れん大だいは、もう？」


    「……分かりません。あなたの他に、私と〝目〟をリンクしている端末を潜り込ませてあったのですが……今まさに焼失しましたから」


    　冬ふゆ上がみに続いて僕を目の前で殺された未み由ゆの絶望は想像して余りある。もしも本当に支配から抜け出したというなら、連大の命は時間の問題……。


    　馬鹿なことを――なんて言えない。僕と冬上は生きていたとは言え、連大が未由の両親を殺したことは変わらない。大切な人を奪われた怒りは僕も分かる。


    　でもやっぱり復ふく讐しゆうはして欲しくない。そんな未由を見るのは――悲しかった。


    「ツグミ、未由はもう僕らじゃないと止められない。後は任せてくれ。それに連大はツグミまで殺そうとしていた。ツグミが助ける義理はないだろう？」


    　無駄な犠ぎ牲せいを出したくなくて、僕は告げる。


    「……彼に反逆の芽があることは最初から承知し、《群れクラウド》に報告してあります。その上で私は……連大様を守る役目を与えられました。《群れクラウド》の意図は分かりませんが、私は私の義務を果たすだけ……。それに連大様が支配できなかった以上……私たち《群鶫スラシユ＝クラウド》が彼女を殺さなければなりません。それもまた……私の責務」


    「殺す……？　何、言ってるんだよ？　ツグミは僕を助けてくれたのに――」


    「……それとこれとは話が違います。〝ツグミ〟という名と同じように、私には《一鶫スラシユ＝ワン》という名も大切です。ですから私はその名前に課せられた役割を……放ほう棄きすることはできません」


    　ツグミは瞳に強い光を宿らせて、僕を見つめた。


    「そんな――役割のために与えられた名前なんて記号と同じじゃないか!?　ツグミって名前だけでも、きっとこれから生きていける。それに未由が本気で怒っているのなら、ツグミたちじゃ歯が立たない!!」


    　昨夜、我われを忘れた未由を気絶させた時も、《魔狼フエンリル》がなければ近づくことも叶かなわなかっただろう。恐らくツグミでは勝ち目はない。


    「……確かに私達の力では、友とも月づき未由を仕留めることはできないかもしれません。けれど……これが私の責任。今まで私は役割を果たす中で多くの命を奪ってきました。だから私は役割を果たし続けなければいけません。そして役割を果たせなかったときは……死ぬ。それが兵器として存在する私の正しい在り方」


    　ツグミはそう言うと僕に背を向ける。


    「待ってくれ、ツグミ！　せめて僕も一緒に――」


    　僕は制止の声を上げるが、ツグミは視界の外へと移動してしまう。ギィと部屋の扉を開ける音が聞こえた。


    「……お別れです。私に名前をくれて……ありがとうございました」


    　それは柔らかく、とても温かい声だった。


    　そして、バタンと扉が閉まる音が響く。


    「くそっ!?」


    　考えている時間はない。このままでは未み由ゆはツグミの命まで奪うことになってしまう。


    　僕は未由がこれ以上重い咎とがを背負うことも、ツグミが死んでしまうことも嫌だった。


    「――喰らうは心。界かいの狭はざ間ま、星を阻はばむ牙きばの門。空を閉ざす天の牢ろう！」


    　手足の縛いましめを解くため、僕は《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え始める。


    「……飢え、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼」


    　長い詠えい唱しように気が焦あせるが、僕は堪こらえる。言葉と共に心の中で引き出す力をイメージしなければ、想いは《高次存在ヴイナー》に届かない。


    「深き地の獄ごく、門を守りし三つ首。その姿象かたどり、底なき口で罪人を抉えぐれ!!」


    　魔術が僕の中でカタチを成す。あとは言葉で、その幻想を引き摺ずり出すだけ。


    「――三頭の獄牙ケルベロス!!」


    　右腕の拘こう束そくをブチブチと引きちぎり、顕けん現げんする長い三首の狼ろう頭とう。四し肢しをベッドの端に縛しばられていた僕はその三つの牙で残りの左手、右足、左足の縛めを噛かみ千ち切ぎった。


    　服装は家を出たときと同じ私服のまま。靴くつはご丁てい寧ねいにベッドの横へ揃そろえて置かれていた。


    　僕は急いでベッドから降りると、靴を履はいて部屋の扉へ走る。木製の扉には鍵かぎが掛かっておらず、ノブを回すと簡単に開いた。


    　その先には真っ暗な廊ろう下かが左右に続いていた。僕はまず右隣の部屋に向かう。だがこちらは鍵が掛かっており、僕は《三頭の獄牙ケルベロス》で強引に扉のノブがある場所を抉り取った。


    　扉を開けた先は、隣と同じ間取りの狭い部屋。ベッドの上には法ほう衣い姿すがたのアリッサが手足を縛られ、口を塞ふさがれ、転がされていた。


    「んー、んー!?」


    　ツグミが言う通り、アリッサは目覚めていたようで、僕の姿を見つけると呻うめき声を上げる。僕が縛めを解いてやると、アリッサは僕に縋すがりついてきた。


    「ケースケ、大丈夫なの!?　私、さっき、なんか……なんか、ケースケが死んじゃった気がして目が覚めたの！　どこも怪け我がしてない!?」


    　もしかして……僕が撃たれた時の衝撃が《道パス》を通して伝わってしまったのだろうか。涙目で僕の体をペタペタ触ってくるアリッサを見ていると、何だか胸の奥が熱くなる。


    「アリッサ、あまり時間がないんだ。僕は生きてる。これで――分かるだろ？」


    　僕は左腕を伸ばすと、アリッサの頭を抱き寄せて胸に押し当てる。


    「あ……うん……心臓、動いてる」


    　ようやくアリッサは落ち着いたように息を吐いた。僕もアリッサの温度を感じて、少し気持ちが安らいだ。


    「――ちょっと、お二人さん。何してるの？」


    　しかしそんな僕らに呆あきれたような声が掛けられる。僕とアリッサが部屋の入り口を見ると、こちらを半眼で見ている冬ふゆ上がみの姿があった。驚き以上に、喜びと安あん堵どが胸を満たす。


    　本当に……死んではいなかった。


    「え!?　ゆ、ユキエ？　どうして……」


    　冬上が生きていることを知らなかったアリッサは目を白黒させる。しかし冬上はその質問を違う意味で捉えたようで、こう答えた。


    「私は部屋に閉じ込められていただけで、動きは拘こう束そくされていなかったのよ。代わりに怪物が一匹、私を見張っていたけどね。さっきツグミちゃんが部屋に入ってきて、窓から飛んでいったわ。怪物に抱きかかえられて……私に、楽しかったって言い残して――」


    　そうか、ツグミは冬上の部屋から出ていったのか。


    「それで鍵かぎが開いたままだったから、廊ろう下かへ出てみたの。そしたら話し声が聞こえて、何な故ぜか遠とお見みくんとアリッサさんが抱き合っていたわけ」


    「え？　え？　このユキエは偽物じゃないの？　またあたしたちを捕まえにきたんじゃないの？」


    　僕はさらに混乱している様子のアリッサに説明する。


    「この冬上は本物だよ。死んでいたのが、偽物だったんだ」


    「そ、そうなの？　でも何で？」


    「さっきも言ったけど、長々と説明している時間はないんだ。今、未み由ゆはたぶん《嘆なげきし魔ま王おう》に心を侵食されて暴走してる。早く止めないといけない」


    　それを聞いてアリッサと冬上は、真剣な表情になる。


    「――分かったわ。そういうことなら急ぎましょう。場所はどこ？」


    　アリッサは僕に訊ねる。


    「この前と同じ、クレーターの傍そばだ。転移できるか？」


    「もちろんよ。でも外に出ないと……この部屋からじゃ月が見えない」


    　アリッサの転移魔術は光を媒ばい体たいとする。確かにここへ月明かりは直接差し込んでいなかった。


    「なら、早く外へ――」


    「待って、遠見くん。私も行くわよ。いいわね？」


    　走り出そうとした僕へ冬上が告げる。


    　危険ではあるが、未由の暴走を止めるには冬上の無事を見せる必要があるかもしれない。僕はそう考えて頷うなずいた。


    「ああ、行こう！」


    　僕らは部屋を飛び出し、廊下を走り、階段を探す。古びた木製の床はギシギシと喧やかましく軋きしんだ。


    　階段は廊ろう下かの突き当たりに見つかった。屋上に出られる構造かは分からなかったので、僕らは階下を目指す。二階分ほどで階段は途切れ、代わりに廊下の端は出入り口となっていた。僕らはそこから外へと走り出る。


    「ここは――」


    　僕は驚いて足を止める。目の前には広い運動場。振り返れば古びた三階建ての宿舎。隣となりには少し新しく見える別の棟むねもある。そして運動場の横にあるのは高い鐘しよう楼ろうのある教会……。


    「ツグミちゃんがいた、施設ね」


    　冬ふゆ上がみが呟つぶやく。


    　僕らはこんな場所に捕まっていたのか。ツグミがいた時点でもしかしたらとは思っていたが……。


    　そもそもどうして《群れクラウド》に属するツグミが施設にいたのだろう。まさか連れん大だいもここに隠れていたのか？


    　いや、そんな疑問は後だ！


    　僕は空を見上げる。ちょうど真上に、白い半月が輝いていた。ここなら転移魔術が使える。


    「アリッサ、頼む！」


    　僕は左手を差し出す。


    「分かったわ、行くわよ！　ほらユキエも！」


    　アリッサは僕の腕を取り、冬上もそこに手を重ねた。


    「――過ぎた輝きパストグロウ!!」


    　アリッサが澄んだ声で《起動言語トリガー》を叫ぶ。


    　僕らを金色の光が包み込み、周囲の景色が霞かすんでいく。この魔術なら移動に時間を必要としない。だがここまで少し手間取ったので、空を飛んでいったツグミはもうクレーターに辿たどり着いている頃だろう。


    　間に合ってくれ！


    　心の中で――僕はそう願った。


    



    
      ２

    


    



    　まず、焦げ臭い匂においが鼻を衝ついた。


    　次に、赤い大地が眼前に現れる。それは炎と血の色。あちこちに倒れている黒焦げになった怪物の死体が、地面を斑まだら模様に染めていた。


    　大気は息苦しいまでの熱を孕はらみ、肌をじりじりと焼く。


    　半月が注ぐ青白い光も、この場所の赤色を拭ぬぐうには力不足のようだった。ひび割れた大地には所々溶岩溜まりができていて、まるで地獄の底だ。


    　そんな赤と黒の世界に――その中心に未み由ゆは立っていた。


    　手には炎を纏まとう幅広の曲刀。その足は……傷だらけのツグミを踏みつけている。


    　ツグミは修道服のあちこちが切り裂かれ、その白い髪も焼け焦げていた。


    　一歩遅かった……でも、手遅れではない。ツグミは呻うめき声を上げ、まだ命があることを示していた。


    「未由！　もう止やめろ!!」


    　剣の切っ先をツグミの喉のど元もとへ押し当てた未由に向かって僕は叫ぶ。


    　間かん一いつ髪ぱつ――動きを止めて、こちらを振り向く未由。だがその瞳ひとみが僕らを映しても、表情に変化は現れない。


    「ほらミユ！　ケースケとユキエは生きているわ！　だから落ち着きなさい!!」


    　アリッサが僕と冬ふゆ上がみを指し示すが、未由は黙ったまま。


    　業ごうを煮やしたように今度は冬上が叫ぶ。


    「いい加減にしなさい、友とも月づきさん！　まだ事情は把は握あくしきれてないけど、あなたが怒りを向けなきゃいけないのってツグミちゃんなのかしら？　一応その子は私の友達なのよ。足をどかして欲しいわね」


    　ずっと無反応だった未由だが、冬上の言葉を聞いて初めて口を開く。


    「怒る理由なら、ある」


    　重々しい口調。その声こわ音ねに僕は違和感を抱いだいた。


    「何ですって？」


    　冬上は眉まゆを顰ひそめた。


    「この者は、私の仇きゆう敵てきを奪った。ゆえにこの怒りを受け止める責務がある」


    「……どういうことだ？」


    　僕は疑問の声を上げるが、それに答えたのは未由に踏みつけられているツグミだった。


    「う……れ、連れん大だい様は、逃げ果おおせたということです……私は役目を、果たしました……」


    　掠かすれた声で呟つぶやくツグミ。薄目を開けて、僕を見る。


    「え……連大は、生きているのか？」


    　正直、間に合うとは思っていなかった。


    　未由が復ふく讐しゆうに手を汚していなかったことは安あん堵どしたが、驚きの方が大きい。


    「はい……あの協力者には、感謝しなければいけません……彼が連大様を守っていてくれなければ、今頃……」


    　まだ仲間がいたってことか……。だが今の未由から連大を守ることができるものなど、僕ら以外にいるのか？　あの怪物ですら一瞬で消し炭になってしまうというのに。


    「――八や朔さく連大は、私が滅ぼすべき仇敵だった。しかしこの者らが私を阻はばんだせいで、その機を逸いつした。ゆえに私はこの怒りの矛ほこ先さきを向けている」


    　僕の思考を中断させて、未み由ゆはやはり普段とは全く違った口調で告げる。


    　ツグミへ向けられた剣を持つ手に力が籠こもるのが分かった。


    　――っ!?


    　目の前で……命が、消える。


    　反射的に僕は地面を蹴けり、未由の元へ走り出していた。


    　距離は遠い。この右腕では届かない。だが僕の腕にはまだ《三頭の獄牙ケルベロス》が発現していた。


    　失いたくないという思い、それは渇かつ望ぼう。欠けようとするモノを補おうとする衝動の名は〝飢え〟。


    　僕の意識が《三頭の獄牙ケルベロス》と重なる。


    　間に合えという願い、届けという思いを、僕の魔術が叶える。考える必要はない。この飢えを満たすための道筋は、一瞬で僕の前に示される。


    　この足では間に合わない。だから二本の狼ろう首しゆが足の代わりに地面を強く蹴り、僕の体をより速く前に運ぶ。


    　この腕では届かない。だから残った三本目の狼首を奔はしらせる。


    　五メートルという射しや程ていをもわずかに超えて、僕の牙きばが――未由の剣を噛かみ砕いた。


    「――何？」


    　驚いた様子で未由は空からになった手の平を見つめ、ツグミの傍そばから飛び退く。


    　僕は仰あお向むけに横たわるツグミと未由の間に立ち塞がるようにして、三本の狼首を構えた。


    「ツグミはやらせない。未由の仇かたきは連れん大だいだけだったはずだ。あいつが逃げたのなら……もう、いいじゃないか」


    「……この怒りが胸にある以上、私は止まれない。怒りと嘆きを具ぐ現げんすることこそ、私の在り方」


    　未由はそう言って、再び手に炎の剣を顕けん現げんさせる。詠えい唱しようも――なしで。


    「いったい、どうしたんだよ……未由？　未由、だよな？」


    　違和感が限界に達した僕は、そう訊ねる。だが返ってきたのは否定の返事だった。


    「残念ながら、もはや友とも月づき未由という少女の心は我が嘆きの海へと溶けてしまった。私の名はアル＝ザナフ＝トワイライト。《嘆なげきし魔ま王おう》と呼ばれる《高次存在ヴイナー》だ」


    「嘆きし……魔王？　そんな、姿は未由のままじゃないか？　前に召喚されたときはもっと――」


    　僕は未由が以前呼び出した竜りゆう頭とうの赤い巨人を思い出す。あれが《嘆きし魔王》の姿だったはずだ。


    「ケースケ、これは召喚じゃないわ。完全な同化よ。心が《高次存在ヴイナー》と混ざり合い、自意識が消滅する現象……もう、あれは本当にミユじゃない」


    　僕に追いついてきたアリッサが、後ろから告げる。


    「ほう、その顔と衣装は近くで見ると覚えがある。もしやヴェルか？」


    　未み由ゆ――いや、《嘆なげきし魔ま王おう》がアリッサを見て訊ねてきた。


    「ヴェルは……お母様よ」


    　アリッサが答えると魔王は表情に驚きを浮かべる。


    「娘、だと？　ならば《天使王ミトロン》の魂たましいはどうなった？　父親は誰だ？」


    「父は《求めし愚者ホリイ＝ライト》。《天使王ミトロン》の魂なら、この体に宿っているわ」


    　それを聞いて魔王は呟つぶやく。


    「……私が眠っている間に、予定外の事態が起きていたようだな。私がルナではなく、末まつ裔えいの体を借りて目覚めたのも、その一つか」


    「何を……言ってるんだ？」


    　僕が問うと、魔王がこちらへ視線を向ける。


    「少年、そなたの右腕も《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながっているように見える。どういうわけか外界の安全装置である《反牙リバス＝ウオルフ》を制せい御ぎよしているらしいな。その腕で私を喰らうつもりか？」


    　確かに《三頭の獄牙ケルベロス》は魔王を喰らえと訴えていた。だが僕は首を横に振る。


    「違う。僕がお前に要求するのは一つだけ――。未由を、返せ！」


    　右腕の衝動よりも、もっと強い、未由を取り戻したいという〝飢え〟。それが《三頭の獄牙ケルベロス》の食欲を抑えつけ、僕の意思に従わせていた。


    「その台詞せりふ……夢の中で聞いた覚えがある」


    　魔王は目を細めて、僕を警戒するように半身を開き、剣を構えた。


    「ああ、そうだろうな。お前が、未由を奪っていこうとするのは二度目だ。この前はその体を半分喰いちぎって、追い返してやったさ」


    　僕はあえて獰どう猛もうな笑みを浮かべ、言い放つ。


    「そうか、この娘は以前にも私を召喚していたのだな。だが私の記憶が曖あい昧まいなところを見ると、当時は私を覚かく醒せいさせる器ではなかったらしい。しかし今はもう、私とこの娘の心は不可分だ。返そうにも返せはしない」


    　魔王の無慈悲な宣告。だがそれを笑い飛ばす声があった。


    「全く……笑わせてくれるわね。心が不可分？　ふざけないでちょうだい。よく分からないけど、友とも月づきさんは憎かった仇かたきを逃がしちゃったわけでしょう？　そんな状態で、友月さんが心を明け渡すはずないじゃないの。いい加減、自分が何とかの魔王だとか――そんな〝振り〟は止やめなさい!!」


    　僕の隣となりに立ち、冬ふゆ上がみが大声で叫ぶ。


    「愚かな。私は《嘆きし魔王》だ。友月未由の自我はもう――」


    「ないって言うなら、どうしてツグミちゃんを〝痛めつけた〟のかしら？　あなたが《高次存在ヴイナー》なんて大たい層そうなものなら、この子をこんな傷だらけにしないでも、簡単に殺せたはずでしょう？　これじゃまるで、腹立ち紛まぎれの八つ当たりだわ！」


    　魔王は口を噤つぐむ。それは冬ふゆ上がみの指摘が的外れでないことの証明だった。


    　未み由ゆはまだ完全に消えたわけじゃないのか？


    　冬上に感謝する。これなら僕はまだ希望を失わないでいられる。


    　まだこの手が届くと――信じられる。


    　僕は一歩、前に踏み出す。


    「嘆なげきし魔ま王おう――いや、未由！　ツグミの代わりに僕が全部、その怒りを受けてやる！　八つ当たりだって言うなら、相手は誰でも構わないんだろう？」


    「……私の怒りを喰らい尽せば、この娘が元に戻ると思っているのか？　仮に私が消えれば、残るのは空の心。二度とこの娘は目覚めなくなる」


    　魔王はそう言い放つが、僕は絶望しない。


    「未由は、怒りに我われを忘れているだけだ。僕がそれを受け止めれば、自分を取り戻してくれる！　お前を呼び寄せたのは冬上と僕を失った怒りだ。僕らが生きてるって分かれば、きっと目を覚ます!!」


    「……なら、試してみるか？」


    　魔王の声こわ音ねが変わった。僕は油断なく《三頭の獄牙ケルベロス》を構える。


    　感覚が冴え渡る――今ならどんな攻撃が来ても、凌しのげる自信があった。それに《嘆きし魔王》といった《方はこ舟ぶね》の魔術流出に備えて作り出されたのが《魔狼フエンリル》の元になった《反牙リバス＝ウオルフ》だ。問答無用で《方舟》の魔術を喰らうこの力があれば、負けることはない。


    「――余裕だな、少年。しかしな、私の覚かく醒せいは《方舟》にとって予定の内。千年前から決められていたこと」


    　ひどく酷こく薄はくな笑みを浮かべて、魔王が告げる。


    「決められていたって……これは友とも月づき家と《群れクラウド》の問題じゃなかったのか？　どうしてそこで《方舟》が出てくるんだ？」


    「私が目覚めるまでの経緯は知らぬ。だが友月家は私の血脈。外界に残った《方舟》の同どう朋ほうだ。そなたらは聞かされていないのか？」


    　間違いなく初耳だった。アリッサも愕がく然ぜんとしながら呟つぶやく。


    「だからナツみたいな五百年も生きる混血が生まれていたの……？　まさか伯お母ば様が言っていたのはこのこと――？」


    「ふむ、どうやら真に知らぬらしい。予定外の存在であるそなたらは計画の外にいるというわけか。ならば、示そう。私が目覚めて最初に為なすべき事を――」


    　そう告げると魔王は何な故ぜか構えていた炎の剣を虚空に返す。そして中天に輝く半月へその手を翳かざした。


    　僕は、目を疑う。


    　月が……半月だったはずの月が――赤く、満ちていく。


    　まるで瞼まぶたを開くように、影を押しやり、望もち月づきへ近づく。


    「どうなって……月が、動いているの？」


    　冬ふゆ上がみが掠かすれた声で呟つぶやく。僕も思いは同じだった。地球の自転か月の公転速度が変わらない限り、こんなことは起こりえない。


    　だがアリッサは呆ぼう然ぜんとしながらも首を横に振った。


    「……違うわ。あたしは〝流れ〟を司つかさどる魔術を使うから分かる。空や大地の流動は変わっていない。信じられないけど、月が――自分で輝いているのよ」


    「その通りだ。滑こつ稽けいな表情をしているな。特におかしいことでもなかろう。この宙そらは全て偽り。あの月は我が一部なのだから。私という光を受けて、輝きだしたに過ぎん」


    「宙が……偽りですって？　そんなことあるはず――」


    「それすらも知らぬか……ならばそなたらがいかに愚かな道化か、教えてやろう」


    　呆あきれが混じった声で魔王は言う。


    　とうとう満月となった天の真円は、赤色に煌こう々こうと輝いた。


    「境界を閉ざし、世界から魔術を奪った壁――《天牢ウオルフ＝ライエ》。それは決して目に見えぬ、曖あい昧まいなものではない。空を見上げれば誰でも存在を認識できる絶対的な《距離》だ。私の怒りが太陽に、嘆きが月となり、《流れし星ほし竜りゆう》があまねく星と空間を作り出す。そして《求めし愚者ホリイ＝ライト》の陰いん陽ようを司る力が、天を回す。そうして創られた偽りの宇宙こそが《天牢ウオルフ＝ライエ》の正体。そなたが力を借りるものだ」


    　僕の右腕を見つめながら告げる魔王。


    　宇宙……？　この夜空が《天牢ウオルフ＝ライエ》だっていうのか？


    「ゆえに《天牢ウオルフ＝ライエ》は我われらの力を全て呑のみ込めるだけの器を持ち、《反牙リバス＝ウオルフ》はその特性を元に反転魔術として作り出された。しかしその役目も――ここまで」


    　紅こう月げつから光が溢あふれ、一滴の雫しずくとなって天から落ちてくる。僕らの頭上に――。


    　あまりの眩まばゆさに目を瞑つむる。衝撃はなかった。瞼越しに光が収まったことに気づく。


    　目を開いた僕は、魔王の右手に赤い槍が握られているのを見た。


    　全身に寒気が走る。《三頭の獄牙ケルベロス》が震えていた。直感が告げる。あれは……とてもヤバイと。


    《三頭の獄牙ケルベロス》が、あの槍を使わせるなと訴える。正体は分からない。だが僕は躊ちゆう躇ちよせずに走り出す。


    「そなたは、私の怒りを代わりに受けると言ったな。本当に受けきれるものか、その身で確かめろ」


    　魔王は槍を無造作に構えると、僕を見て告げた。


    　ピシッ！


    　足元に異音。僕は狼ろう首しゆで地面を叩き、後ろへ飛び退のく。途端、目の前に吹き上がる炎の壁。


    　けれど僕にとって、こんなものは足止めにならない。炎えん壁ぺきを食い破ろうと狼首の一本を繰りだした。だがそれよりも早く、向こう側から赤い炎を裂き――槍の穂先が現れる。


    　狼首の口こう腔こうに真っ直ぐ飲み込まれる赤い槍。このまま食い千ち切ぎれば槍を破壊できる。


    　そのはずなのに、僕が感じたのは悪お寒かんだった。


    　牙きばを噛かみ合わせる。だが砕けたのは――牙の方。


    　右腕に抉えぐるような痛み。あらゆるものを飲み込んでしまうはずの狼首の中を、槍は貫き、長い首の途中から穂先を覗のぞかせた。


    「ぐあっ!?」


    　ひどい頭痛が僕を襲う。槍に貫かれた狼首の一本が黒い霧になって形を失った。


    　僕は何とか残り二本の狼首を維持しつつ、体勢を立て直すために距離を取る。


    「ケースケ!?」


    　アリッサが悲鳴を上げ、駆け寄ってきた。


    「何なんだ、その槍は……」


    　僕はアリッサに支えられながら膝ひざをつき、痛みを堪こらえながら呟つぶやく。炎の壁を越えて現れた魔王は、そんな僕を冷めた視線で見下ろした。


    「私が目覚めるのは《方はこ舟ぶね》の予定内。ゆえにその時、安全装置は役割を終える。この槍は《反牙リバス＝ウオルフ》を滅ぼすためのもの。解除術式で編まれた《狼を貫く音槍グングニル》だ」


    「そんなものが……」


    　僕は呻うめく。この右腕の《魔狼フエンリル》は、《求めし愚者ホリイ＝ライト》によって変質させられた《反牙リバス＝ウオルフ》を《魔銀の鎖グレイプニル》によって宿主が喰い尽されぬようにしたもの。あの槍は、根本的に《魔狼フエンリル》を殺してしまえるのかもしれない。


    　荒い息を吐き、僕はこちらへ穂先を向ける槍の鋭さに震える。


    「どうだ、怖いか？　痛いか？　それが怒りを受け止めるということだ。先ほどまでのそなたは、自分が傷つく心配をしていなかった。ただ攻撃を防いでいれば、私の怒りが晴れると思っていた。愚かだな。そなたは分からぬのか？　怒りを紛まぎらわすのは、他者の悲鳴、苦痛に喘あえぐ顔、その体を傷つける感触、破壊の快感だ」


    「それは……」


    　思い出す。冬ふゆ上がみが死んだことに怒り、怪物を感情のままに喰らった記憶を。


    「まだ、自分が怒りを受け止めると口にできるか？　私の槍は、お前を容よう赦しやなく傷つけ、その力を奪うぞ？」


    　力を……奪う？


    　その言葉に僕は肩を震わせる。


    　ちょっと待て……もしも《魔狼フエンリル》が消えたらどうなる？　由ゆ衣いは……《魔銀の鎖狼ウオルフ＝グレイプニル》として存在する《魔狼フエンリル》の一部だ。まさか由衣まで一緒に――。


    「どうした？　急に怯おびえた顔になったな。私の怒りを身に受け、友とも月づき未み由ゆを取り戻すのではないのか？」


    　そうだ、未由も助けなくちゃいけない。どれだけ傷ついても、呼びかけて、未由の意識を取り戻さなければ……二度と未由の笑顔も、仕草も、見ることはできない。


    　まだ、後がないわけじゃない。あの槍は、一撃で《三頭の獄牙ケルベロス》を消し去りはしなかった。右手に直接当たらなければ……。


    「……取り戻すさ。絶対に」


    　僕は立ち上がる。


    「ケースケ、無茶よ！　後はあたしが――」


    「ダメだ。たぶん……僕じゃないとダメなんだ」


    　止めようとするアリッサの手をすり抜けて僕は告げる。


    《天使王ミトロン》の剣を使えば、互角に戦えるかもしれない。でもそれで勝ったとしても未由が戻ってこなければ無意味だ。


    　未由にとって僕が一番大切な人間だというなら、こんな風になった引き金は僕の死だったはずだ。ならば呼び戻すのは僕の責任。僕にしかできないこと。


    「いい覚悟だ」


    　魔王は笑う。未由とは全く違った笑い方で。


    　僕が見たいのは、そんな顔じゃない。


    「――未由、僕はここにいる。それを分からせてやるから」


    　語りかけながら魔王に近づく。


    「だが、全ては徒労に終わろう」


    　魔王はそんな僕を哀れむような眼まな差ざしで見ると、槍を片手で持ち、空いた手をこちらに翳かざした。


    　赤しやつ光こうが輝く。真後ろにはまだアリッサがいる。僕は二本の狼ろう首しゆで大地を叩き、真横へ飛ぶ。魔王は僕の移動に合わせて腕の向きを変え、赤い光の奔ほん流りゆうを放った。


    　津波のような莫ばく大だいな光流が押し寄せてくる。回避できるような大きさではなく、僕は狼の口を翳して盾たてにした。


    　僕が立つ場所だけを残して、地面をあっという間に削り取る赤光。しかしこれがただの目め眩くらましであることを、僕は気づいていた。


    　――ドクン！


    　目では見えない。だが《三頭の獄牙ケルベロス》が危険を察知して震えた。さっきと同じだ。光の中から槍の穂先が狼首を刺し貫こうと、現れる。


    「くっ!?」


    　僕は狼ろう首しゆを地面に振り下ろす。土煙が舞い、僕はその勢いで宙に舞い上がった。槍の刺し突とつは空を切るが、そのまま薙なぎ払うようにして僕を追ってくる。


    　空中では体勢を変えられない。しかし僕は狼首を伸ばして地面に穿うがち、それを支点に跳躍の軌道を捻ねじ曲げた。


    　太ももに熱い痛み。穂先が掠かすったらしい。だが狼首が無事ならそれでいい。


    　僕は足を庇かばいながら、地面に降り立つ。その時にはもう、槍を構えた魔王が目の前に迫っていた。


    　逃げられる距離ではない。けれど僕の目的は狼首を二本維持して、ここまで近づくことにあった。


    　槍が狼首を一本、地面に縫ぬい止め消滅させる。右腕と頭に激痛が走るが、僕は構わず最後の狼首を槍の柄に巻きつけた。


    「ぐぅっ……!?」


    　触れるだけで焼けつくような痛みに襲われる。火の塊かたまりに腕を押しつけているようだ。しかしこれで槍の動きは封じた。


    「未み由ゆ、起きろ！　僕は生きてる！　戻ってきてくれ!!」


    　僕はすぐ目の前にある未由の顔に叫ぶ。しかし未由は魔王の表情で首を横に振った。


    「無駄だ。槍を絡め取ったところで、長くは保もたん。それに右腕が使えなければ、私の攻撃はどう防ぐ？」


    　僕の眼前に手の平を突きつけて、魔王が告げる。


    「防ぐ必要なんて……ない！」


    　だが僕は指の間から覗のぞく魔王の瞳を睨にらみつけて怒鳴った。


    「――何？」


    「お前の中にまだ未由がいるなら、僕を殺すような攻撃はしない！　絶対に!!」


    　必要なのは《魔狼フエンリル》を壊されないまま、絶体絶命の状況を作ることだった。未由の自我を取り戻すのには、どうしても自分の命を懸かける必要がある。だが先に僕が《魔狼フエンリル》を失えば、由ゆ衣いは消えるかもしれない。それだけは避けなければならなかった。


    「信じるのは勝手だ。しかし現実は、そなたの妄もう想そう通りにはいかん」


    　翳かざされた手の平に赤い輝きが収束していく。先ほどと同じ攻撃ならば、僕など一瞬で消し飛ぶだろう。


    　だが僕は目を背そむけずに、未由の瞳を直視し続ける。


    　槍を絡め取る狼首は白く変色し、石化したようにボロボロと崩くずれ始めていたが、まだ痛みという感覚は残っていた。


    「ただの妄想じゃない。冬ふゆ上がみが示してくれた可能性だ。それを嘲あざけるなら、僕を殺してみろ。僕は――未み由ゆを信じてる」


    「……仕方ない。右手だけで済ませるつもりだったが、その覚悟に応えよう。そなたが死んでも、《方はこ舟ぶね》の計画には差し障さわりないはずだ」


    　魔王は目を細めて、冷れい徹てつに告げた。


    　手の平に集まった赤しやつ光こうが大きく膨ふくれ上がり、僕を呑のみ込もうと溢あふれる。


    「――ケースケ!?」


    　遠く、アリッサの声が響く。


    　そんな悲痛な叫びを上げないで欲しい。これはアリッサに教えられた方法なのだから。


    　どんなに我われを忘れても、大切な人の姿だけは見失わない。怒りを払う方法も、決して暴力だけじゃない。


    　自分自身が《高次存在ヴイナー》に呑み込まれそうになったとき、アリッサがしてくれたことを僕は忘れない。


    　赤い光が視界を塗りつぶす。網もう膜まくが灼やけるような輝き。


    　しかし、僕は両目を見開く。


    　赤が、弾けた。


    「な……!?」


    　それは魔王の口から漏れた驚きよう愕がくの声。赤光は放たれる寸前、僕の目の前で花火のように飛び散った。


    　魔王の瞳ひとみに、今までにはない揺らぎ。あれはきっと、未由の心！


    「未由っ!!」


    　僕は左手を伸ばす。


    「――けい、すけ……くん？」


    　魔王の口から漏れる小さな呟つぶやき――未由の言葉。


    　未由の腕が動く。僕に向かって。


    　だがその時、僕は狼ろう首しゆの石化が右手のすぐ近くまで迫っていることに気付いた。


    　あ……。


    　由ゆ衣いの顔が脳裏を過よぎる。一度失った、あの小さな手の平を思い出す。


    　魔術の崩壊が右手に達すれば《魔狼フエンリル》まで――。


    「くそっ!?」


    　僕は《三頭の獄牙ケルベロス》を慌あわてて解除する。一秒にも満たない時間。けれどその間に、未由の瞳に生まれていた光は消えていた。伸ばせば間に合うはずの腕を掴つかめなかった。


    　まただ……また僕は、選べなくて、掴み損ねてしまった。


    　三首の狼ろう頭とうを全て壊されたことで、頭ず蓋がいが軋きしみ、目が眩くらむ。


    　ドムッっと腹に重い衝撃。鈍い痛みと胃が迫せり上がる感覚。


    　槍の柄で殴なぐられたことを悟ったときには、僕は既に地面を転がっていた。


    「げほっ、げほっ!?」


    　地面に両腕をついて咳せき込む僕の前に、未み由ゆは――魔王に戻ってしまった未由は槍の穂を突き刺した。


    　右手のほんの少し横。


    　背筋が震える。今は由ゆ衣いの命に等しい右手が、滅びの槍に晒さらされていた。


    「――まさか、私の中から友とも月づき未由の意識を引き出すとはな。万に一つの可能性もない事と思っていたが……そなたの強い意志、感服した。だが……」


    　魔王の冷たい声こわ音ねが僕に降り注ぐ。


    「私にはまだやらねばならぬ事がある。この体を奪い返されるわけには――」


    「阻めぬ嵐デイザスター！」


    　ゴウッ！


    　その時、強い風が吹き抜け、魔王の言葉を中断させた。魔王は風に圧おされるようにして、僕から距離を取る。


    　見れば冬ふゆ上がみとツグミの前に立つアリッサが、こちらへ腕を翳かざしていた。


    「……ケースケ、もう限界よ。あたしはこれ以上、見てられない」


    　アリッサはそう呟つぶやきながら、こちらへ歩いてくると僕の前に立ち、魔王と向かい合う。


    「あたしじゃ、ミユの心は助けられないかもしれない。殺されちゃうかもしれない。でも、ケースケにさっきみたいなことをさせるくらいなら、あたしがやる」


    　アリッサは決意を込めた声で、僕に告げた。


    「次はそなた、というわけか？」


    　魔王が訊ねる。


    「そうよ、煮るなり焼くなり好きにしなさい。私はケースケみたいに上う手まくはやれないかもしれないけど、ミユは友達だから。私を殺すことも躊躇ためらってくれるって信じてみる」


    　アリッサはそう言って両手を広げた。僕を庇かばうように。


    「あら、そういう話なら。私も参加させてもらおうかしら」


    「ふ、冬上？」


    　アリッサの隣となりに立ち、魔王を睨にらみつけたのは冬上だった。目の前で圧倒的な力を見たというのに、物もの怖おじせず魔王へ指を突きつける。


    「友月さん、ツグミちゃんから聞いたわよ。私はあなたの中で二番目に存在が大きい人間なんですってね。光栄だけど少し不満ね。私にとって今一番いなくなってもらって困るのはあなただもの。私を負けっぱなしにして、消えるなんて許さないわ。さあ、かかってきなさい！」


    　魔王は冬上の口上を無表情に聞いていたが、首を横に振る。


    「いや――もう止やめだ」


    「何、怖おじ気け付いた？」


    　冬ふゆ上がみの挑発に、魔王は皮肉げな表情を浮かべた。


    「そうだな。これ以上の危険は冒せん。それに《天使王ミトロン》の魂たましいが宿るというヴェルの娘を傷つけるわけにもいかん。《反牙リバス＝ウオルフ》も何な故ぜか封印されており、あえて破壊する必要もない。今は《方はこ舟ぶね》の計画を優先し、次の役目を果たしに行こう」


    　腕を振るう魔王。すると虚空から炎の鬣たてがみを生やした赤い馬が出現する。


    　確か《炎鬣の軍馬フアルシオン》とかいう魔術だったはずだ。しかしその炎馬は高らかに嘶いななくと、その体を膨張させ始めた。


    　四し肢しは丸太のように太くなり、口は牙きばが鋭く伸びて、竜のような顔つきになっていく。さらに背中からは翼が生え、夜空を覆おおうほどの大きさとなった。


    　龍りゆう馬ま――そう表現するのが適当だろうか。その体は三階建ての学校の校舎ほどもある。


    　もはや馬ではなく竜の咆ほう哮こうを放ち、龍馬は僕らを睥へい睨げいした。魔王はその頭の上に飛び乗ると、炎の珠たまに包まれ龍馬の額ひたいに収まる。まるで第三の目のようだ。


    「何を……する気だ!?」


    　僕は腹を押さえながら立ち上がり、叫ぶ。


    『私は今から――月へ昇る』


    「……月？」


    　あまりに思いがけない返答。僕は呆あつ気けに取られる。


    『私が覚かく醒せいし、月も目覚めた。あとは友とも月づき家の始祖の血を引く娘が私の分身たる月と一つになれば、増幅された支配の力が世界に届く』


    「支配が……世界に？」


    　僕は理解できずに問い返す。


    『――友月家は代々、女子を跡継ぎに、男子は有力な他家へと婿むこ養よう子しに出してきたはずだ。そうして千年の間に世界にまで広がった友月家の子孫は、その身に流れる血脈により、私に支配される。どこに逃げたともしれぬ連れん大だいに自ら命を絶たせることも容た易やすい。直接この手で復ふく讐しゆうを果たしてやれぬのは心残りではあるがな』


    　とんでもないことを魔王は当たり前のようにさらりと告げた。


    「おい……世界を征服でもするつもりか？」


    　まるで冗談のようだが、本気なのだろう。僕は強張った声で訊ねる。


    『そのような大それた行いではない。人の数は多い。せいぜい緩やかに世界を動かせる程度の力だろう。これは《方舟》にとっても必要な段階。もうそなたらは邪魔をするな。もし私を阻はばめば、世界が滅ぶぞ』


    「ふざけるな……滅茶苦茶な事を言って誤魔化すな！　行かせるかよ！　未み由ゆをそんなことのために使わせない!!」


    　僕は龍りゆう馬まに近づこうとしたが、突風が僕の歩みを押し留める。龍馬がその大きな翼を羽ばたかせていた。


    『世界の――《物質界マルクト》の危機はもう目の前に迫っている。そなたらはまだ、異常を感じ取れぬのか？　この大地に刻まれた深き穴の正体が、まだ見えぬか？』


    　龍馬はそう言ってすぐ傍そばにあるクレーターを首で示す。


    　異常？　こんなのただの穴じゃないか……。


    　ふと何かを思い出しそうになるが、僕は頭を振って現在を見据える。


    「そんなこと、どうでもいい！　《方はこ舟ぶね》の事情も世界の危機も知ったことか！　それが本当だろうが嘘うそだろうが、僕にとっては未み由ゆがいなくなるかどうかの方が大事なんだよ!!」


    　風に逆らい、僕は龍馬に向かって駆ける。この《魔狼フエンリル》が触れれば、あの龍馬は止められる。


    『愚か者が……。ヴェルの娘よ、そなたは私の言葉をしかと刻め。お前の母の――千年に亘わたる方舟の旅を無駄にせぬよう努めよ』


    　龍馬は僕からアリッサに視線を移し、告げる。


    　そして翼を勢いよく羽ばたかせて空へと舞い上がった。


    　くそっ――間に合わない!!


    　赤い巨体が大きな羽音を響かせ、天の月を目指す。僕はさっきまで龍馬のいた大地に立ち尽くし、空を見上げた。


    　どうする？　今から《三頭の獄牙ケルベロス》を顕けん現げんさせて跳躍しても、届く高度ではない。


    　自分の力ではどうにもならないことを悟り、僕はアリッサを見る。


    「アリッサ！　魔術で僕を運んで――」


    　言葉の途中で気付く。アリッサは呆ぼう然ぜんと空を舞う龍馬を眺ながめていた。


    「……アリッサ？」


    　声を掛けるとぎこちない動きでアリッサは僕を見る。


    「ケースケ、あたしは……《嘆なげきし魔ま王おう》の言葉を軽くは受け止められない。ケースケみたいには割り切れない。もしも本当に、方舟に逆らって世界を危機に陥おとしいれるとしても、ケースケはミユを助けたいの？」


    「…………」


    　決して深くは考えていなかった。たださっきは感情が優先しただけ。でも真正面から受け止めたとしても僕は――。


    「やっぱり、未由を助けたい。今はそれしか、考えられない」


    「……それは、ミユのことが一番大切だから？」


    　アリッサは真剣な表情で続けて問いかけてくる。だから僕も真剣に答える。


    「――分からない。さっきも未由と由ゆ衣いを両方失いたくなくて、失敗した。皆が同じくらい大事だなんて言わない。だけど……失っていい人はいないんだ。少なくとも世界だとか《方舟》の計画だとか、そんな漠ばく然ぜんとしたものとは比べられない」


    「じゃあ、もしもあたしがミユみたいに奪われそうになったら、そんな風に必死になって助けてくれる？」


    「当たり前だ」


    　その問いには即答できた。するとアリッサは微ほほ笑えむ。


    「そう……あたしは、そんなケースケが一番大好きよ」


    「え？」


    「一番……すごく、すごく大好きだから、どんな願いだって叶えてあげる。伯お母ば様の言った通り――今は自分の気持ちを選んでみるわ」


    　アリッサは頬ほおを赤くして右手を差し出す。


    「ケースケ、あたしに翼をちょうだい。どこまででも、運んでいってあげるから！」


    「アリッサ……」


    　僕は目の前の少女を見て思う。


    　一番かどうかなんて分からない。


    　けれど僕も間違いなく――こいつのことが、好きだ。


    　左手を伸ばして、アリッサと腕を繋つなぐ。その手は温かい。


    「――来きたるは金色。風を引き連れ舞う乙おと女め。界かいの王たる小さき揺ゆり籠かご――黄金の髪靡なびかせ、空を渡り、道を拓ひらく、留まることを知らぬ者」


    　僕は紡つむぐ、アリッサの在り方を、力の形を。


    　我われながら美化しすぎの文句だろうか。でも僕にとってはこの言ことの葉はこそが、アリッサを表現するのに最も相応ふさわしいものだった。


    「内に秘めし尊き光、闇を払う天なる輝き。欠片かけら集つどいし眩まばゆい羽！　宿命と役目を此こ処こに分かち、彼の背に界かいの翼を!!」


    　アリッサの中に眠る《天使王ミトロン》の力を定義し、僕は顕けん現げんの《起動言語トリガー》を叫ぶ。


    「天への双翼ステアウイング!!」


    　金色の光がアリッサを包み、その背中から放たれた二筋の輝きが翼の形に具ぐ現げんする。


    　光の粒が羽毛のように宙を舞った。


    「さあ、ケースケ。最初から全速力よ!!」


    　アリッサは僕の腰に手を回すと、不敵に笑った。


    「ああ、頼む！」


    　僕も頷うなずく。


    　その瞬間――世界から形と音が、消失した。
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    「あーあ、何だかよく分からないけど、二人で盛り上がって飛んでいっちゃったわねー」


    　赤い竜を追って空の彼か方なたへ消えていく金色の光を見送りながら冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えは呟つぶやいた。


    「――そうですね……出で鱈たら目めすぎて、何だか馬鹿馬鹿しくなります」


    　それに答えたのは焼け焦げた地面に横たわるツグミ。


    「ねえ、ツグミちゃん。あなたは友とも月づきさんが戻ってきたら、また命を狙うの？」


    「……変な質問ですね。まだあの二人が連れ帰ると決まったわけではないのに」


    「決まってるわよ。遠とお見みくんの声は確実に届いたんだし、あと一踏ん張りすれば友月さんも目を覚ますわ」


    　確信を持った声で冬上雪絵は言い切る。ツグミはそんな彼女をしばらく見上げた後、先の質問に答えた。


    「……私の端末は、全て失われました。もう私は《群鶫スラシユ＝クラウド》ではありません。その名を守るために全力で戦い、《一鶫スラシユ＝ワン》はここで死にました。もう友月未み由ゆを狙う理由も、その力もありません」


    「そう、じゃあどうするの？」


    「……《群れクラウド》に帰れば、利用価値のなくなった私はサンプルとして使い潰つぶされ、標本行きでしょう。死ぬのは当然の末路ですが、私は生まれた時のように番号で呼ばれたくはありません。ですから自分からは戻らず、迎えが来るまでは――あの施設で〝ツグミ〟として過ごしてみようと思います」


    「あら、ずいぶんと消極的ね。ずっとこの街に居ればいいじゃない。いえ、ツグミちゃんはこの街から離れられないわ。空を見なさいよ。もしも《群れクラウド》に連れ去られても、遠見くんはあんな風にしてどこまででも追いかけてくるに違いないもの」


    　夜空の星と等しい大きさになった、竜の赤い光と金色の輝き。冬上雪絵はそれを指差す。


    「……私を？　どうして――」


    　心底驚いた顔をするツグミ。


    「何言ってるのよ。あなたは遠見くんと友達になったんでしょ？　だから〝ツグミ〟って名前を大事にしているんでしょう？　なら、当たり前のことなのよ」


    「当たり前……」


    「それにね、友月さんに負けっぱなしで悔しくないの？」


    「え？」


    「私と同盟を組んで、友月さんに一ひと泡あわ吹かせてやりましょうよ。それまでは齧かじりついてでもこの街に留とどまりなさい」


    　呆ぼう然ぜんと冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えの言葉を聞いていたツグミだったが、やがて口の端に笑みを浮かべる。


    「……悪くないかもしれません」


    　ツグミの呟つぶやきを聞いて、冬上雪絵は満足そうに頷うなずいた。


    「じゃあ、これからよろしくね。ツグミちゃん」


    「……はい、ユキちゃん」


    「あー……でも何かその呼び方はむず痒がゆいわね。そうだ、遠とお見みくんにも何かあだ名をつけてあげなさいよ」


    「……あの人、にも？」


    「そうよ。できれば友とも月づきさんが真似できないような、あなただけが呼べる名前がいいわね。あ、ツグミちゃんってそういえば一応、中学生だっけ？」


    「はい、年齢的にはそうですけど……」


    　戸惑うツグミの傍そばにしゃがみ込み、冬上雪絵は耳元で内緒話のように囁ささやく。


    「なら、今度こう呼んであげなさい。えっとね――」


    



    
      ３

    


    



    　自ら光り輝き、地球の影を振り払った満月。そこを目指して赤く燃える龍りゆう馬まが飛んでいく。もう翼を動かしてはいない。全身に纏まとった炎を後方へ勢い良く噴射して、ロケットのように大たい気き圏けんからの離脱を図る。


    　音速の壁はとうに越え、もはや重力では龍馬を引き止めることなど叶かなわない。


    　しかしそれに倍する速度で、光の矢となった僕とアリッサは夜空を裂いた。


    　あまりの速度に、目指す月と龍馬以外の姿を形として捉えることはできない。空に瞬またたく星も今は光の線としか映らなかった。


    　加速による体への負担と高空の冷気は、アリッサの翼から発せられる力場で遮しや断だんされているようだ。高度の割りには息苦しさも軽い。


    「ケースケ、追いつけるわ！」


    　瞬きする間に大きくなっていく龍馬の後ろ姿。アリッサは僕の腰に両腕を回して支えながら叫ぶ。


    「アリッサ、このまま突っ込んでくれ！　まずはあのドラゴンを破壊する！　その後、未み由ゆを捕まえるぞ!!」


    　僕は右腕を上空に向けて構えて告げる。


    「分かったわ！　頭部以外ならどこでもいいわよね……ぶち抜くわよっ!!」


    　アリッサが声を躍らせる。僕らを包む金色の光がさらに輝きを増し、龍馬との距離が一気に縮まる。


    『――ヴェルの娘！　そなたも私を阻はばむか!!』


    　僕らの接近に気付いたのだろう。真っ直ぐに月を目指していた龍りゆう馬まが身を翻ひるがえし、僕らの方を向く。そして咆ほう哮こうと共に怒れる声を放った。


    「私はただ、ケースケの翼になるだけよ!!」


    　アリッサが怒鳴り返す。すると龍馬は口こう腔こうに、翼の先端に、その四し肢しに、幾多の赤い光を灯した。


    『浅せん慮りよな――地に堕おちよ!!』


    　赤しやつ光こうが解き放たれる。それはまるで夜空を穿うがつ、数え切れぬほどの流れ星。僕らの行く手を赤い閃せん光こうが埋め尽くす。


    「こんなものっ!?」


    　だがアリッサはあるかないかの隙すき間まを縫ぬい、さらに高みを目指す。しかし龍馬へ近づくほどに閃光の間隔は狭まり、とうとう周囲を塞ふさがれた状況で正面から赤い光が落ちてくる。


    　僕が翳かざした右手に、赤光が重く圧のし掛かった。


    「ぐっ……!?」


    《魔狼フエンリル》は《嘆なげきし魔ま王おう》の力である赤い光を吸収していたが、押し寄せる量が圧倒的過ぎて飲み込みきれない。アリッサの翼が発する天使の力も赤い光を弾くものの、それでも拮きつ抗こうする。


    　だったら口を広げればいい！


    　僕は《三頭の獄牙ケルベロス》の《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え始める。だがどういうわけか詠えい唱しようを続けても頭の中にイメージが浮かばない。《高次存在ヴイナー》と繋つながる感覚がない。


    　まさかあの槍――僕の《三頭の獄牙ケルベロス》を〝殺した〟のか!?


    　組み上げた魔術を根本から消滅させるなんて信じられないが、あの槍の役目を考えればありえる。


    　ならどうする？　《貪れ魔狼デイバウアー》では突破しきれないかもしれない。それとも魔力を吸収し続けて《魔狼フエンリル》の暴走を待つか？　いや、それは危険だし時間もない。光に押されて龍馬との距離は開きつつある。


    　だが焦あせる僕の耳元でアリッサが囁ささやく。後ろから僕を抱き締める腕の力を少しだけ強めて――。


    



    「大丈夫よ、ケースケ。その腕は、きっとどんなものにも届くから」


    



    　その声が、僕の中から迷いを吹き飛ばした。


    「――喰らうは心。界かいの狭はざ間ま、星を阻む牙きばの門。空を閉ざす天の牢ろう！」


    　僕は赤い光に右腕で抗あらがいながら、叫ぶ。


    「飢え、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼！」


    　手段がないなら、作ってやろう。殺されたのなら生き返らせてやる。地の底で吠える番犬ではなく、月をも喰らう狼として！


    「深き闇の森、果てなき空くう漠ばく抱いだく者。欠けし光をただ欲する!!」


    《天牢ウオルフ＝ライエ》の正体が、本当にこの広い夜空そのものだというなら、あの月よりも彼か方なたへ届く腕を僕に寄よ越こせ！


    「夜の下から天を仰げ、地の底から星を目指せ！　月を越え、空の頂いただきで青く輝け!!」


    　遙はるか遠くで光る《天てん狼ろう》の名を持つ星さえも掴つかめるような力を！


    「――天へ至る狼星シリウス!!」


    　魔術を定義し、イメージを具ぐ現げんする《起動言語トリガー》を決めて叫んだ瞬間、青い光に右腕全体が包まれる。光はこれまでの魔術と同じく狼の頭部を象かたどった。一気に赤しやつ光こうの抵抗が弱まり、狼の口が凄すさまじい勢いで閃せん光こうを吸い込んでいく。


    　だがそれで終わりではない。僕の肩口から光が噴出し、体を上に押し上げる。赤光を喰らうほどにその勢いは強まり、まるで右腕全体が一つの彗すい星せいのごとく輝いた。


    　吸収した力を推進力に変えているのか？


    　青き尾を引いて、僕の右腕が赤い閃光を貫く。金色の羽毛を散らして、アリッサの翼が龍りゆう馬まとの距離を縮める。
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    　龍りゆう馬まは赤しやつ光こうを僕らに集中させるが、《天へ至る狼星シリウス》はそれを吸収するほどに光の尾を大きくして速度が衰えることはない。


    　あと……少し！


    　赤い光の向こう側に、龍馬の姿。


    「あああああああああああっ!!」


    　叫び、力を振り絞しぼる。


    　青と金の輝きが――赤を散らした。


    　太陽が爆はぜたかのような爆音と光。


    　耳が麻ま痺ひし、風の音さえも途絶える。


    　無音となった世界の中――龍馬の胴体を僕らは矢のごとく貫いた。


    　抵抗はほとんどなかった。まるで雲を吹き散らすかのごとく、龍馬は真紅の炎となって夜に散る。


    　そこから零こぼれるようにして、一人の少女が落ちていった。


    「未み由ゆっ！」


    　僕らは下降に転じると、落下する未由を追いかける。


    　だが未由の手にまだ赤い槍が握られていることに気がついた。強風の中、目を開きこちらを見つめる表情は《嘆なげきし魔ま王おう》のもの。魔王は接近する僕らに向けて《反牙リバス＝ウオルフ》を滅ぼす魔ま槍ろうを構えた。


    「どうするの、ケースケ？」


    　聴覚が戻ってきたのか、アリッサが訊ねる声が耳に届く。


    「このまま行ってくれ！　あの槍を避ければ、僕らの勝ちだ!!」


    　未由を呼び戻す方法はもう分かっていた。


    　それは先ほどやりそこねた事。


    　怒りの焦しよう熱ねつから救い上げてくれるのは、暴力じゃない。もっと簡単で、単純で、優しいもの。


    　僕はアリッサに抱えられ、右腕を前に構えたまま、未由に突き進む。


    『やはり、その腕。壊しておくべきだったな！』


    　魔王が叫び、赤い穂先を僕の《天へ至る狼星シリウス》へと繰り出す。


    　今っ！


    　僕は腕の向きをわずかにずらす。それによって噴射角度の変わった肩からの青白い炎えん尾びが僕らの軌道を逸そらした。


    　ジッ！


    　右腕には当たらず、僕の右頬ほほを浅く裂いて通り過ぎる赤き穂先。


    　もう阻はばむものは何もない。僕は右腕の魔術を解除すると、両腕を広げる。


    「未由―――っ!!」


    　名前を呼びながら、僕はそのままの勢いで未み由ゆを抱きとめた。


    　華きや奢しやな体の感触。服越しに感じる温かさ。


    「あ……」


    　掠かすれた声が耳に届く。確信できた、それは未由の声だと。


    　僕が今感じている温かさを、未由もきっと感じている。それこそが怒りをも消し去る力。


    　人の――優しい温もり。


    「気がついたか？」


    　僕は未由の耳元で訊ねる。


    「うん……啓けい介すけくん。生きてたんだ……生きてたんだぁ……」


    　強く抱き締めているので顔は見えない。表情は分からない。でも間違いなく未由は今、帰ってきた。


    　その手から赤い槍が光となって消えていくのが目に映る。


    「ああ、冬ふゆ上がみだって死んでない！　下で僕らが戻ってくるのを待ってる!!」


    「……っ!?　よかった……よかったよぉ……」


    　未由の声が涙に濡れる。


    「よかった……でも、まだ私は――」


    　だが弱弱しく震えていた声こわ音ねが、変わる。未由は手を僕の胸に押し当て……突き放した。


    「なっ!?」


    　空の上で、再び僕から離れ、遠ざかっていく未由。アリッサは僕を抱えて未由を追いかけたが、伸ばした腕は未由に振り払われる。


    「――啓介くん。私はまだ……復ふく讐しゆうを果たしていないの。だから私は、自分の意思で月へ昇るよ」


    　頬ほおを伝う涙を風に散らしながら、未由が告げる。


    「何で……何でそんなことっ!?」


    「連れん大だいを支配して……殺すため。彼はたぶん、もう二度と私の前には現れない。お父さんとお母さんの仇かたきを討つには、これしかない！」


    　未由はそう叫ぶと、目の前に小さな火球を生み出し、爆発させる。


    「くっ!?」


    　押し寄せた赤い炎は僕の右手とアリッサの翼で遮しや断だんされるが、爆発の勢いでずいぶん未由との距離が開いてしまった。


    「――奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底……痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王」


    　未由の詠えい唱しようが風音に紛まぎれて耳に届く。


    「震え、のたうち、彼かの日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者……止やむことのない嘆き。涙は涸かれ、心を染めるのは、赤き怒り――」


    　いったい何をする気だ？　わざわざ詠えい唱しようするからには高位魔術であることは間違いない。まさか……。


    「ケースケ！　ミユは《召喚サモン》を使う気かもしれない！」


    　僕の想像を肯定するかのようにアリッサが固い声で告げる。


    「っ……アリッサ！　僕を未み由ゆのところへ、早く!!」


    　頷うなずく気配が背後から伝わってきて、アリッサの翼はあっという間に遠ざかる未由に追いつく。


    「嘆きが撒まきしは新たな嘆き。怒りが生みしは新たな怒り。王はただ剣を振り下ろす」


    　詠唱を続ける未由に向けてもう一度手を伸ばす。しかし未由は悲しげな笑顔を見せて、僕の手を拒んで押し返した。


    「未由、やめろ！　体まで奪われたら今度こそ――」


    　魔術の最高位《召喚サモン》は肉体と精神全てを捧げ、《高次存在ヴイナー》を具ぐ現げん化する術だ。一度発動すれば未由自身の意思ではどうにもならなくなる。


    「与えるは慰なぐさみの場。叫びを、死をもって、その心を癒いやせ!!」


    　しかし未由は《姿の言葉シヤープワーズ》を止やめず、《嘆なげきし魔ま王おう》を呼び出すための五節の鍵パスワードを完成させた。


    「やめろぉぉぉっ!!」


    　僕は抵抗する未由の肩を掴つかんで強引に抱きすくめる。


    「嘆きしアル＝ザナフ――」


    　けれど構わず《起動言語トリガー》を叫ぼうとする未由。


    　言わせてたまるか！　離してたまるかっ!!


    　おしまいの言葉を紡つむごうとする唇くちびるを僕は無理やり塞ふさいだ。自分の――唇で。


    「――んんっ!?」


    　声を詰まらせ、目を見開く未由。


    　じたばたと手足を動かし、僕を引き離そうとする。しかし僕は力の限り未由を繋つなぎとめて、それに抗あらがう。触れ合った唇からはわずかに血の味がした。


    　やがて未由は暴れるのを止やめ、全身から力を抜く。僕はその体に腕を回して支えると、ゆっくり口を離した。


    「――うぇっ……ぐすっ……」


    　そこには泣き崩くずれる未由の顔。途端に罪悪感が押し寄せる。


    「あ……いや、ごめん……」


    　他に言葉が見つからず、僕は謝る。


    「どうして……どうして――」


    　涙を流しながら、未由は僕の胸を叩く。


    「そんなことされたら……自分を捨てられなくなっちゃうじゃないっ――!!」


    　そして搾しぼり出すような声で叫ぶと、僕の服をぎゅっと握り締めた。


    「……ごめん、未み由ゆ。全部、僕の我わが儘ままだ。ただ――行かせたくなかった。失いたくなかったんだよ！」


    　僕は未由の背中へ回した腕に力を込めながら告げる。


    「ひどい……ひどいよ……でも……でも――」


    　声を震わせながら、僕の胸元に顔を押しつけてしゃくりあげる未由。


    「……ありがとう」


    　そう言って泣きながら微ほほ笑えむ未由の瞳ひとみからは、怒りの色が消えていた。


    　戻ってきた。帰ってきた。今度こそそれを実感して、僕の目からも熱いものが零こぼれ落ちた。


    「未……痛つっ!?」


    　だがもう一度名前呼ぼうとした時、いきなり脇腹が抓つねられる。


    「ケースケ――あたしのこと、忘れてない？」


    　背中から不機嫌そうなアリッサの声が降ってきた。


    「え……？　えっと……別にそんなことは――」


    「嘘うそ吐つかないで！　何よ今の間は？　あたしの目の前でキスなんかしちゃって――ま、まあ今のは仕方なかったっていうのは分かるけど……けど……さいっていっ!!」


    　アリッサは怒鳴ると、僕の体を揺さぶる。当然僕が抱えている未由も振り回されて悲鳴を上げた。
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    「きゃあっ!?」


    「――いい、ミユ？　あたしはミユより先にケースケとキスしたんだからね？」


    　そんな未み由ゆに向かってアリッサは言い放つ。


    「え……？」


    　きょとんとした顔で僕の肩越しにアリッサを見る未由。僕の背中に冷や汗が噴き出る。


    「あたし、ケースケが好きだから！　キスしてもケースケはミユだけのものになった訳じゃないから！　分かった!?」


    　僕を挟んで赤面せずにはいられないことを言い放つアリッサ。今更、背中に触れている柔らかさが気になりだす。


    「あの……私は別に……」


    　戸惑い、言葉を濁らせる未由だが、アリッサはさらに追撃する。


    「別に、何？　ミユはケースケのことが好きじゃないの？　だったらいいんだけど」


    　けれど未由は瞳ひとみに強い光を灯した。


    「……ううん、私も啓けい介すけくんのことが――好きだよ」


    「な――」


    　息が掛かるほどの距離での告白に、僕は呼吸を忘れた。ツグミから聞いていたはずなのに、異常なほど心拍数が高まる。


    　え、でも、これ……どうしたらいいんだ？


    　まさに一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きが僕を挟んで高まっていく。僕は慌あわてて未由に返すべき言葉を探したが、上う手まく考えが纏まとまらない。


    「そ、なら……よかったわね」


    　けれど次に聞こえてきたアリッサの声は、とても優しい響きだった。


    「よかった？」


    　呆あつ気けにとられたように問い返す未由。


    「ええ。ミユがいなくなったら、私の不戦勝だったじゃない。そうならなくて、よかったわね」


    「アリッサさん……」


    「まあ、とにかく手間をかけされてくれたわ。おかえり、ミユ」


    「――ごめんなさい。アリッサさん、ただいま……啓介くんも、ただいま」


    　未由の声は湿っていた。


    「……おかえり」


    　僕は顔が赤くなっていないか気になりながら、短く答える。


    　恥ずかしくて死にそうだった。本人を挟んでこんな話をしないで欲しい。


    　居場所がないというのに空の上では逃げられず、僕は視線を彷徨さまよわせる。


    　怖かったはずの、一番の想い。僕に捨てるものを選ばせる、好きという気持ち。


    　けれど今はただ、胸が温かかった。理屈で考えても仕方がなかったのだと思い知る。


    　この答えもきっと心が自然に導くのだろう。そんな予感があった。


    　昇った時とは正反対に、緩やかな速度で降下していくアリッサの翼。


    　雲を抜けると丸い地平線と夜の大地が現れる。


    　そこには二人の少女が待っているはずだ。


    　僕は少し頭を動かすと横目で空の月を見上げる。


    　さっきまで満ちていた夜や天てんの月は、いつの間にか半月に戻っていた。色も赤ではない。


    　月はやっぱり、白い方が綺き麗れいだな……。


    　二人分の温かさを感じながら、僕はそう思ったのだった。


    



    
      ＊

    


    



    　広大な樹海の中に佇たたずむ平安様式の広い屋敷。


    　その最も奥まった場所にある広間の縁側で、二人の女性が空を見上げていた。


    　一人は十じゆう二に単ひとえの着物を纏まとった黒髪の女性。もう一人は幾き何か学がく模様が描かれた黒と白を基調にした法ほう衣いを身に着けている。


    「――どうやら、月へは届かなかったみたいね」


    　法衣姿の女性が、赤い満月から白い半月に戻った夜空の主を見上げ、呟つぶやく。


    「あの童わらべたち、よくもわらわの段取りを台無しにしてくれたものだ……。ヴェルの娘を焚たきつけたのは、ウルト、お主じゃろう？」


    　溜ため息いきを吐ついて、着物姿の女性は告げた。


    「あら、ばれていたのね。その割りにミエイ――いえ、ルナは怒っていないようだけど」


    　ウルトと呼ばれた女性が意外そうに、着物姿の女性――ルナを見る。


    「……これでよかったのかもしれぬと思ったのじゃ。本来はわらわの役目であることを、全てあの娘に押しつけるのは心苦しかった。わらわの怒りが長い時を過ごすうちに風化し、父上を呼び起こせなくなってしまったのが全ての原因ゆえにな」


    「それは仕方のないことよ、ルナ。千年なんて時の長さ、誰にも想像できなかったんだから。アル様も決して責めはしない」


    　ウルトは同情するような眼まな差ざしをルナに向けた。


    「しかしそのために、わらわの子孫には苦行を強しいた。器となれるだけの素質を持った菜な津つは内なる怒りを絶やさぬよう長き苦境にあえて追いやり、未み由ゆには全てを失う絶望を味わわせた。連れん大だいも私に踊らされていたことに、気付いておらぬだろう」


    「確かに、そう聞くとルナは最悪の黒幕ね。でも――あんたは自分の血脈に課された役目を懸けん命めいに果たしただけ。調整者の私は、外界の管理者のあんたには逆らえない。昔、あんたの血を飲んだから。それで何もできない自分を呪ってはいたけれど、あんたを恨んではいないわ」


    「お主は、変わらないな……」


    　ルナは羨うらやむように微ほほ笑えむ。


    「あんたも変わっちゃいないわよ、ルナ。私の友達で、頑固で一いち途ずな幼おさな馴な染じみみのまま。魔術師ではなく、混血という絆きずなで《嘆なげきし魔ま王おう》と繋つながっていたから、重すぎる荷物を一人で背負う事になってしまっただけ。そんなあんたに、ずっと言いたい言葉があったわ」


    「……なんじゃ？」


    「お疲れ様」


    「ふん――その言葉を告げるにはまだ早い。ウルト、お主にはこれからわらわを月へ連れていってもらわねばならぬのだから」


    　半月を見上げてルナが言う。


    「そう、ここからはあんたが引き継ぐのね」


    「ああ。お主にはこの未来も見えていたのだろう？　ゆえにわらわの隙すきを突いて干かん渉しようした。しかしこれは、不確実な未来じゃぞ？　父上の意識が覚かく醒せいした今ならば、わらわでも月に迎え入れてくれるやもしれん。だが父上と精神を同調させるには時間が掛かろう。その間にも滅びは近づいてくる」


    「――分かっているわ。でもあの子たちなら、何とかしてくれるって信じてる。もしも間に合わなければ、私が命を懸かけてでも時間を稼かせぐ」


    　ウルトは力の籠こもった声ではっきりと告げる。


    「そうか……ならば後はお主と、童わらべたちに任せよう。では、頼む」


    　ルナはその白い手をそっとウルトへ差し伸べた。


    「――ええ」


    　ウルトは両手でその手を包み込むと頷うなずく。


    　そして二人は、金色の光となって――夜空へと消えた。
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    終章


    



    　長い戦いが明けての月曜日。僕は普段より二十分ほど早くセットしておいた目覚ましで起床した。


    　固い床から毛布をどけて起き上がる。ベッドの上には、こちらへ背を向けて由ゆ衣いが体育座りをしていた。それは昨夜、あまりの疲労で気を失うようにして床に倒れこんだ時に見た光景と同じ。


    「お、おはよう……」


    　僕は恐る恐る声を掛ける。しかし返事はない。起きているのかも分からない。いや、むしろ何の反応もないということは、起きているということだろう。


    　まだ、怒っているのか……。


    　昨日の夜、アリッサに送られてベランダから帰宅した僕を見て、由衣は泣きだしてしまった。由衣にとっては土曜の夜、冬ふゆ上がみを助けに行くと言って出ていったきり、丸一日姿を見ていなかったのだから仕方ないだろう。何とか宥なだめて落ち着かせたものの、今度は僕の言葉に一切反応しなくなり、今に至る。


    　アリッサは何とかしなさいよと言い置いて未み由ゆの屋敷に戻ってしまったのだが、その後すぐに僕は眠ってしまったので、言い訳さえしていない。


    「えっと、由衣……もしかしてずっと起きてたのか？」


    　僕は着替えて学園に行く支し度たくをしながら話しかけるが、由衣は無視を貫く。


    「そ、それじゃあ出かけるけど……えと、やっぱり今日は一緒にいた方がいいか？」


    　教科書を詰め込んだ手提げ鞄かばんを持って訊ねる。そこでようやく由衣は言葉を発した。


    「――お兄ちゃん、今日はちゃんと戻ってくる？」


    「え……？　まあ、夕方にはたぶん――」


    「たぶん？」


    　由衣の声が尖とがる。正直、これから行く場所を考えれば、約束を守れる確証はなかった。けれど僕は覚悟を決めて言いなおす。


    「いや、絶対」


    　僕がそう答えると、由衣は尻尾しつぽをパサパサと左右に振った。


    「だったら、いいよ。いってらっしゃい」


    　最後まで振り返ってはくれないが、由衣は僕を送り出す言葉を口にする。


    「ああ――いってくるよ」


    　今日は何かお土産みやげでも買ってこよう。日が沈むまでには必ず、帰ってみせよう。


    　そう心に決めて、僕は寮を出た。


    



    　早朝の空気が肌寒い。


    　このところ、朝早く出歩く機会が多かったせいか、気温の変化を肌で感じる。


    　僕は学園とは逆の方向へ歩いていく。目指すは教会。どうしても確かめたいことがあった。


    　ツグミがいたあの施設には恐らく連れん大だいも潜伏していたはずだ。ならば外国からツグミを連れてきたというあの男は――。


    　柵さく越ごしに鐘しよう楼ろうが見えてくると、僕は《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え始めた。


    「貪れ魔狼デイバウアー」


    　そして《起動言語トリガー》を告げ、陽炎かげろうの狼ろう首しゆを不可視状態で右腕に纏まとわせると、施設の門を潜くぐる。するとギイィィッと音が朝の空気を震わせた。見れば礼拝堂の扉が勝手に開こうとしている。まるで、僕を誘うように。


    　僕は慎重に礼拝堂に近づき、中を窺うかがう。奥の祭壇に立つ少年の背中が見えた。


    「……エノク」


    　僕は彼の名前を呼ぶ。金色の髪を揺らしてエノクは振り返り、緑色の瞳で僕を捉えた。


    「おや啓けい介すけ、今日は怖い顔での登場か。また楼ろう上じようの小鳥に会いにきたのか？」


    「違う。用があるのはお前だ」


    　エノクの言うとおり僕は硬い表情をしているのだろう。だが〝敵〟かもしれない奴の前に立っているのだから当たり前。


    「オレに？」


    「ああ、単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞かせて貰もらう。八や朔さく連大は――どこにいる？」


    　僕はエノクと目を合わせて訊ねた。


    「誰だそれは？」


    「とぼけるな。お前がツグミをこの施設に連れてきたことは知ってる。そして彼女は連大の護衛役だった。お前は少なくても《群れクラウド》の関係者だろう？　連大のことを知らないはずがない」


    　視線を逸そらさずに睨にらみ続けると、エノクは碧へき眼がんを細めた。


    「――何な故ぜそこまで確信していて、一人でオレの前に現れたんだ？」


    　エノクの声こわ音ねが低くなる。


    　やっぱりこいつ……。


    　僕は緊張を強めて言葉を返した。


    「未み由ゆは連大のことになるとまた我われを忘れるかもしれない、アリッサとお前は何となく会わせたくなかった。それ以外の人間は元から巻き込むつもりはない。それが理由だ」


    「はははっ――」


    　僕の言葉を聞いてエノクは笑う。


    「何となく、か。啓介はいい勘かんをしている。アリッサを連れてこなかったのは正解だったな。もし一緒であったら、この場で奪うのも悪くなかった」


    「何だと……？」


    　その言い方に心がざわめく。


    「オレは――いや、コレは彼女と非常に近しい存在だ。彼女も本来、コレと同じ側にいるべき人。きっともうすぐ、彼女もそれを悟る」


    　自分の胸に手を当てて語るエノクは、自信に満ちた笑みを浮かべた。


    「いったい何を言ってる……お前は何者なんだ？」


    「それは、オレのことか、コレのことか？　どちらのことを言っている？」


    「ふざけるなよ。どっちでも同じだろう！」


    　意味不明の問いかけに僕は苛いら立だつ。エノクはそんな僕を嘲あざ笑わらうように鼻を鳴らした。


    「ふん、なら〝オレ〟の方の紹介をしておこう。オレはエノク＝ケテル。《頂の雄鶏ヴイゾフニル》という《鳥の名コードネーム》を持つ、《群れクラウド》の党首だ」


    「党首……だって？　お前、が？」


    「ああ、とは言っても継いだのはつい最近だがな。それに《群れクラウド》の役割が終わりつつある今、もはやあまり意味のない肩書きだ」


    　エノクはそう言うと祭さい壇だんを下り、入り口に立つ僕へとゆっくり近づいてくる。僕は《貪れ魔狼デイバウアー》の不可視を解き、体の前に構える。


    「想像以上に大物だったわけか……。《嘆なげきし魔ま王おう》から連れん大だいを守ったのもお前だろう？　まだ最初の質問に答えてもらっていない。連大はどこだ!?」


    「彼には――あの歪ゆがんだ精神と強固な混血の体には、まだ使い道がある。教えるわけにはいかない」


    　エノクは薄く笑って答える。その歩みは止まらない。


    「あいつには罪を償つぐなわせなきゃいけないんだ……復ふく讐しゆう以外の方法で！　そうしないと未み由ゆの中にある怒りはいつまでも燻くすぶる。だから力ずくでも吐いてもらう！」


    　もうすぐ間合いへ踏み込もうとするエノクに宣言する。しかし彼の表情は揺るがなかった。


    「不可能だな。啓けい介すけはコレに何も強要することなどできない。それがここのルールだから」


    「――っ!!」


    　とうとう間合いの中へ入ってきたエノクへ、僕は牙きばを閉じた状態の狼ろう首しゆを振るう。


    　だが陽炎かげろうの腕がエノクに届く寸前、緑色の光が瞬またたいた。その途端、ピシッと狼首にひび割れが走り、粉々に砕け散る。


    「な……」


    　驚きに立ち竦すくむ。遅れて魔術を砕かれた痛みが頭の内側を掻かき毟むしった。


    「……ぐうっ!?」


    　かろうじて倒れるのは堪こらえたが、霞かすむ視界に緑の光が広がる。


    　溢あふれた緑光は数え切れない羽毛と変じ、押し寄せた。高波のごとく僕を呑のみ込む緑の羽根。


    「うぷっ――！」


    　息ができない。羽根に包まれて――溺おぼれる!!


    「場所が悪かったな、啓けい介すけ。ここはコレの領域だ。そして外にもコレの〝法〟は侵食しつつある。正しい空の姿を誰もが忘れているように、次に会うときまで啓介はオレのことを思い出すことはないだろう」


    　何を――言って……？


    　もはや声が出せず、僕は朦もう朧ろうとした頭でエノクの言葉を聞く。


    「昨夜、わずかの間だけ満ちた月の異常を誰も気に留めない。だから、もっと異質なものが頭上にあることにも気付かない……」


    　遠くなる、エノクの声が。


    　白くなる、僕の意識が。


    「キミに啓示を与えよう。コレにとっても、《方はこ舟ぶね》にとっても時が満ちたとき、アリッサはオレのモノになる」


    　――ふざけ、るな。


    　曖あい昧まいになった思考の中で、小さな火が点ともる。けれど緑の羽根は僕の怒りをも押し流した。


    「それまで〝幸せ〟を味わうことだ。恵まれた者だけが持つ〝日常〟なんていう幻想をな」


    　その声を最後に、僕の意識は白一色に染まり――弾けた。


    



    「あ……れ？」


    



    　目の前に、開け放された鉄てつ格ごう子しの門。その先に見える運動場と三階建ての宿舎、高い鐘しよう楼ろうがある教会……。


    　ひどい違和感があった。ここが何度も訪れたことのある児童養護施設だということは分かる。でもどうして僕はこんなところにいるんだ？


    　分からない。あったはずのものが、ぽっかり抜けた喪失感。鈍い頭痛がする。


    　いったい……何やってたんだっけ？　こんな朝早くに……。


    　その時、朝の静けさを震わせて、軽い足音が僕の耳に届いた。


    　見ると宿舎の方から傘さん陽よう学園中等部の制服を着た少女が駆けてくる。


    　白い髪と褐色の肌――特徴的な容姿は見間違えようもない。


    「ツグミ？」


    　僕は少女の〝あだ名〟を呼ぶ。


    「……おはようございます。どうして……ここに？　もしかして私を……迎えにきたんですか？」


    　息を切らせながらツグミは尋ねてくる。


    「え……？　あ――そうなの、かな……？」


    　曖あい昧まいに僕は頷うなずく。


    　いや、それ以外に早朝ここへ来る用事はない。確か昨夜聞いたのだ。今日からは学校へ通うと。それが傘さん陽よう学園ということは驚きだったが……。


    「……心配して……くれたんですか？」


    　上目遣いに僕を見て、問いかけるツグミ。


    「まあ……な」


    　未だに拭ぬぐえない違和感はあったが、僕は頷く。この街に残ると決めたツグミのこと〝も〟心配でここへ来たのには変わりないのだから。あれ……〝も〟って何だ？


    「……あの、ありがとう……ございます。書類上は在ざい籍せきしていても、実際に通うのは初めてだから……少し不安でした」


    　小さな声で礼を言うツグミを見て僕は笑う。すると胸の中にわだかまっていた気持ち悪いモヤモヤは嘘うそのように消えてしまった


    「そっか。よし、じゃあ一緒に初登校といくか！」


    　僕はツグミの不安を吹き飛ばそうと明るく告げた。


    「はい。ご案内……よろしくお願いします――センパイ」


    「……え？」


    　僕にとってはあまり聞き慣れぬ単語を聞いて、思わず固まる。


    「……あれ？　おかしかったでしょうか？　ユキちゃんから……こう呼んであげるよう言われたんですが――」


    「いや……別に間違っちゃいないけど」


    　特に部活動をやっていないので、僕はこれまで後輩というものにあまり縁がなかった。そのせいか非常にむず痒がゆい。


    「……あ、センパイ……ユキちゃんと同じ表情してますね」


    　それを聞いて確信する。冬ふゆ上がみのやつ……わざとだな。


    　自分がユキちゃんと呼ばれる気恥ずかしさを、僕にも味わわせようとしたのだろう。


    「はあ……でも、まあいいか」


    　僕は呟つぶやく。


    　こんな日常なら、願ったりだ。


    



    　僕とツグミは、少し遠回りをして学園に向かう。


    　最短は男子寮の前まで戻ることなのだが、さすがに男子しか通らないその道を女子と並んで歩く勇気はなかった。


    　しかし普通の寮生なら通らない道でも、学園生と出会うことはある。


    　僕は交差点で立ち止まった時、その姿を横断歩道の向こうに見つけた。


    　同じ傘さん陽よう学園高等部の制服を纏まとう三人の少女。


    「……あ」


    　ツグミも気がついたようで声を上げる。


    　向こうもこちらを見つけて立ち止まり、手を振ってくれた。あの三人は昨日、友とも月づき家の屋敷に泊まったのだ。


    　信号が青になり、僕とツグミは彼女たちの元へ歩き出す。


    「おはよ、遠とお見みくん。いきなり後輩の女の子に手を出すなんて、やるじゃない」


    　冬ふゆ上がみが意地悪く、僕とツグミを見比べて告げる。冬上については偽死体を九く棚だな家が慎重に検死していたのが幸いして、家族や警察、学園側に誤情報が伝わることはなかったようだ。もっとも無断外泊になるためレポート提出は確実だろうと、冬上は嘆なげいていたが。


    「……啓けい介すけくん、おはよう」


    　未み由ゆは少し頬ほおを染めて僕に挨あい拶さつした。それだけで僕も昨日の出来事を意識してしまう。


    「えっと、おはよう冬上。おはよ……未由」


    　血の味がした口づけを思い出しながら、僕は挨拶を返す。未由はあれから地上に降りた後、自分を犠牲にした復ふく讐しゆうはしないことを約束してくれた。だが連れん大だいの捜索と《群れクラウド》の制圧は続行するつもりらしい。


    「ちょっとケースケ、なに赤くなってるのよ！」


    　拗すねたような口調でアリッサが僕と未由の間に割り込んできた。


    「いや、別に赤くなってなんか――」


    　だが反射的に言い訳しようとアリッサの顔を見た途端、理由の分からない不安が胸の奥から湧き上がってきた。


    「どうしたの、ケースケ？　今度はいきなり青くなって」


    　訝いぶかしげに僕を見るアリッサ。


    「あ……えっと……その、さ……アリッサは、いなくなったりしないよな？」


    　僕は気がつくとそんな言葉を口にしていた。当然アリッサは戸惑ったように顔を顰しかめる。


    「え……本当に、大丈夫？　熱とかあるんじゃないの？」


    　手を伸ばし、僕の額ひたいに手の平を当てるアリッサ。


    「……悪い、何でもない。いや……さっき少し頭が痛かったから、本当に風か邪ぜ気味なのかもな」


    　僕は恥ずかしくなり、苦笑を浮かべながら繕つくろう。


    　アリッサの言うように調子が悪いのかもしれない。


    「んー……熱はないみたいだけど。あ、そっか、まだ寝ね惚ぼけてるのね。じゃあ目を覚ましてあげる！」


    「へ――？」
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    　アリッサは僕に顔を寄せ、ついばむように一瞬だけ唇くちびるを触れ合わせた。


    　柔らかで温かな感触に、しばし呆ほうける。


    「どう、目が覚めた？　おはよう――ケースケ」


    　アリッサは少し照れ臭そうに笑いかける。


    「お、おはよう……アリッサ。って――い、いきなり何を!?」


    　我われに返って僕が叫ぶと、未み由ゆも顔を真っ赤にしてアリッサへ詰め寄る。


    「アリッサさん！　ど、どういうつもりですか!?」


    「何って、おはようのキスよ。これで二対一。あたしが一歩リードね」


    　アリッサは未由から逃げるように軽く駆け出しながら告げた。


    「ふぅん……二対、一ねぇ」


    　冬ふゆ上がみがにやにやと僕を見る。


    「……センパイ、おはように口づけは付ふ随ずいするものなんですか？」


    　ツグミは興味深そうに僕へ訊ねる。


    「冬上……変な勘かんぐりはやめてくれ。ツグミ、アリッサの真ま似ねはしなくていいからな」


    　僕は二人にそう告げると、未由と追いかけっこをしているアリッサに視線を向けた。


    　すると偶然、目が合う。


    　アリッサは楽しげに走りながら大きな声で叫んだ。


    「ケースケ！　あたしはどこにも行ったりしないわよ!!」


    　それは正体不明の不安など吹き飛ばす、力強い言葉。


    「――それに、どんなことがあってもケースケが掴つかまえてくれるんでしょ？」


    　けれど次に見せたのは、儚はかなく映る綺き麗れいな微ほほ笑えみ。


    「ああ」


    　はっきりと僕は頷うなずいてみせる。


    　この笑顔を絶対に守ろう。僕は右手を握り締め、胸の奥で――そう決意した。

  



  
    あとがき


    



    　どうも、ツカサです。


    　ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴはとうとう八冊目、あとがきも八回目となります。


    　私は結構な人見知りなのですが、さすがに八回も顔を合わせた人とは多少なりとも会話を交わします。何と言うか、そろそろ少しだけ胸きよう襟きんを開いてみようかなーというタイミングです。


    　どんだけ奥手なんだよと思われるかもしれませんが、心の壁の分厚さと枚数に掛けては地区大会選抜レベルの私ですから仕方ありません。この防壁が分厚すぎるせいか、仲良くなり、私の真の姿を垣間見た人から別人格扱いされることがよくあります。


    　そんな風に、人と打ち解けるために多大な時間を必要とする私なので、八巻執筆中に受けた報しらせには動揺しました。なんと担当のＭさんが入院してしまったのです。以前、ガ報アンケートで「今年一番驚いたことは何？」というものがあったのですが、今なら間違いなくこの出来事を挙げるはずです。それぐらい驚きました。


    　Ｍさんはデビューしてからずっとお世話になってきた方です。心配なのはもちろんのこと、これまでずっと頼ってきた指針がないことに不安が抑おさえ切れませんでした。


    　いや、何か暗い話になりそうだなと思われるかもしれませんが、大丈夫です。もうＭさんは退院されて仕事にも復帰されています。本当によかったです。


    　けれど八巻の実務はピンチヒッターのＹさんとＨさんに担当して頂くことになり、まるでデビュー直後のようにドキドキしながら仕事をしました。他の編集さんと仕事で関わるのは初めてで、終始緊張していたように思います。


    　慣れないことも多かったですが、違う視点からの指摘やご意見は参考になることが多く、良い勉強になりました。ありがとうございます。


    　あと昨年末は小学館の謝恩会に出席しました。これまでは遠方に住んでいることもあり、都合が付かず見送っていたので、実は受賞以来初めてだったりします。


    　同期や第二回、三回のガガガ作家さんたちと話す機会があったのですが、人見知りの私はずっとあがりっぱなしでした。恐らく挙動不審だった私に話し掛けてくれた方々には感謝するしかありません。コミュニケーション能力をもうちょっと鍛きたえたいです。


    　まあそんな感じで色々と新しい刺激を貰もらったことで初心を思い出すことができました。


    　気合を入れなおして九巻も頑張りたいと思います。Ｍさん、改めてよろしくお願いします。


    　近この衛え乙おと嗣つぐさん、今巻も素敵な絵をありがとうございます。ツグミやエノクなど、新しいキャラクターのイラストを見るたびに心が躍ります。


    　そして八巻が形になったのはＹさん、Ｈさんのおかげです。お世話になりました。


    　では、また。
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    ツカサ


    Tsukasa


    



    京都市在住、８月15日生まれ。年齢を四捨五入したくない二十代。真っ直ぐ歩くことが苦手な人生の方向オンチ。寒さに震え、コタツから出られない日々を送る。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ　８　～散りゆく雪華と赤い月を仰ぐ夜鳥～
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